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自分の中には､きっと､もっと大きな可能性がねむっている。

マルチメディアに触れるたびに､ネットワークへアクセスするたびに､新しい世界の扉が､次々と開かれていく。

本当にやりたかったことが､探していたなＩこかが､鮮やかに見えてくる。

あなたが新しい自分に出会う時､きっとそこにＮＥＣがいます。
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人口と開発ノ目次扉・スケッチホテルの中のコーヒー店で《中国＝桂林》
杉本雄三・画く元・関西電力病院長＞

巻
頭
言
／
水
は
支
配
す
る

川
野
重
住
３

１
１
１
ｈ
口

◆
少
子
化
問
題
対
策
は
日
本
の
国
家
百
年
の
計

年
金
負
担
感
増
に
見
直
し
案
／
中
国
国
土
の

４
割
酸
性
雨
禍
／
円
安
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
路
％

減
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
中
期
目
標
は
”
撤
廃
“
／
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
改
革
を
提
言
／
地
球
環
境
保
護
の
長
い

道
程
／
初
の
加
藤
シ
ヅ
エ
賞
２
団
体
／
少
子

化
、
国
の
対
策
範
囲
は
／
温
暖
化
で
コ
メ
ま

１
１
１

◆
中
国
・
黄
土
高
原
の
砂
漠
緑
化

・
バ
ン
コ
ク
の
都
車
間
層
の
暮
ら
し

『
Ｏ
Ｄ
Ａ
拠
出
金
の
削
減
』
『
少
子
・
高
齢
化
問
題
』
に
危
機
感

・
人
口
懇
部
会
活
動
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
４

・
国
内
対
策
・
女
性
問
題
・
合
同
部
会
５
／
国
際
協
力
部
会
９

地
球
規
模
問
題
部
会
⑫

・
本
財
団
二
理
事
、
国
際
的
栄
誉
に
輝
や
く
Ⅳ

・
国
連
人
口
賞
ｌ
黒
田
俊
夫
氏

・
韓
国
石
榴
章
ｌ
森
一
久
氏

１
１

稲
作
の
再
構
築

ア
テ
ィ
ヤ
・
イ
ナ
ヤ
ト
ゥ
ラ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
懇
談

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
足

ｌ
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
一
一
一
一
．
Ｉ

ず
く
な
る
／
子
供
最
低
の
一
九
五
二
万
人
／

〃
働
く
子
供
“
二
億
五
千
万
人
／
中
国
食
糧
生

産
５
億
少
突
破
／
消
費
大
国
日
本
を
点
検
／

Ｏ
Ｄ
Ａ
肥
年
予
算
皿
％
削
減
／
中
国
の
旧
％

砂
漠
Ⅱ
初
調
査
／
ア
ジ
ア
開
銀
リ
ポ
ー
ト
／

中
国
余
剰
労
働
二
二
○
○
万
人
／
そ
の
他

1晴
聡
史功

熊
代
昭
彦
Ⅲ

内
村
良
英
邪
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協
会
で
は
今
度
、
「
逼
迫
す
る
水
資
源
」

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
。
そ
の
研

究
課
題
の
討
議
に
参
加
し
た
が
、
私
は
改

め
て
水
と
は
偉
大
な
も
の
、
人
間
は
結

局
、
そ
の
質
的
、
量
的
属
性
に
従
属
、
順

応
す
る
他
な
い
の
だ
と
い
う
現
状
に
つ
い

て
思
い
を
深
く
さ
せ
ら
れ
た
。

「
水
と
安
全
は
無
料
一
と
い
わ
れ
る
日
本

だ
が
、
そ
の
日
本
で
も
い
わ
ゆ
る
「
名
水
一

の
給
源
地
は
き
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
銘
酒
、
銘
柄
米
の
産
地
が
き
ま

り
、
ビ
ー
ル
、
牛
乳
に
つ
い
て
も
確
言
は

で
き
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
北
陸
能
登
半
島
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
牛
乳
も
日
本
酒
も
そ
こ
の
水
の
美

味
し
さ
で
支
え
ら
れ
た
と
聞
い
た
し
、
焼

酎
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
実
が
あ
る
。
銘

巻
頭

－

－－－ニー
ー

ーー▲

ロ

人
」
を
作
っ
た
と
い
う
。

今
一
つ
、
順
応
と
い
う
点
で
は
も
う
五

十
数
年
も
前
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
経
験
を
思

い
出
し
た
。
田
植
え
は
一
度
限
り
の
も
の

酒
「
宇
佐
美
」
は
長
島
の
さ
つ
ま
い
も
を
原

料
に
大
口
の
水
を
使
っ
て
の
名
産
だ
が
、

そ
れ
を
知
っ
た
長
島
で
は
大
口
の
水
を
移

入
し
て
「
宇
佐
美
」
と
肩
を
並
べ
る
「
島
美

I土文llId

糖
薊Illiiiiiiiliiiii

野重任

と
思
っ
て
い
た
私
は
二
度
田
植
え
の
現
実

に
ぶ
つ
か
っ
て
眼
を
開
か
れ
た
。
も
と
も

と
田
植
え
は
本
田
の
耕
作
条
件
の
用
意
さ

れ
る
の
を
待
っ
て
、
他
で
用
意
し
た
苗
を

移
植
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
雨
期
、
本

田
の
方
に
な
か
な
か
水
が
来
な
い
。
そ
の

水
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
て
は
苗
の
準
備

が
お
く
れ
る
。
そ
こ
で
中
間
的
に
移
植
し

た
田
の
苗
を
さ
ら
に
根
分
け
し
て
、
最
終

的
な
本
田
に
移
植
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
モ
ン
ス
ー
ン
期
、
広
大
な

デ
ル
タ
地
帯
の
場
合
、
水
の
調
整
は
唯
、

降
水
、
増
水
、
そ
れ
に
よ
る
水
か
さ
の
上

昇
を
待
つ
他
な
し
と
い
う
事
態
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
水
か
さ
の
上

昇
、
高
さ
も
必
ず
し
も
調
整
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
に
順

応
、
適
応
で
き
る
稲
の
品
種
の
登
場
を
待

つ
し
か
な
い
。
そ
れ
が
浮
き
稲
で
あ
る
。

｜
日
、
三
十
セ
ン
チ
も
の
増
水
に
耐
え

て
、
そ
れ
と
競
争
的
に
稲
丈
が
伸
び
る
と

い
う
。
こ
れ
も
水
へ
の
順
応
、
適
応
と
い

う
べ
き
か
。
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一一－－－T〒bⅡ⑤酢 、
Ａ
拠
出
金
の
削
減

超
党
派
の
国
会
議
員
（
共
産
党
を
除
く
）
で
組
織
し

て
い
る
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
（
会
長
、
中

山
太
郎
元
外
相
）
は
、
我
が
国
の
厳
し
い
財
政
再
建

下
で
。
、
Ａ
も
譽
域
と
し
な
い
ｌ
と
い
う
政
府

の
財
政
支
出
見
通
し
や
、
政
治
問
題
化
し
つ
つ
あ
る

「
少
子
・
高
齢
化
社
会
」
な
ど
当
面
す
る
諸
問
題
に
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
一
斉
に
平

成
九
年
度
の
部
会
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

同
議
員
懇
談
会
は
、
激
増
す
る
地
球
人
ロ
が
、
貧

困
を
は
じ
め
食
料
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
枯

渇
、
環
境
破
壊
な
ど
を
招
き
、
平
和
を
脅
か
す
二
十

一
世
紀
最
大
の
政
治
問
題
に
な
る
、
と
し
て
岸
信
介

・
元
首
相
（
故
人
）
の
提
唱
で
、
問
題
解
決
の
た
め
に

世
界
に
先
駆
け
て
一
九
七
四
年
に
結
成
し
た
伝
統
あ

る
国
会
議
員
組
織
で
あ
る
。

同
議
員
懇
は
、
こ
の
活
動
を
日
本
の
み
に
と
ど
め

ず
、
世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
に
拡
大
し

よ
う
と
「
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

写
三
雲

■
■
■
■
■
■
■

一
一

」
一
一

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
を
一
九
八
二
年
、
佐
藤

隆
・
元
農
水
相
（
故
人
）
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
。
さ
ら

に
桜
井
新
・
元
環
境
相
に
引
き
継
が
れ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

二
九
ヶ
国
が
加
盟
）
が
い
ま
人
口
・
開
発
に
関
す
る
世

界
各
地
域
の
国
会
議
員
組
織
づ
く
り
に
主
導
的
役
割

を
果
た
し
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国

際
平
和
に
貢
献
す
る
地
道
な
議
員
懇
の
活
動
で
、
人

ロ
・
開
発
問
題
に
対
す
る
我
が
国
の
国
連
人
口
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
援
助
額
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
あ
り
、
日
本
外
交
の
貴
重
な
”
顔
”
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
の
厳
し
い
財
政
事
情
や
、
爆
発
を

続
け
る
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
人
ロ
増
加
と
は
逆

に
、
我
が
国
で
は
「
少
子
・
高
齢
化
」
が
進
み
、
国
の

将
来
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
現
象
が
起
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
難
問
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
っ
て
い

く
か
、
立
法
府
議
員
と
し
て
の
試
金
石
で
あ
り
、
今

後
の
同
議
員
懇
の
活
動
と
成
果
が
国
際
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

牢嘘一

藪

に
危
機
感､一斉にスタート

土
ロ

国際人ロ問題議員懇談会

#



国際人ロ問題議員懇談会〈国内対策・女性問題・合同部会〉

鐘蕊蕊蕊籔少
子
・
高
齢
化
対
策

回
向
対
策
・
女
性
同
題
・
合
同
印
含
騒
騒
覺
鬮

り
下
げ
た
論
議
を

六
月
四
日
午
前
八
時
半
か
ら
東
京
・
永
田

町
の
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
で
、
国
際
人

口
問
題
議
員
懇
談
会
の
国
内
対
策
部
会
（
部

会
長
卵
持
永
和
見
・
衆
議
院
議
員
（
自
民
）
、

副
部
会
長
麺
熊
代
昭
彦
・
衆
議
院
議
員
（
自

民
）
）
と
女
性
問
題
部
会
（
部
会
長
函
南
野
知

惠
子
。
参
議
院
議
員
（
自
民
）
、
副
部
会
長
姫

能
勢
和
子
・
衆
議
院
議
員
（
自
民
）
）
の
合
同

部
会
が
開
催
さ
れ
、
衆
参
合
わ
せ
て
一
四
名

の
国
会
議
員
（
代
理
四
名
）
が
参
加
し
た
。

主
題
は
〃
我
が
国
の
少
子
・
高
齢
化
社
会

に
つ
い
て
“
で
、
現
状
、
問
題
点
及
び
課
題

に
つ
い
て
討
議
し
た
。
南
野
議
員
の
司
会

で
、
持
永
和
見
・
国
内
対
策
部
会
長
が
「
今

部
会
で
は
、
現
在
我
が
国
に
お
い
て
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
少
子
・
高
齢
化
に
焦
点

を
当
て
、
国
内
対
策
部
会
と
女
性
問
題
部
会

の
両
部
会
が
共
に
、
幅
広
い
視
点
か
ら
問
題

経
済
力
低
下
し

社
会
保
障
負
担
ふ
え
る

本
題
に
入
り
、
厚
生
省
大
臣
官
房
政
策
課

の
椋
野
美
智
子
（
む
く
の
み
ち
こ
）
企
画
官
、

情
報
化
・
地
域
政
策
推
進
室
長
か
ら
、
部
会

の
テ
ー
マ
で
あ
る
我
が
国
の
少
子
・
高
齢
化

社
会
（
そ
の
現
状
、
問
題
点
及
び
課
題
）
に
つ

い
て
概
要
説
明
が
行
わ
れ
た
。

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
近
年
急
速
に

低
下
し
、
平
成
七
年
度
は
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
に
次
い
で
低
い
一
・
四
二
と
な
っ
て
い

る
。
国
内
の
出
生
率
を
都
道
府
県
別
で
見
た

場
合
、
最
低
の
東
京
都
（
一
・
二
）
を
は
じ

め
と
し
て
関
東
圏
、
関
西
圏
、
北
海
道
で
低

く
な
っ
て
い
る
が
、
最
高
の
沖
縄
県
で
も
一

・
八
七
と
、
現
在
の
人
口
を
将
来
も
維
持
す

る
の
に
必
要
な
二
・
○
八
を
下
回
る
数
字
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
少
子
化
の
進
行
と
平
均

寿
命
の
伸
長
に
よ
っ
て
、
日
本
の
総
人
口
は

二
○
○
七
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
始
め
、
二

に
取
り
組
み
、
協
議
を
行
い
た
い
。
」
と
述

べ
、
続
い
て
南
野
知
恵
子
・
女
性
問
題
部
会

長
が
挨
拶
の
あ
と
、
同
部
会
・
副
部
会
長
の

能
勢
和
子
議
員
を
紹
介
し
た
。

５



○
五
○
年
に
は
現
在
の
人
口
の
二
割
減
と
な

り
、
国
民
の
約
三
人
に
一
人
が
六
五
歳
以
上

で
あ
る
超
高
齢
化
社
会
が
予
測
さ
れ
て
い

る
。出
生
率
低
下
の
大
き
な
要
因
は
、
女
性
の

社
会
進
出
と
経
済
力
向
上
に
伴
う
晩
婚
化
が

進
行
す
る
中
で
の
未
婚
率
の
上
昇
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
夫
婦
の
平
均
出
生
児
数

は
、
昭
和
十
五
年
当
時
の
四
・
二
七
人
か
ら

下
が
り
続
け
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
以
降
は

二
・
二
人
前
後
に
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
は

理
想
の
子
供
数
（
二
・
六
人
）
よ
り
も
少
な

く
、
そ
の
理
由
は
養
育
費
、
教
育
費
が
高

い
、
高
齢
出
産
を
避
け
た
い
、
等
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
の
女
子
労
働
力
の
特
徴
は
、
出

産
に
伴
い
就
労
を
中
断
す
る
人
が
多
い
こ
と

で
、
今
後
は
女
性
の
労
働
へ
の
支
援
と
、
女

性
が
働
き
な
が
ら
子
育
て
の
で
き
る
環
境
作

り
が
大
切
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
家
庭
の
役
割
と
し
て
あ
る
出
産
。
養
育

面
、
介
護
面
に
お
け
る
社
会
的
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
少
子
化
が
も
た
ら
す
社
会
的
、
経
済

的
影
響
と
し
て
は
、
従
来
よ
り
Ｈ
経
済
活
力

の
低
下
、
ロ
社
会
保
障
負
担
の
増
大
、
曰
労

働
力
供
給
の
制
約
、
卿
子
供
の
社
会
性
の
低

下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
少
子

化
傾
向
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
否
定
的
見
方

が
四
割
あ
る
一
方
で
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
と
明
確
な
結
論
を
持
っ
て
い
な
い
人

が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

政
府
で
は
、
平
成
六
年
十
二
月
十
六
日
、

文
部
省
、
厚
生
省
、
労
働
省
、
建
設
省
の
四

大
臣
合
意
の
も
と
、
今
後
一
○
年
間
に
企
業

・
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
社
会
全
体
に
お
け

る
子
育
て
支
援
の
取
組
み
を
推
進
し
、
ま
た

上
記
四
省
庁
が
事
業
官
庁
と
し
て
そ
の
取
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
今

後
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の
基
本
的
方
向
に

つ
い
て
」
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）
の
策
定
を
発

表
し
た
。

こ
の
よ
う
な
少
子
化
の
背
景
に
あ
る
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
は
各
国
さ
ま
ざ
ま
で
、
日

本
の
特
徴
と
し
て
は
男
子
の
家
事
・
社
会
活

動
時
間
の
割
合
が
極
端
に
低
い
点
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
直
接
的
に
出

生
率
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
明
確
で
な
い
も

の
の
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
少
子
化
問
題
へ
の
対

応
と
し
て
は
、
国
民
生
活
に
お
け
る
結
婚
．

出
産
・
育
児
支
援
、
教
育
、
年
金
・
医
療
保

健
、
税
制
、
住
宅
環
境
、
家
庭
生
活
及
び
地

域
活
動
へ
の
男
女
の
共
同
参
画
な
ど
が
関
連

す
る
。
同
時
に
、
経
済
・
企
業
活
動
に
関
連

し
た
問
題
と
し
て
へ
労
働
生
産
性
の
向
上
、

高
齢
者
・
女
性
の
雇
用
、
実
労
働
時
間
の
短

縮
、
企
業
の
制
度
見
直
し
、
外
国
人
労
働
者

な
ど
の
検
討
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

（
資
料
参
照
》
厚
生
省
制
作
「
少
子
化
の
動
向

と
背
景
Ｉ
少
子
化
問
題
を
考
え
る
ｌ
ｂ

人
ロ
問
題
寒
驫
密
会

で
の
意
見

ま
た
、
厚
生
省
で
は
人
口
問
題
審
議
会
で

「
少
孑
化
」
に
つ
い
て
の
本
格
的
審
議
が
本
年

二
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
六
月
ま
で
は

関
連
分
野
の
学
識
経
験
者
二
名
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
未
だ
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
が

形
成
さ
れ
て
い
な
い
「
少
子
社
会
の
姿
」
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
対
策
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
下
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
論
点
整
理
を
行
い
今
年
九
月
に

中
間
ま
と
め
を
出
す
予
定
と
な
っ
て
い
る

（
別
紙
参
照
）
。
少
子
化
対
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
出
生
率
向
上
政
策
を
と
る
か
ど
う

６



国際人ロ問題議員懇談会く国内対策・女性問題・合同部会〉

論
点
整
理
は
こ
れ
か
ら
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
学
識
経
験
者
と
の
意
見
交

換
の
場
で
出
た
意
見
と
し
て
は
以
下
の
通
り

と
な
っ
て
い
る
。

前
提
認
識

「
仮
に
将
来
出
生
率
が
向
上
し
て
も
、

今
後
少
子
化
が
進
み
人
口
が
減
少
す
る
。

そ
し
て
高
齢
人
口
が
年
少
人
口
を
上
回
る

少
子
社
会
に
な
る
」
こ
と
を
共
通
の
合
意

の
も
と
に
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

か
ま
だ
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
「
少
子

化
社
会
を
踏
ま
え
た
対
応
」
と
「
出
生
率
に
関

す
る
対
応
」
の
二
つ
に
つ
い
て
同
時
に
検
討

の
必
要
性
を
提
案
し
て
い
る
。
進
め
方
と
し

て
、
前
者
は
関
連
す
る
幅
広
い
分
野
ご
と
に

そ
の
方
向
の
み
を
示
し
、
具
体
的
方
策
は
各

関
連
省
庁
に
委
ね
る
、
後
者
は
人
口
問
題
審

議
会
で
具
体
的
議
論
を
深
め
る
計
画
を
し
て

い
る
。
人
口
問
題
審
議
会
は
厚
生
大
臣
だ
け

で
な
く
関
係
各
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
各
関
連
省

庁
の
担
当
課
長
が
幹
事
と
な
り
幅
広
く
議
論

を
進
め
て
い
る
。

少
子
社
会
の
イ
メ
ー
ジ

ゆ
と
り
が
あ
る
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
面

と
、
主
に
経
済
力
問
題
に
関
す
る
マ
イ
ナ

ス
面
の
両
面
が
あ
る
。

少
子
社
会
へ
の
対
策

Ｈ
「
人
口
は
増
え
る
も
の
」
か
ら
「
人
口

は
減
る
も
の
」
へ
の
経
済
・
社
会
の
前

提
条
件
変
化
の
認
識
。

口
「
技
術
革
新
の
時
代
」
か
ら
「
ス
ト
ッ

ク
の
分
配
革
新
の
時
代
」
へ
移
行
。

曰
資
源
の
分
配
・
有
効
活
用
。

㈲
生
き
方
の
多
様
性
、
柔
軟
な
働
き
方

（
時
間
、
場
所
）
の
見
直
し
。

⑤
外
国
人
労
働
者
（
明
確
な
意
見
は
未

だ
な
い
が
、
安
易
な
受
け
入
れ
は
避
け

る
べ
き
で
、
労
災
、
医
療
保
健
、
失
業

保
健
、
住
宅
、
年
金
、
教
育
等
の
権
利

を
保
障
す
る
つ
も
り
で
受
け
入
れ
る
べ

き
）
。

内
地
域
の
問
題
。

㈲
質
の
高
い
教
育
と
教
育
費
の
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
等
。

出
生
率
の
対
策

有
識
者
の
中
に
反
対
は
な
い
も
の
の
、

賛
成
は
以
下
の
三
タ
イ
プ
に
分
か
れ
た
。

こ
の
説
明
の
あ
と
、
各
議
員
か
ら
次
の
よ

７

う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

Ｈ
直
接
的
政
策
は
取
る
べ
き
で
は
な

い
。
但
し
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る

措
置
は
必
要
で
あ
る
。
愛
情
で
結
婚

し
、
子
供
を
作
る
こ
と
を
阻
害
し
て
い

る
要
因
だ
け
を
取
り
除
き
、
そ
れ
以
上

は
強
制
し
な
い
。

ロ
超
長
期
的
に
人
口
が
減
る
こ
と
の
影

響
は
分
か
ら
な
い
が
、
急
速
な
人
口
減

少
は
混
乱
を
招
く
の
で
、
こ
の
期
間
は

対
策
を
高
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

曰
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

出
生
率
向
上
政
策
の
具
体
的
な
方
法

Ｈ
（
企
業
・
労
働
問
題
）
都
市
化
し
た
先

進
社
会
で
職
業
と
育
児
を
両
立
す
る
仕

組
み
を
組
み
立
て
る
べ
き
。
家
庭
と
両

立
で
き
る
よ
う
に
企
業
を
変
え
る
べ

き
。
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
働
き

方
を
変
え
る
企
業
の
意
識
改
革
が
必

要
。

ロ
（
育
児
支
援
）
社
会
的
に
容
易
な
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
制
度
な
ど
。



中
山
太
郎
議
員
（
自
民
・
衆
）
》

将
来
の
基
本
的
理
想
像
を
示
せ

我
が
国
に
は
、
育
児
手
当
て
の
給
付
制
限

の
問
題
、
そ
し
て
離
婚
、
独
身
思
考
が
男
性

よ
り
も
女
性
に
高
い
な
ど
女
性
と
人
間
社
会

の
問
題
点
が
あ
る
。
少
子
政
策
を
決
め
、
国

が
実
行
し
、
成
果
が
現
わ
れ
る
ま
で
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
（
五
～
一
○
年
）
の
間
に
も
高
齢
化

が
進
む
た
め
、
そ
の
間
に
国
民
の
負
担
が
か

さ
む
。
従
っ
て
、
数
学
者
に
よ
る
モ
デ
ル
推

計
を
行
う
と
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
問
題
へ
の

解
決
に
当
た
っ
て
、
現
象
面
だ
け
を
と
ら
え

ず
に
、
日
本
の
最
適
人
口
数
の
推
計
、
将
来

の
基
本
的
理
想
像
（
モ
デ
ル
）
、
諸
問
題
の
関

連
性
の
把
握
な
ど
長
期
的
に
見
る
場
合
の
基

礎
デ
ー
タ
、
基
礎
理
論
が
欠
け
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
提
供
し
て
欲
し

い
。ま
た
、
高
齢
化
は
今
後
ア
ジ
ア
諸
国
で
も

進
行
し
、
い
わ
ゆ
る
日
本
は
こ
れ
ら
の
諸
問

題
に
お
い
て
先
行
し
て
い
る
国
で
あ
る
。

従
っ
て
、
我
が
国
が
き
ち
ん
と
理
想
モ
デ
ル

を
持
つ
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
人
口
問
題
研
究
所
の
専
門

家
等
と
の
話
合
い
の
場
を
持
ち
た
い
。

清
水
嘉
与
子
議
員
（
自
民
・
参
）
》

「
家
族
の
在
り
方
」
の
検
討
を

子
供
を
育
て
る
際
に
家
庭
生
活
で
足
り
な

い
部
分
を
社
会
が
支
援
す
る
の
は
よ
い
け
れ

ど
も
、
社
会
的
支
援
の
方
策
を
考
え
る
前

に
、
基
本
部
分
で
あ
る
「
家
族
の
在
り
方
」
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
デ
ー
タ
で
も
、
家
族

生
活
へ
の
満
足
度
が
他
国
に
比
べ
て
最
も
低

い
点
は
も
っ
と
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

桜
田
義
男
議
員
（
自
民
・
衆
旨

法
的
に
子
供
の
社
会
的
認
知
を

実
際
に
は
、
仕
事
と
は
関
係
な
く
家
事
を

行
わ
な
い
男
性
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
男
性
の
絶
対
数
が
少
な
い
中
で
、
結
婚

し
な
い
女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
問
題
で

あ
る
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
力
の
よ
う
に
子
供

の
社
会
的
認
知
を
法
的
に
も
認
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

山
崎
順
子
議
員
（
新
進
・
参
）
卵

子
育
て
を
楽
し
め
る
社
会
に

日
本
は
、
子
育
て
を
楽
し
め
な
い
社
会
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
住
宅
事
情
や
男
女
共

通
の
労
働
規
制
等
の
政
策
が
必
要
で
あ
る
と

取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
対
応
策
を
設
け

る
よ
り
も
、
現
実
的
に
子
育
て
を
楽
し
め
な

い
根
本
的
原
因
を
解
決
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
こ
れ
は
、
高
度
成
長
時
代
に
生
ま
れ
、

豊
か
で
自
由
な
生
活
を
満
喫
し
て
へ
思
う
が

ま
ま
に
生
き
て
き
た
今
の
三
○
代
の
女
性
、

い
わ
ゆ
る
〃
花
子
族
〃
が
、
結
婚
と
同
時
に
家

事
、
育
児
、
介
護
の
あ
ら
ゆ
る
負
担
が
か

か
っ
て
く
る
た
め
に
、
結
婚
や
育
児
を
楽
し

い
も
の
と
思
え
な
い
と
見
な
し
て
い
る
。
ま

た
、
別
の
調
査
結
果
か
ら
も
仕
事
を
辞
め
た

女
性
の
方
が
育
児
等
に
負
担
を
強
く
感
じ
て

い
る
結
果
が
出
て
い
る
。
更
に
、
子
育
て
に

当
た
っ
て
、
昔
は
存
在
し
た
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
。
政
策
も
よ
い
が
こ
う
い
っ
た
背
景

事
情
を
調
べ
て
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
大
切
で
あ
る
。

持
永
和
見
議
員
（
自
民
・
衆
）
“

国
内
出
生
率
の
バ
ラ
つ
き
の
分
析
を

国
内
の
出
生
率
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ

る
。
大
都
市
に
お
け
る
出
生
率
の
低
さ
に

は
、
〃
塾
戦
争
”
な
ど
の
学
校
以
外
の
教
育
費

の
高
さ
な
ど
、
経
済
的
負
担
が
影
響
し
て
ぃ

８
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中
山
太
郎
議
員
卵

中
国
で
は
一
人
っ
子
政
策
が
取
ら
れ
て
将

来
高
齢
化
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
憲
怯
で

親
の
面
倒
と
子
育
て
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
中
国
政
府
は
将
来
の
高
齢

化
問
題
に
つ
い
て
余
り
危
倶
し
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

（
北
畑
記
）

桜
田
義
男
議
員
》

住
居
の
問
題
は
非
常
に
深
刻
で
あ
る
。
子

供
の
数
が
一
定
以
上
増
え
た
場
合
に
は
、
住

宅
の
増
築
費
を
貸
す
な
ど
の
考
え
も
面
白
い

の
で
は
な
い
か
。

る
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。
基
本
的
に
教
育
や
住

居
な
ど
国
内
の
地
域
格
差
は
問
題
で
あ
る
と

思
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
掘
り
下

げ
た
分
析
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
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六
月
五
日
午
前
八
時
か
ら
キ
ャ
ピ

ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
で
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
国
際
協
力
部
会
（
部
会

長
“
谷
津
義
男
・
衆
議
院
議
員
（
自

民
）
、
副
部
会
長
印
斎
藤
鉄
夫
・
衆

議
院
議
員
（
新
進
）
）
が
開
催
さ
れ
、

衆
参
合
わ
せ
て
二
○
名
の
国
会
議
員

（
代
理
四
名
）
が
参
加
し
た
。

部
会
は
、
ま
ず
、
谷
津
義
男
・
部

会
長
が
開
会
挨
拶
で
、
「
財
政
再
建

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
一
律
に

な
ん
で
も
削
除
す
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
削
除
す
る
べ
き
は

削
除
し
、
必
要
な
分
野
に
は
積
極
的

支
出
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
重
要

雪
長
が
挨
拶
Ｉ

対
ｌ

極
支
出
を

財政再建

,



で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
配
布
資
料
に
つ
い
て
事
務
局
が

説
明
を
行
い
、
「
国
連
人
口
基
金
、
国
際
家

族
計
画
連
盟
に
対
す
る
拠
出
と
し
て
は
世
界

最
大
で
あ
る
が
、
二
国
間
援
助
を
含
ん
で
考

え
る
と
、
米
国
の
三
分
の
一
以
下
、
人
口
問

題
に
対
す
る
拠
出
を
対
Ｏ
Ｄ
Ａ
比
で
見
る
と

先
進
一
九
ヶ
国
中
、
第
一
二
位
、
ま
た
Ｇ
Ｎ

Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
比
で
見
る
と
第
一
三
位
と

決
し
て
高
く
な
い
」
と
日
本
の
人
口
問
題
に

ま
ず
粗
課
長
が
、
「
現
在
先
進
国
に
援
助

疲
れ
が
見
え
て
き
て
い
る
。
開
発
の
成
果
が

上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
も
そ
の
理
由
の
一
つ

で
あ
る
。
特
に
人
口
増
の
中
で
ア
フ
リ
カ
地

域
な
ど
は
希
少
な
資
源
の
奪
い
合
い
が
起

こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
紛
争
の
原
因
と
な

り
、
社
会
不
安
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
開
発
を
行
う
場
合
に
は
、
開
発
だ
け

を
行
う
の
で
は
な
く
、
人
口
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
間

拠
出
削
減
す
れ
ば
活
動
で
き
な
く
な
る
国
際
機
関
も

ｌ
外
務
省
が
説
明
Ｉ

対
す
る
援
助
の
概
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。そ
の
後
、
人
口
分
野
に
関
す
る
日
本
の
協

力
に
つ
い
て
、
国
際
機
関
等
を
利
用
し
た
多

国
間
協
力
の
現
状
を
外
務
省
の
粗
（
ほ
ぼ
）
国

際
機
構
課
長
か
ら
、
ま
た
、
主
に
日
本
国
政

府
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
協
力
し
て
行
っ
て
い

る
直
接
協
力
に
つ
い
て
、
同
じ
く
外
務
省
の

吉
田
・
調
査
計
画
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を

し
た
。

題
と
教
育
な
ど
を
統
合
す
る
戦
略
を
取
る
必

要
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
の
新
開
発
戦
略
は
そ
の
他
の
国
連
機
関

を
も
巻
き
込
み
、
実
施
さ
れ
て
お
り
日
本
国

の
考
え
方
と
も
合
致
す
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
財
政
再
建
大
綱

で
全
体
の
一
○
％
削
減
が
決
ま
っ
た
こ
と
に

触
れ
、
「
円
安
で
ド
ル
ベ
ー
ス
で
の
支
出
が

既
に
十
数
％
減
少
し
て
い
る
中
で
、
一
○
％

減
は
総
額
で
三
○
％
の
減
額
と
な
り
、
非
常

に
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
国
際
社
会
の
猛
烈
な
反
発
を
招
い
て
で

も
国
連
分
担
金
を
削
減
す
る
か
、
任
意
拠
出

金
を
削
減
す
る
よ
う
な
方
法
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
も
し
、
予
算
が
削
減
さ
れ
、
円
安

が
続
く
中
で
国
連
分
担
金
を
維
持
す
る
と
す

れ
ば
、
任
意
拠
出
金
を
大
幅
に
削
減
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
」
と
苦
し
い
実
状
が
述
べ
ら

れ
た
。
「
特
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
国
連
開
発
計

画
）
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
、
Ｕ

Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
（
国
連
高
等
難
民
弁
務
官
事
務

所
）
、
ユ
ニ
セ
フ
な
ど
の
国
際
機
関
運
営
に

お
け
る
日
本
の
拠
出
の
持
つ
意
味
と
い
う
も

の
は
極
め
て
大
き
く
、
も
し
拠
出
を
削
減
す

れ
ば
そ
の
活
動
が
立
ち
い
か
な
く
な
っ
て
い

く
国
連
機
関
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
日
本
国

の
援
助
の
趨
勢
が
「
顔
の
見
え
る
援
助
」
と
い

う
こ
と
で
多
国
間
援
助
か
ら
二
国
間
援
助
を

重
視
す
る
方
向
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
情

況
と
し
て
は
極
め
て
厳
し
い
。
具
体
的
に
考

え
ら
れ
る
方
策
は
各
省
庁
に
ま
た
が
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
援
助
を
全
体
で
調
整
し
、
無
駄

の
無
い
形
に
し
て
、
効
率
化
を
図
る
し
か
な

い
。
さ
ら
に
、
大
蔵
省
の
所
管
す
る
国
際
交

ＩＤ
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流
基
金
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
円
借
款
な
ど
が

償
還
期
に
入
り
始
め
て
い
る
の
で
こ
の
よ
う

な
資
金
を
活
用
す
る
な
ど
の
方
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
い
く
ら
厳
し
い
状
況
に

あ
っ
て
も
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
拠
出

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
吉
田
・
調
査
計
画
課
長
が
日
米
間

の
政
府
合
意
で
取
り
決
め
ら
れ
総
額
三
○
億

ド
ル
を
人
口
・
エ
イ
ズ
な
ど
の
地
球
規
模
的

問
題
に
拠
出
す
る
と
い
う
「
人
口
・
エ
イ
ズ

に
関
す
る
地
球
規
模
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
と
成
果

を
説
明
し
た
。
現
在
、
日
本
国
の
二
国
間
援

助
は
こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｉ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お

り
、
人
口
に
関
す
る
直
接
協
力
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
が
、
教
育
、
女
性
問
題
な
ど
の

間
接
協
力
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
の
下
に
事
業
を
進
め

て
い
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
ま
で
こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｉ

は
政
府
の
公
約
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
環
境

の
中
で
も
増
額
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
財
政
再
建
大
綱
で
総
額
の
一
○
％

削
減
と
い
う
大
枠
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
」
と
述
べ
た
。

人
口
問
題
は
唯
一
、

有
効
な
”
外
交
カ
ー
ド
“

東
祥
三
・
議
員
（
新
進
・
衆
）
》

日
本
国
政
府
は
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト

で
も
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
○
・
七
％
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
振
り

向
け
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
○
・
七
％
条
項

に
署
名
し
、
国
際
公
約
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
人
口
問
題
に
対
す
る
取
組
み
は
日
本
が

持
っ
て
い
る
唯
一
の
有
効
性
の
あ
る
外
交

カ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
、
日
本
が
影

響
力
を
発
揮
し
う
る
分
野
を
む
ざ
む
ざ
と
撤

退
し
て
い
く
こ
と
は
日
本
の
国
益
か
ら
考
え

て
も
好
ま
し
く
な
い
。
ま
た
、
先
進
国
が
日

本
を
含
め
て
内
向
き
の
姿
勢
を
強
め
て
い
る

今
日
、
積
極
的
な
取
組
み
が
あ
れ
ば
日
本
が

益
々
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
好
機
と
も
い
え
る
。
財
政
再
建
に
聖

域
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
逆
に
説
得

力
の
あ
る
分
野
に
関
し
て
は
積
極
的
支
出
を

行
っ
て
欲
し
い
。

主
な
る
、
質
疑
応
答
は
次
の
通
り
。

国
連
は
バ
ラ
バ
ラ
、

内
部
改
革
す
べ
き
だ

桜
井
新
・
議
員
（
自
民
・
衆
）
⑪

こ
こ
数
年
、
い
ろ
い
ろ
な
国
連
主
催
の
会

議
に
出
る
機
会
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

ら
の
会
議
が
内
容
的
に
は
密
接
な
関
係
が
あ

必
要
分
野
に

重
点
的
に
支
出
を

中
山
太
郎
・
議
員
（
自
民
・
衆
旨

中
山
会
長
は
昨
日
自
民
党
で
開
か
れ
た
外

交
な
ど
の
合
同
部
会
に
つ
い
て
述
べ
、
ま

ず
、
大
蔵
省
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
削
減
す
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
援

助
に
際
し
日
本
の
顔
の
見
え
る
援
助
を
行
う

と
い
う
意
味
か
ら
二
国
間
直
接
援
助
を
重
視

す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

省
庁
が
別
々
に
行
っ
て
い
る
援
助
を
有
機
的

に
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
た
と
、
合
同
部
会

の
結
果
を
紹
介
し
、
支
出
の
本
当
に
必
要
な

分
野
に
重
点
的
に
ま
わ
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
、
と
述
べ
た
。

Zｒ



る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
連
機
関
の
間
の
連

携
が
取
れ
て
お
ら
ず
、
バ
ラ
バ
ラ
で
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
自
分
の
所
管
以

外
、
全
く
知
ら
な
い
。
自
分
で
利
益
を
得
て

い
る
わ
け
で
な
く
各
国
の
拠
出
で
運
営
さ
れ

て
い
る
国
連
自
体
に
、
危
機
感
が
あ
ま
り
無

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
国
連
は
無
駄
を
省

い
て
内
部
か
ら
改
革
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
、
国
連
の
非
効
率
性
を
改
め
る
よ
う
日
本

が
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
国
連
の
非
効
率

》
地
跡
親
槙
固
圏
鄙
臺

六
月
十
一
日
午
前
八
時
か
ら
キ
ャ
ピ
ト
ル

東
急
ホ
テ
ル
で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

地
球
問
題
部
会
（
部
会
長
》
小
杉
隆
・
衆
議

院
議
員
（
自
民
）
、
副
部
会
長
頤
武
見
敬
三
・

参
議
院
議
員
（
自
民
）
）
が
開
催
さ
れ
、
衆
参

合
わ
せ
て
二
三
名
の
国
会
議
員
（
代
理
五
名
）

ジ
ー
ア
イ
ア
イ

（
Ｕ
Ｔ
１
Ｔ
１

⑫
力
国
重
点
に
３
分
の
２
を
消
化

一
鮎
騨
騒
鑪
蒐
テ
ィ
Ｌ

性
を
改
め
さ
せ
、
ま
た
国
際
社
会
に
対
す
る

発
言
権
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
拠
出
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
東
先
生
の
新
進
党
な
ど
の
野
党
に
も
ご

協
力
頂
い
て
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
あ
と
、
全
員
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て

政
府
に
働
き
掛
け
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。

（
楠
本
記
）

が
参
加
し
た
。

小
杉
陸
地
球
問
題
部
会
長
が
開
会
挨
拶
で

「
地
球
規
模
で
の
人
口
問
題
は
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
貧
困
問
題
は
じ
め
、
国
境
を

越
え
た
国
際
労
働
人
口
移
動
や
都
市
へ
の
人

口
集
中
に
よ
る
ス
ラ
ム
化
、
さ
ら
に
国
境
を

露
艤
観
鶴
騨
認
識
擬
蟻
鱗
議
鑓
縢
騨
鰯
鱗
蝋
騨

越
え
た
深
刻
な
環
境
汚
染
・
破
壊
、
世
界
レ

ベ
ル
で
の
食
料
不
足
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
地
球
問
題
部
会
は
、
こ
れ
か
ら
世

界
の
人
口
問
題
と
、
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
関
係
省
庁
は
じ
め
専
門
家
を
講
師
に
招

い
て
積
極
的
に
勉
強
会
を
開
催
し
世
界
に
提

言
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
挨
拶
。
副
部
会
長

に
就
任
の
武
見
敬
三
議
員
を
紹
介
、
小
杉
陸

部
会
長
が
文
部
大
臣
在
任
中
は
武
見
敬
三
副

部
会
長
に
会
長
代
行
と
し
て
当
部
会
運
営
を

依
頼
し
た
。

議
題
に
入
り
、
吉
田
雅
治
外
務
省
経
済
協

力
局
調
査
計
画
課
長
が
、
我
が
国
の
「
人
口

・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
規
模
問
題
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
」
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
た
。

［
人
口
協
力
の
三
本
柱
］

現
在
エ
イ
ズ
感
染
者
は
、
年
々
増
加
し
て

お
り
二
○
○
○
年
ま
で
に
四
○
○
○
万
人
と

な
り
、
そ
の
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
途
上
国
で

発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国

は
、
「
人
口
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
規
模
問

題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
）
を
発
表

し
、
一
九
九
四
年
度
か
ら
二
○
○
○
年
度
ま

で
の
七
年
間
で
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

総
額
三
○
億
ド
ル
を
目
途
に
途
上
国
へ
の
積

１２
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露

極
的
な
協
力
を
す
す
め
る
と
共
に
二
十
一
世

紀
に
向
け
日
米
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
よ

り
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｉ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
三
本
柱
か
ら
成
り
立
ち
、

母
子
保
健
・
家
族
計
画
、
家
族
計
画
教
育
．

墓参ﾆー

広
報
と
人
口
統
計
か
ら
な
る
人
口
直
接
協

力
、
基
礎
保
健
医
療
、
初
等
教
育
、
女
性
を

対
象
と
し
た
職
業
訓
練
・
研
究
へ
の
協
力
か

ら
な
る
人
口
間
接
協
力
、
予
防
に
関
す
る
啓

蒙
・
教
育
、
検
査
技
術
の
移
転
、
エ
イ
ズ
に

関
す
る
調
査
・
研
究
へ
の
協
力
か
ら
な
る
エ

イ
ズ
分
野
に
お
け
る
協
力
で
あ
る
。
九
六
年

度
の
分
野
別
実
績
で
み
る
と
、
人
口
直
接
協

力
が
一
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
人
口
間
接
協

力
八
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
エ
イ
ズ
関
係
一
一
一
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
が
○
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
間
接
協
力
の
比

率
が
高
い
の
は
、
病
院
案
件
を
中
心
に
保
健

医
療
案
件
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
と
、
基
礎
保

健
医
療
の
一
環
と
し
て
ポ
リ
オ
根
絶
全
国
一

斉
投
与
日
へ
の
案
件
形
成
が
す
す
ん
だ
た
め

で
あ
る
。

［
国
際
機
関
と
の
協
調
］

日
米
コ
モ
ン
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
一
環
で
あ
る

人
口
・
エ
イ
ズ
分
野
に
お
け
る
国
際
機
関
と

の
協
力
と
し
て
日
本
は
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
中
心
に
資
金
協
力

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
分
野
の
二
国

間
協
力
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
や
ユ
ニ
セ
フ

と
協
力
し
、
人
口
・
家
族
計
画
及
び
ワ
ク
チ

二蕊篭溝蹴辮鑿瀧:蹴三罐
国後ネ、図形ロエた件な国こ選のら域、ジ１性の重て機
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全
て
の
調
査
を
終
了
し
た
。
九
四
年
度
に
は

じ
ま
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｉ
は
、
最
初
の
二
年
間
で
約

一
○
億
ド
ル
の
実
績
を
あ
げ
、
三
年
度
目
の

九
六
年
度
は
暫
定
値
で
約
九
・
五
億
ド
ル
と

大
き
な
増
加
を
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｉ

実
績
は
、
三
年
間
で
約
一
九
・
五
億
ド
ル
と

な
り
一
一
○
○
○
年
ま
で
の
目
標
の
ほ
ぼ
三
分

の
二
を
最
初
の
三
年
間
で
達
成
し
た
。
人
口

・
エ
イ
ズ
に
関
し
先
般
の
日
米
次
官
ク
ラ
ス

の
会
合
で
そ
の
実
績
が
高
い
評
価
を
得
た
。

〔
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
］

Ｇ
Ｉ
Ｉ
を
推
進
す
る
た
め
外
務
省
は
、
ケ

ア
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
な
ど
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
定
期
的
に
懇
談
会
を
開
催
し
て
い

る
。
懇
談
会
の
検
討
結
果
に
よ
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

「
人
口
・
エ
イ
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
調

査
団
」
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
調
査
団
に
Ｎ
Ｇ

Ｏ
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
意
見
を
く
み
と
っ
て
き
た
。

日
米
間
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
一

二
カ
国
で
の
成
果
と
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

人
口
・
エ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
に
重
点
国
を
さ
ら
に
拡
充
し
た

い
。
医
療
分
野
の
協
力
は
他
の
分
野
に
比
べ

る
と
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
の
で
財
政
事
情

が
厳
し
い
折
、
今
後
先
生
方
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
い
た
だ
き
た
い
。

吉
田
雅
治
課
長
や

人
口
問
題
に
関
し
、
昨
年
開
発
援
助
委
員

会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
は
新
開
発
戦
略
を
採
択
し
二
○

一
五
年
ま
で
に
乳
児
死
亡
率
を
三
分
の
一
、

妊
産
婦
死
亡
率
を
四
分
の
一
に
す
る
目
標
を

か
か
げ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
我
が
国
は
、
人

口
協
力
を
行
っ
て
き
た
が
、
人
口
・
エ
イ
ズ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
三
年
余
り
で
あ
り
具
体
的

に
人
口
増
加
率
や
エ
イ
ズ
感
染
率
が
低
下
し

た
と
い
う
評
価
は
出
て
い
な
い
。
現
在
は
、

案
件
の
立
ち
上
げ
の
段
階
で
、
こ
れ
ま
で
の

達
成
目
標

を
示
せ

河
野
太
郎
議
員
（
自
民
・
衆
旨

最
初
の
三
年
間
で
一
一
一
○
億
ド
ル
の
七
割
ほ

ど
の
額
を
投
入
し
た
が
、
目
標
に
対
し
そ
の

内
容
が
ど
の
よ
う
に
達
成
さ
れ
た
の
か
。

こ
の
あ
と
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。

評
価
は
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
々
と
ど
の
程
度

協
力
し
た
か
、
あ
る
い
は
家
族
計
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
何
人
参
加
し
た
か
、
ど
の
程
度

の
数
字
が
上
が
っ
た
か
な
ど
を
把
握
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

吉
田
課
長
卵

三
○
億
ド
ル
の
内
七
割
を
使
っ
て
そ
れ
で

終
了
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
七
年

間
で
三
○
億
ド
ル
程
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
使
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立

ち
上
げ
の
段
階
で
二
○
億
ド
ル
は
コ
ミ
ッ
ト

額
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
効

果
が
出
て
く
る
段
階
で
、
さ
ら
に
詳
細
な
評

価
を
行
い
た
い
。

河
野
議
員
⑬

人
口
・
エ
イ
ズ
に
七
割
近
い
額
を
投
入

し
、
残
り
二
割
・
三
割
と
な
っ
た
時
に
ど
れ

だ
け
投
入
さ
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
は
、

お
金
の
使
い
方
と
し
て
は
適
正
で
な
い
の
で

は
な
い
か
。

“



国際人ロ問題議員懇談会 <地球規模問題部会＞

対
象
国
を

決
め
た
理
由
は

清
水
嘉
与
子
議
員
（
自
民
・
参
）

人
口
。
エ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
良
い
と

思
う
が
、
こ
の
分
野
で
は
ど
の
途
上
国
に
も

該
当
す
る
。
対
象
国
を
一
二
カ
国
に
絞
っ
た

吉
田
課
長
理

人
口
問
題
に
関
し
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
等
の
開
発
戦

略
を
目
標
に
す
す
め
て
い
る
。
質
の
面
で
地

に
つ
い
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
ま
た
国
際
機
関
や
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協

議
し
二
○
’
五
年
ま
で
の
乳
児
死
亡
率
の
低

下
等
の
目
標
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
。

河
野
議
員
北

量
か
ら
質
へ
の
転
換
と
は
、
お
金
の
額
を

い
く
ら
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
達
成
す
る
か

と
い
う
こ
と
へ
の
転
換
で
あ
る
。
三
○
億
ド

ル
を
七
年
間
で
達
成
す
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら

で
き
な
く
な
る
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
現
実

的
に
連
成
す
る
か
の
目
標
を
外
務
省
は
持
つ

べ
き
で
あ
る
。

吉
田
課
長
函

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
○
○
○
年
ま
で

清
水
議
員
年

今
後
、
こ
れ
ら
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
の
か
、
ま
た
効
果
が
あ
る
の
か
を
見

極
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

理
由
は
何
か
。
ま
た
、
従
来
人
口
分
野
へ
の

協
力
は
厚
生
省
、
文
部
省
な
ど
が
す
す
め
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
協
力
も
三
○
億
ド
ル
に

は
入
っ
て
い
る
か
。

吉
田
課
長
聰

Ｇ
Ｉ
Ｉ
と
し
て
米
国
と
協
議
を
し
て
コ
モ

ン
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
一
部
と
し
て
す
す
め
て
お

り
、
文
部
省
、
厚
生
省
の
方
々
に
専
門
家
と

し
て
参
加
し
て
も
ら
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ

Ｉ
の
年
限
に
関
し
て
は
九
四
年
度
か
ら
な
の

で
、
文
部
省
、
厚
生
省
が
こ
れ
ま
で
家
族
計

画
等
で
協
力
い
た
だ
い
た
件
は
二
○
億
ド
ル

の
中
に
は
あ
ま
り
入
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

使
途
、
効
果
の

見
極
め
が
大
切

吉
田
課
長
皿

こ
れ
か
ら
の
評
価
に
関
し
、
Ｄ
Ａ
Ｃ
新
戦

略
の
中
の
二
○
一
五
年
ま
で
に
乳
児
死
亡
を

三
分
の
一
、
妊
産
婦
死
亡
を
四
分
の
一
ま
で

ネ
フ
ィ
ッ
ト
、

て
い
る
の
か
。

加
藤
修
一
議
員
（
平
成
・
参
）

を
予
定
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
途
上
国
主
体

に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に

は
、
エ
イ
ズ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
機
材

供
与
、
日
本
へ
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
、
専

門
家
の
派
遣
で
、
現
地
で
指
導
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
医
療
行
政
、
厚
生
行
政
に
つ

い
て
病
院
の
運
営
か
ら
は
じ
め
今
後
の
協
力

に
あ
た
り
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｉ
に
関
し
、
い
た
だ
い
た
予
算
の
中

で
重
点
配
分
を
し
て
き
た
し
、
今
後
も
マ
イ

ナ
ス
’
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
ら
な
い
中
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｉ
に
関
し
、
使
っ
た
額
と
コ
ス
ト
ベ

フ
ィ
ッ
ト
、
そ
の
評
価
体
制
は
ど
う
な
っ

費
用
対
効
果
の

評
価
体
制
は

石



削
減
、
さ
ら
に
、
ど
こ
で
も
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
な
ど
を
目
標
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ヴ
ェ
シ
な

ど
具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い

る
地
域
の
人
口
指
標
、
感
染
指
標
と
灰
壺
療
事
情

の
向
上
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
き
た
い
。

加
藤
議
員
誼

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
勧
告
に
関
し
、
エ
イ
ズ
以
外
の

感
染
症
に
つ
い
て
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

医
療
分
野
の
費
用
対
効
果
の

査
定
は
難
し
い

吉
田
課
長
抑

西
太
平
洋
地
域
で
は
ポ
リ
オ
が
減
っ
て
き

て
い
る
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
消
耗
品
の
供
与

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
九
七
年
度
か
ら
子
供

の
無
償
協
力
と
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
及

び
南
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
ユ
ニ
セ

フ
の
現
地
職
員
と
協
力
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
供

与
す
る
。

費
用
対
効
果
は
、
道
路
、
橋
、
空
港
建
設

加
藤
議
員
諏

エ
イ
ズ
の
検
査
技
術
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

な
ど
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
に
比
べ
医
療
分
野
の

査
定
は
難
し
い
。

吉
田
課
長
坤

血
液
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
材
を
フ
ラ
ン

ス
に
送
り
フ
ラ
ン
ス
の
専
門
家
の
協
力
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
エ
イ
ズ
の
広
報
活
動
も

長
灯
っ
て
い
る
。

使
途
Ｉ
評
価
Ｉ
今
後
の

必
要
額
を
明
確
に

武
見
敬
三
副
部
会
長
（
自
民
・
参
）
卵

こ
の
分
野
の
マ
ル
チ
・
パ
イ
の
協
力
が
最

も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
が

最
も
効
果
的
に
行
わ
れ
る
分
野
と
従
来
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
。

個
別
の
医
療
援
助
が
結
果
と
し
て
ど
の
程

度
効
果
が
あ
る
の
か
評
価
す
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
。
国
連
等
の
デ
ー
タ
か
ら
あ
る
程
度

積
算
す
る
こ
と
は
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
ぉ

り
、
こ
の
よ
う
な
会
合
で
は
、
き
ち
ん
と
し

た
数
字
を
示
し
て
欲
し
い
。

河
野
先
生
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
国
会
議

員
に
説
明
す
る
場
合
は
、
こ
れ
だ
け
の
お
金

を
使
い
ま
し
た
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
目
的
を

も
っ
て
、
実
際
お
金
を
ど
の
よ
う
な
形
で
使

い
、
ど
れ
だ
け
の
評
価
を
得
た
、
故
に
、
今

後
ど
れ
だ
け
の
予
算
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

論
法
で
な
い
と
説
得
力
に
欠
け
る
。

我
が
国
が
こ
の
問
題
に
果
し
う
る
役
割
は

分
野
と
し
て
大
き
い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

先
生
方
の
ご
協
力
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
り

ま
す
。

次
回
は
保
健
医
療
分
野
の
協
力
に
つ
い
て

部
会
を
開
催
し
た
い
。

（
遠
藤
記
）
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黒田俊夫 氏森 －久氏

本
財
団
理
事
で
、
日
本
原
子
力
会
議
の
森
一

久
副
会
長
（
七
十
一
）
が
、
四
月
二
十
一
日
、
ソ

ウ
ル
で
金
泳
三
大
統
領
か
ら
、
日
本
人
で
は
初

の
国
民
勲
章
石
榴
（
せ
き
り
ゅ
う
）
章
を
授
与
さ

れ
た
。

外
国
人
が
同
章
を
受
け
る
の
は
異
例
の
こ
と

と
さ
れ
、
日
本
原
産
会
議
の
設
立
に
か
か
わ

り
、
産
業
界
に
お
け
る
原
子
力
分
野
で
の
取
り

ま
と
め
役
の
森
氏
が
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て

韓
国
原
産
会
議
の
設
立
に
協
力
し
た
功
績
を
認

韓
国
は
ア
ジ
ア
発
展
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

本
日
貴
国
政
府
よ
り
国
民
勲
章
石
榴
章
と

い
う
身
に
余
る
褒
章
の
栄
に
浴
し
、
恐
縮
の

極
み
に
存
じ
、
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。

私
の
受
賞
の
理
由
と
し
て
、
貴
国
を
始
め

と
す
る
各
国
と
の
原
子
力
国
際
協
力
へ
の
功

績
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
私

が
四
十
年
来
、
当
然
の
仕
事
と
し
て
当
た
り

前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
た め
｛
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

森
氏
は
、
京
大
理
学
部
在
学
中
の
終
戦
の
年

の
八
月
、
郷
里
の
広
島
に
帰
省
中
に
被
爆
、
両

親
は
じ
め
肉
親
を
五
人
も
失
う
と
い
う
悲
運
に

遭
遇
し
て
い
る
。
受
賞
に
際
し
て
は
「
韓
国
と

日
本
が
ま
ず
い
関
係
に
な
っ
た
の
は
歴
史
的
に

日
本
の
責
任
が
明
白
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
発
展

の
た
め
に
韓
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
期
待
す

る
」
旨
の
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
し
た
。

だ
、
わ
が
日
本
で
は
二
十
年
位
前
ま
で
は
、

「
国
際
協
力
」
と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
中
心
の

先
進
国
に
「
お
ね
だ
り
す
る
こ
と
」
と
皆
が
考

え
て
い
た
中
に
あ
っ
て
、
私
が
原
爆
で
両
親

は
じ
め
五
人
の
家
族
を
失
っ
た
経
験
の
た
め

で
し
ょ
う
か
、
原
子
力
は
も
う
決
し
て
軍
事

に
使
っ
て
は
い
け
な
い
、
平
和
利
用
に
徹

し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
人
々
の
幸

1７



受賞した森氏と夫人
福
に
役
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え

続
け
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
そ
ん
な
協

力
が
何
に
な
る
の
か
」
と
い
っ
た
陰
口
な
ど

聞
こ
え
な
い
ブ
リ
を
し
て
、
先
進
国
以
外
の

い
く
つ
か
の
国
と
の
間
に
道
を
開
い
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
、
韓
国
の
場
合
と
同

様
、
相
手
国
の
方
に
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
、

心
温
か
く
先
見
あ
る
友
達
が
い
て
く
だ
さ
っ

た
お
陰
で
成
功
し
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

私
独
り
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
い
つ
も
私
の
頭
を
去
来
す
る
問
題霧

陸
「
何
故
」
韓
国
と
日
本
と
が
こ
ん
な
に
ま

ず
い
関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
「
閏
妃
暗
殺
」
と
い
う
本
（
こ

れ
は
今
で
は
日
本
人
の
間
で
隠
れ
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
）
を
、
出
発
前
私

は
も
う
一
度
読
み
な
お
し
て
き
ま
し
た
が
、

歴
史
的
に
日
本
の
責
任
は
明
々
白
々
で
、
暗

濾
た
る
気
持
ち
に
襲
わ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

私
は
、
我
が
家
の
「
系
図
」
の
冒
頭
部
分
の

コ
ピ
ー
を
持
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

る
と
約
九
百
年
前
の
祖
先
は
、
「
新
羅
三
郎

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

》
の
祖
先
は
、
「
新
羅
三
郎

義
光
」
と
い
う
半
島
か
ら

の
渡
来
文
化
人
な
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
血
統
上

も
濃
密
な
関
係
に
あ
る
両

国
民
が
何
の
運
命
で
、
こ

ん
な
不
幸
な
関
係
を
続
け

て
い
る
の
か
、
歴
史
の
中

に
教
訓
を
見
い
だ
す
こ
と

も
大
切
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界

の
情
勢
を
見
渡
す
と
き
、

あ
ま
り
大
き
く
な
い
我
々

二
国
は
安
閑
と
し
て
い
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
欧

州
は
既
に
一
つ
の
共
同
体
Ｅ
Ｕ
に
統
合
し
ま

し
た
。
世
界
は
各
地
域
で
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
何
故
文
化
的
に
も
似
通
っ
た

東
ア
ジ
ア
で
、
「
統
合
」
な
い
し
「
連
合
」
の
動

き
が
な
い
の
か
。
も
し
そ
れ
が
出
来
た
ら
、

そ
の
力
の
す
ば
ら
し
さ
は
（
軍
事
力
で
な

く
、
技
術
的
に
経
済
的
に
文
化
的
に
）
他
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
同
意
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

話
を
早
く
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
例
示
に
止

め
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
統
合
の
と
き
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
と
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
西
欧
の
賢

人
で
し
た
。
ド
イ
ツ
は
力
は
あ
っ
て
も
（
日

本
と
同
じ
理
由
で
）
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と

る
資
格
が
な
か
っ
た
。
同
じ
く
不
幸
な
悲
惨

な
歴
史
を
乗
り
越
え
、
じ
っ
く
り
と
話
し
合

い
を
積
み
上
げ
営
々
と
努
力
を
重
ね
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
英
知
は
、
人
類
史
上
最
高
の

も
の
で
し
た
。
私
が
貴
国
に
何
を
期
待
し
て

い
る
か
、
も
う
分
か
っ
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
私
の
た
め
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
席

を
設
け
て
頂
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。
韓
国
原
産
な
ら
び
に
御
臨
席
の

皆
様
の
末
永
き
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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財
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
参
与
尾
崎
美
千
生

コフィ・アナン国連事務総長(中央)から「国連人ロ賞」を受賞する
黒田俊夫博士(左）

国
際
連
合
が
毎
年
、
人
口
問
題
に
功
績
の

あ
っ
た
団
体
と
個
人
に
贈
る
「
国
連
人
口
賞
」

の
授
賞
式
が
六
月
十
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
で
行
わ
れ
た
。
’
九
九
七
年
の
受
賞

者
は
わ
が
国
の
黒
田
俊
夫
博
士
（
日
本
大
学

人
口
研
究
所
名
誉
所
長
）
、
タ
イ
の
ミ
ッ

チ
ャ
イ
・
ヴ
ィ
ラ
バ
イ
デ
イ
ヤ
上
院
議
員

（
人
口
・
地
域
開
発
協
会
事
務
局
長
）
、
エ
ル

・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
の
大
統
領
夫
人
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
カ
ル
デ
ロ
ン
・
ソ
ル
国
家
家
族
局
長
の

三
氏
。六
月
の
初
め
か
ら
ぐ
ず
つ
い
て
い
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
お
天
気
も
次
第
に
回
復

し
、
授
賞
式
当
日
は
国
連
本
部
前
の
万
国
旗

は
爽
や
か
な
初
夏
の
太
陽
を
浴
び
、
微
風
に

は
た
め
い
て
い
た
。

午
後
五
時
、
国
連
国
際
会
議
場
の
信
託
統

治
室
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
授
賞
式
に
は
、
開

始
前
か
ら
大
勢
の
招
待
客
や
受
賞
者
の
家
族

な
ど
関
係
者
が
詰
め
か
け
た
。
今
年
は
受
賞

者
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
と
タ
イ
か
ら
選
ば

れ
た
た
め
、
会
場
は
民
族
衣
装
で
と
り
わ
け

華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

式
は
「
人
口
賞
委
員
会
」
の
マ
ル
チ
ニ
・
ア

ル
マ
ン
ド
議
長
（
グ
ア
テ
マ
ラ
国
連
大
使
）
の

司
会
で
開
会
。
い
つ
も
穏
や
か
な
表
情
を
絶

や
さ
な
い
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長

が
「
今
年
は
国
連
人
口
賞
が
創
設
さ
れ
て
か

ら
十
五
周
年
に
当
た
る
」
と
前
置
き
し
て
三

人
の
受
賞
者
を
順
次
紹
介
す
る
。

エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・

レ
デ
ィ
で
、
国
家
家
族
局
長
の
カ
ル
デ
ロ
ン

・
ソ
ル
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
四
年
の

国
際
人
口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
）
、
一
九
九
五

年
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
の
指
導
的
役

割
が
強
調
さ
れ
た
。
次
い
で
「
ア
ジ
ア
人
口

学
者
の
最
長
老
」
と
い
う
表
現
で
黒
田
氏
が

紹
介
さ
れ
る
。
「
最
長
老
」
ｅ
の
目
）
と
い
う

い
か
に
も
ア
ジ
ア
的
な
表
現
と
黒
田
氏
の
風

貌
が
共
感
を
呼
ん
だ
と
見
え
て
、
会
場
か
ら

敬
愛
の
情
を
込
め
た
拍
手
が
贈
ら
れ
る
。
最

後
に
タ
イ
で
家
族
計
画
を
成
功
さ
せ
「
キ
ン

グ
・
オ
ブ
・
コ
ン
ド
ー
ム
」
と
い
う
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
で
知
ら
れ
る
ミ
ッ
チ
ャ
イ
上
院
議
員

J,
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人おいてミッチャイ上院議員、カルデロン･ソル国家家族局長祝福を受ける受賞者、左から黒田博士

が
、
家
族
計
画
、
エ
イ
ズ
予
防
面
で
果
た
し

た
業
績
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
る
。

続
い
て
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
人
口
賞

委
員
会
事
務
局
長
に
促
さ
れ
て
ア
ナ
ン
事
務

総
長
が
立
ち
上
が
り
、
授
賞
式
は
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
へ
。
「
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
イ
シ
ョ

ン
」
の
言
葉
と
共
に
表
彰
状
と
金
メ
ダ
ル
が

各
受
賞
者
に
手
渡
さ
れ
る
。
ア
ナ
ン
事
務
総

長
の
グ
レ
イ
の
あ
ご
ひ
げ
と
各
受
賞
者
の
紅

潮
し
た
表
情
に
カ
メ
ラ
マ
ン
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

が
光
る
。

二
番
目
に
「
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
・
ス
ピ
ー

チ
」
（
受
諾
演
説
）
に
立
っ
た
黒
田
博
士
は
、

ゆ
っ
く
り
、
し
か
し
確
か
な
英
語
で
聴
衆
に

語
り
始
め
た
。
「
私
が
人
口
研
究
を
始
め
た

の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
三
十
七
歳
の

時
、
だ
か
ら
私
は
人
口
学
者
と
し
て
は
〃
遅

咲
き
“
で
し
た
」
ｌ
ト
ッ
プ
バ
ッ
ク
ー
の

ソ
ル
さ
ん
が
女
性
の
自
立
を
強
調
す
る
少
々

長
い
演
説
口
調
だ
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
人

間
丸
出
し
の
〃
黒
田
節
“
が
か
え
っ
て
受
け

た
よ
う
だ
。
シ
カ
ゴ
大
学
の
ハ
ウ
ザ
ー
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ノ
ー
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ー
ビ
ー
各
教
授
な
ど
人
口
学

の
研
究
で
出
会
っ
た
先
達
や
、
と
も
に
語
り

合
っ
た
ア
ジ
ア
の
若
き
学
徒
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
淡
々
と
述
べ
た
。

世
界
規
模
で
始
ま
る
高
齢
化
問
題
を
指
摘

し
た
く
だ
り
で
は
、
「
私
は
今
年
八
十
八
歳

を
迎
え
、
い
ま
自
ら
高
齢
化
問
題
を
実
験
中

で
あ
り
ま
す
」
と
笑
わ
せ
な
が
ら
、
「
長
寿
の

特
権
は
世
の
中
の
様
々
な
こ
と
を
観
察
で
き

た
こ
と
」
と
し
て
、
研
究
を
開
始
し
た
時
二

五
億
人
だ
っ
た
世
界
の
人
口
は
今
や
六
○
億

人
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
最
近
の

人
口
推
計
に
現
れ
た
死
亡
率
の
上
昇
傾
向
に

警
告
。
ア
ナ
ン
事
務
総
長
が
陣
頭
に
立
っ
て

「
宇
宙
船
地
球
号
」
の
人
口
と
資
源
の
間
に
良

き
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る
よ
う
努
力
し
て
欲

し
い
、
と
人
口
問
題
に
対
す
る
国
連
の
役
割

を
強
調
し
て
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。

こ
の
あ
と
国
連
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か

れ
た
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
事
務
所
を
置
く
邦
人
企
業
の
人
た

ち
も
詰
め
か
け
た
が
、
「
ア
ジ
ア
の
最
長
老
」

は
見
知
ら
ぬ
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米

の
人
々
か
ら
も
気
軽
に
「
お
め
で
と
う
」
の
声

を
掛
け
ら
れ
、
国
際
親
善
の
輪
が
広
が
っ

た
。
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少子化問題対策は日本の国家百年の計

少

孟
●
熊
代
昭
彦
（
衆
議
憾
議
曇

一
、
’
○
○
年
後
に
日
本
の
人
口
は
五
一

○
○
万
人
に
！

今
年
の
一
月
、
厚
生
省
は
五
年
毎
の
恒
例

に
な
っ
て
い
る
「
日
本
の
将
来
推
計
人
目
を

公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
へ
一
○
○
年
後

（
二
一
○
○
年
）
に
は
日
本
の
人
口
は
六
七
○

○
万
人
（
中
●
位
推
計
。
低
位
推
計
で
は
五
一

○
○
万
人
）
に
な
る
。
前
回
平
成
四
年
九
月

推
計
で
は
中
位
推
計
で
一
○
○
年
後
（
前
回

の
推
計
の
一
○
○
年
後
は
二
○
九
○
年
）
に

●能代昭彦くくましろ.あきひこ＞

1940年岡山市生れ。東京大学法学部卒
業、米国ウィスコンシン大学大学院政治
学修士課程修了、厚生大臣秘書官、総務
庁長官官房地域改善対策室長、厚生省援
瞳局鳧

現在衆議院蟻員、衆蟻院常任委員会内閣
・逓信委員会理事他

憾
日
承
の

は
九
六
○
○
万
人
、
低
位
推
計
で
六
二
○
○

万
人
で
あ
っ
た
。
中
位
推
計
は
今
回
の
推
計

が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
大
き
く
外
れ
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
の
中
位
推
計
は
、
前

回
の
中
位
推
計
よ
り
も
、
前
回
の
低
位
推
計

の
方
に
近
い
か
ら
、
今
後
も
事
態
は
低
位
推

計
で
推
移
す
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
今
後
も
こ
の
ま
ま
無
策
を
続
け
れ

ば
一
○
○
年
後
に
は
日
本
の
人
口
は
間
違
い

な
く
五
一
○
○
万
人
に
な
る
と
覚
悟
を
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
一
○
○
万
人
は
現

在
の
人
口
一
億
二
千
五
五
七
万
人
の
約
四
割

で
あ
る
。
な
ん
と
い
う
激
し
い
人
口
減
少
で

あ
ろ
う
か
。

一
○
○
年
後
の
こ
と
な
ど
私
に
は
関
係
な

い
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
今
年
生
ま
れ
る
自
分
の
子
や
孫

が
、
百
歳
ま
で
生
き
る
確
率
は
高
く
は
な
い

が
、
か
な
り
あ
る
の
で
あ
る
。
’
○
○
年
後

＊
…
倶
十
‐
ｊ
冊

二
、
人
口
の
著
し
い
減
少
は
、
経
済
の
大

不
況
を
招
く
！

人
口
が
少
な
く
な
れ
ば
土
地
も
安
く
な

り
、
大
き
な
家
が
建
つ
。
そ
し
て
競
争
も
少

な
く
な
り
、
の
ん
び
り
暮
ら
せ
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
る
人
も
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
な
る
だ
ろ
う

か
。
人
口
が
少
な
く
て
土
地
の
安
い
と
こ
ろ

は
既
に
日
本
に
一
杯
あ
る
。
過
疎
地
帯
が
そ

う
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
大
き
な
立
派
な
家
が

建
ち
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
あ
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
の
は
そ
う
遠
い
将
来
の
話
で
は
な

い
。
そ
れ
に
政
治
家
は
、
目
先
の
問
題
の
迅

速
大
胆
な
処
理
と
共
に
、
常
に
国
家
百
年
の

計
を
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
、
政
治
家

（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｎ
）
と
は
言
え
な
い
の

だ
。
心
有
る
有
権
者
も
国
家
百
年
の
計
を
考

え
な
が
ら
政
治
家
を
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

年
の
計
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I霊Ｉ

害

Ⅱ ＝｝】」》一｝｝一に‐’’’一



か
？
残
念
な
が
ら
そ
こ
で
は
経
済
活
動
が

不
活
発
に
な
っ
て
高
い
収
入
が
得
ら
れ
な
い

の
で
大
き
な
家
も
建
た
な
い
し
、
豊
か
な
暮

ら
し
も
出
来
な
い
の
が
現
状
だ
。
そ
の
よ
う

に
人
口
の
著
し
い
減
少
は
、
経
済
の
大
不
況

を
招
く
。
幼
児
や
少
年
を
対
象
と
す
る
産
業

は
既
に
い
わ
ば
構
造
的
不
況
業
種
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
ま
ま
無
為
に
時
を
経
過
さ
せ

れ
ば
、
日
本
全
体
が
構
造
的
な
大
不
況
に
飲

み
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
消
費
す
る

人
も
生
産
す
る
人
も
著
し
い
減
少
を
続
け
る

と
い
う
事
態
を
わ
が
国
は
一
度
も
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
。
根
拠
の
な
い
楽
観
論
で
無
為

無
策
で
過
ご
せ
ば
国
を
亡
ぼ
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
日
本
は
人
ロ
過
剰
と
の
抜
き
が
た
い

思
い
こ
み
を
捨
て
去
る
べ
き
時
！

今
の
日
本
の
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
達
は
、
日

本
は
過
剰
人
口
の
国
と
教
え
ら
れ
て
育
っ
た

の
で
、
東
京
等
の
大
都
会
で
持
家
が
持
て
な

い
の
は
人
口
過
剰
の
せ
い
だ
と
簡
単
に
考
え

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
が
農
業
国
で
あ
れ
ば
、
確
か

に
人
口
過
剰
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
は

工
業
国
で
あ
り
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
が

圧
倒
的
シ
ェ
ア
の
国
に
な
っ
て
い
る
。
今
の

日
本
の
、
一
次
～
三
次
産
業
の
生
産
力
か
ら

見
れ
ば
、
む
し
ろ
日
本
は
労
働
力
不
足
、
即

ち
、
過
少
人
口
の
国
な
の
で
あ
る
。
外
国
人

労
働
者
の
不
法
入
国
者
の
増
加
が
端
的
に
そ

れ
を
示
し
て
い
る
。
あ
の
蛇
頭
等
の
暗
躍
を

思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
か
な
か

家
が
持
て
な
い
の
は
都
市
に
人
口
が
集
中
し

過
ぎ
た
過
密
過
疎
現
象
、
そ
し
て
都
市
高
層

住
宅
化
の
遅
れ
等
の
せ
い
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
、
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
。
今
日
の
指
導

者
達
は
頭
で
は
理
解
し
て
も
、
下
意
識
に
支

配
さ
れ
て
、
体
が
動
か
な
い
。
日
本
の
命
運

を
決
す
る
決
断
は
遅
れ
に
遅
れ
る
。
こ
の
抜

き
難
い
思
い
こ
み
を
打
ち
砕
く
シ
ョ
ッ
ク
療

法
が
必
要
で
あ
る
。

四
、
家
庭
に
対
す
る
憧
れ
と
信
頼
が
ゆ
ら

ぎ
始
め
た
Ⅱ

少
子
化
の
原
因
は
、
晩
婚
化
、
そ
し
て
生

涯
未
婚
率
の
上
昇
で
あ
る
。
そ
れ
に
夫
婦
が

子
育
て
の
経
済
的
負
担
が
重
い
と
感
じ
て
子

供
の
数
を
理
想
の
子
供
数
よ
り
も
制
限
す
る

こ
と
で
あ
る
。
「
家
庭
を
持
っ
て
、
子
供
を

生
み
育
て
て
、
苦
労
は
多
い
け
れ
ど
も
、
充

実
し
た
生
き
甲
斐
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
人
生

で
あ
る
」
と
い
う
日
本
の
古
き
良
き
伝
統
で

あ
る
家
庭
に
対
す
る
憧
れ
と
信
頼
が
ゆ
ら
ぎ

始
め
て
い
る
。
「
良
き
家
庭
こ
そ
は
良
き
国

の
礎
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は

深
刻
な
社
会
的
危
機
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

何
ら
か
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
家
庭
を
持

つ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
の
一
人
暮
ら
し

の
生
涯
も
価
値
あ
る
立
派
な
一
生
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の

安
逸
の
み
を
考
え
て
長
い
一
生
の
人
生
設
計

を
真
剣
に
考
え
な
い
で
、
一
人
暮
ら
し
を
安

易
に
選
択
す
る
風
潮
に
は
、
真
剣
に
対
処
の

方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

そ
の
人
が
結
局
大
変
不
幸
に
な
る
の
を
救
う

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
子

供
の
保
育
や
教
育
等
に
金
が
掛
か
り
過
ぎ

て
、
理
想
の
子
供
数
を
や
む
な
く
制
限
す
る

夫
婦
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
も
こ
と
こ
こ

に
至
ら
ば
、
本
格
的
に
思
い
切
っ
た
も
の
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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少子化問題対策は日本の国家百年の計

六
、
児
童
手
当
、
一
人
月
額
三
万
円
、
一

八
歳
ま
で
支
給
の
実
現
の
た
め
若
者
と

高
齢
者
は
立
ち
上
が
ろ
う

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
療
法
は
、
児
童
手
当
の
抜

本
的
改
革
で
あ
る
。
即
ち
、
児
童
手
当
月
額

三
万
円
、
一
八
歳
ま
で
、
所
得
制
限
無
し
。

所
用
経
費
は
九
兆
八
千
億
円
。
財
政
構
造
改

革
の
時
に
な
ん
だ
と
腰
を
抜
か
さ
な
い
で
い

五
、
保
育
所
の
充
実
等
、
働
く
こ
と
と
子

育
て
の
両
立
を
可
能
に
す
る
施
策
は
す

べ
て
思
い
切
っ
て
や
ろ
う

今
、
国
は
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
（
子
育
て
支

援
一
○
ヵ
年
戦
略
）
の
充
実
に
力
を
注
い
で

い
る
。
そ
の
目
玉
は
、
保
育
所
緊
急
整
備
五

ヵ
年
計
画
で
あ
る
。
私
は
保
育
対
策
議
員
連

盟
の
事
務
局
長
な
の
で
、
九
年
度
予
算
を
ほ

ぼ
満
額
獲
得
し
て
、
し
て
や
っ
た
り
と
は
思

う
も
の
の
、
こ
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
は
何
か

重
大
な
も
の
が
欠
け
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
エ
ン
ゼ
ル
が
天
翔
る
翼
が
な
い
Ⅲ
地

上
を
と
こ
と
こ
と
し
か
走
れ
な
い
エ
ン
ゼ
ル

は
惨
め
そ
の
も
の
Ⅱ
こ
れ
で
は
少
子
化
の

奔
流
を
変
え
る
パ
ワ
ー
が
な
い
。
シ
ョ
ッ
ク

療
法
た
り
得
な
い
Ⅱ

七
、
所
得
減
税
よ
り
は
児
童
手
当
が
景
気

浮
揚
に
は
る
か
に
有
効
側

連
合
は
二
兆
円
の
特
別
所
得
減
税
を
廃
止

し
な
い
で
継
続
す
べ
き
だ
と
国
会
前
で
座
り

込
み
ま
で
し
て
運
動
し
て
い
た
。
し
か
し
、

所
得
減
税
は
裕
福
な
人
達
に
著
し
く
有
利
で

消
費
に
は
あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。
児
童
手
当
は
二
○
歳
代
か
ら
四
○
歳

た
だ
き
た
い
。
日
本
が
滅
び
る
の
を
防
ぐ
の

に
年
々
一
○
兆
円
な
ど
は
し
た
金
だ
と
言
い

切
れ
な
け
れ
ば
政
治
家
で
は
な
い
の
だ
。
子

育
て
世
代
の
若
者
諸
君
Ⅱ
諸
君
達
の
利
益

が
国
民
の
将
来
の
利
益
に
端
的
に
結
び
つ
く

の
だ
。
声
高
く
自
己
主
張
し
て
欲
し
い
Ⅱ

高
齢
者
の
方
々
、
貴
方
方
の
大
切
な
年
金
と

日
本
の
将
来
の
た
め
に
児
童
手
当
の
抜
本
的

充
実
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
「
将
来
は
公
的
年
金
は
基
礎

年
金
部
分
だ
け
に
す
る
」
等
と
の
公
的
年
金

の
使
命
を
理
解
し
な
い
暴
論
を
押
さ
え
る
こ

と
も
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
「
年
金
の
く
ま

し
ろ
」
を
自
負
す
る
私
は
、
「
年
金
百
年
の

計
」
の
た
め
に
も
、
児
童
手
当
の
改
革
を
真

剣
に
叫
ぶ
の
だ
。

教
育
に
金
が
掛
か
る
。
こ
れ
が
夫
婦
が
三

人
欲
し
い
子
供
を
二
人
に
、
二
人
欲
し
い
子

供
を
一
人
に
制
限
し
て
し
ま
う
最
大
の
理
由

で
あ
る
。
奨
学
金
は
成
績
に
関
係
な
く
借
り

た
い
人
に
は
今
の
二
～
三
倍
借
り
ら
れ
る
よ

う
に
し
、
大
学
に
行
っ
た
ら
親
の
ス
ネ
を
か

じ
ら
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
し
て
教
育
改
革
を
実
現
し
て
、

八
、

代
前
半
ま
で
の
若
い
夫
婦
の
所
得
を
増
や

し
、
ズ
バ
リ
景
気
浮
揚
に
結
び
つ
く
。
理
由

は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
児
童
手
当
は
減
税
に
比
べ
格
段
に
大
き

い
所
得
再
配
分
機
能
が
あ
る
。
現
在
の
財
政

構
造
改
革
は
、
財
政
は
健
全
化
す
る
が
、
不

況
を
招
く
こ
と
は
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
侍
公
共
投
資
で
な
く
、
児

童
手
当
で
景
気
回
復
を
本
格
的
な
も
の
と
し

て
定
着
さ
せ
て
、
さ
ら
に
政
府
の
支
出
を
大

幅
に
削
減
し
、
仕
事
を
思
い
切
り
よ
く
民
間

に
移
し
、
大
胆
な
所
得
減
税
・
法
人
税
減
税

を
実
現
す
る
。
こ
れ
こ
そ
実
現
可
能
な
シ
ナ

リ
オ
で
あ
る
。

、
奨
学
金
は
今
の
二
～
’
一
一
倍
に
、
希
望

す
る
人
に
は
誰
に
で
も
貸
与
に
！

教
育
に
金
が
掛
か
る
。
こ
れ
が
夫
婦
が
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ゆ
と
り
と
思
い
や
り
豊
か
な
、
個
性
を
大
切

に
す
る
教
育
を
実
現
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
も

出
来
な
く
て
何
で
先
進
国
面
が
出
来
よ
う

か
。
こ
の
奨
学
金
改
革
と
児
童
手
当
の
一
人

月
額
三
万
円
一
八
歳
ま
で
支
給
と
が
相
俟
っ

て
少
子
化
現
象
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る

シ
ョ
ッ
ク
療
法
で
あ
る
。

九
、
こ
れ
で
も
人
ロ
は
、
な
お
、
緩
や
か

に
減
少
す
る
Ⅱ
し
か
し
、
急
激
で
な

い
こ
と
が
わ
が
国
を
滅
び
か
ら
救
う
Ⅱ

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に
こ
の
二
つ
の
思
い

切
っ
た
政
策
を
加
え
て
も
、
人
口
過
剰
論
者

の
方
々
、
ご
安
心
さ
れ
た
い
。
や
は
り
、
わ

が
国
の
人
口
は
減
る
に
違
い
な
い
。
ど
ん
な

に
う
ま
く
い
っ
て
も
九
年
一
月
推
計
の
高
位

推
計
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
二

○
○
五
年
か
ら
人
口
の
減
少
が
始
ま
り
（
低

位
推
計
）
、
こ
の
児
童
手
当
等
が
実
現
し

て
、
日
本
の
人
口
が
高
位
推
計
の
軌
道
に
の

る
と
し
て
も
、
二
○
五
○
年
に
は
一
億
一
千

一
○
○
万
人
、
二
一
○
○
年
に
九
○
○
○
万

人
に
な
る
。
こ
れ
が
考
え
う
る
最
良
の
シ
ナ

リ
オ
で
あ
る
と
思
う
。
約
一
億
人
の
人
口
な

ら
、
日
本
国
民
は
二
十
一
世
紀
に
も
立
派
に

や
っ
て
い
け
る
。
経
済
も
な
ん
と
か
立
派
に

運
営
で
き
、
年
金
も
医
療
保
険
も
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

一
○
、
財
源
は
ど
う
す
る
？

例
え
ば
、
一
八
歳
以
下
の
児
童
の
扶
養
控

除
三
八
万
円
を
廃
止
す
れ
ば
約
二
兆
円
の
財

源
が
で
る
。
ま
た
、
年
金
制
度
が
こ
の
ま
ま

で
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
子
供
を
沢
山

育
て
た
人
に
は
沢
山
年
金
を
と
の
ア
イ
デ
ア

も
あ
る
が
、
そ
ん
な
回
り
く
ど
い
こ
と
を
す

る
よ
り
ず
ば
り
、
約
一
二
○
兆
円
の
年
金
積

立
金
か
ら
毎
年
三
兆
円
児
童
手
当
に
出
し
て

は
ど
う
か
。
毎
年
の
年
金
給
付
費
約
三
○
兆

円
の
一
割
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
年
金
制
度

を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
最
良
の
方
策
で
あ

る
。
後
の
五
兆
円
は
歳
出
の
削
減
（
既
存
の

児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
の
財
源
削
減
も

含
め
て
）
で
行
う
。
削
減
の
ア
イ
デ
ア
は
い

く
ら
で
も
あ
る
。
支
出
の
目
的
に
合
っ
た
思

い
切
っ
た
組
み
換
え
も
財
政
構
造
改
革
の
重

要
な
要
素
で
あ
る
。
各
省
毎
の
予
算
シ
ー
リ

ン
グ
も
廃
止
し
、
政
府
全
体
で
査
定
枠
を
考

え
る
よ
う
に
す
る
。
企
業
負
担
は
国
際
競
争

力
を
増
す
た
め
に
廃
止
し
た
方
が
良
い
で
あ

一
一
、
人
ロ
減
少
亡
国
を
防
ご
う

人
口
減
少
を
外
国
人
労
働
に
よ
り
補
お
う

と
い
う
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
困
難

な
問
題
を
種
々
、
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
私
は
国
粋
論
者
で
は
な
い
の
で
、
可
能

な
限
り
オ
ー
プ
ン
な
労
働
市
場
で
あ
る
こ
と

に
賛
成
で
あ
る
が
、
仮
に
単
純
労
働
も
含
め

て
の
外
国
人
労
働
力
の
移
入
を
大
幅
に
認
め

る
と
し
て
、
’
○
○
年
後
の
姿
が
約
五
○
○

○
万
人
の
日
本
人
と
約
四
○
○
○
万
人
の
外

国
人
労
働
者
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
な
ら

ば
、
日
本
の
国
は
日
本
の
国
で
あ
り
続
け
る

だ
ろ
う
か
。
人
口
減
少
亡
国
を
防
ぐ
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
べ
き
時
で
あ
る
。

ブ（》や（ノ。
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F:噂

Ｆ会長(左)、マーク・ラスキン同事務局長補佐
金
協
力
に
感
謝
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本

の
変
わ
ら
ぬ
支
援
と
協
力
に
期
待
す
る
。
特

に
、
日
本
の
支
援
は
途
上
国
の
人
口
・
家
族

計
画
政
策
に
ま
か
せ
て
も
ら
え
る
の
で
有
難

い
。
日
本
の
人
口
分
野
の
成
果
は
、
世
界
に
誇

れ
る
水
準
に
あ
り
、
出
生
率
を
み
て
も
最
も
低

い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、

少
子
・
高
齢
化
と
い
う
問
題
が
起
き
て
い
る
。

今
、
世
界
で
は
多
く
の
国
々
で
貧
困
に
苦

ア
テ
ィ
ヤ
・
イ
ナ
ヤ
ト
ゥ
ラ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ

（
国
際
家
族
計
画
連
盟
・
本
部
ロ
ン
ド
ン
）
会

長
と
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー

と
の
懇
談
会
が
、
四
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後

二
時
か
ら
参
議
院
議
員
会
館
で
行
わ
れ
た
。

イ
ナ
ャ
ト
ゥ
ラ
会
長
は
、
今
回
東
京
で
開

催
し
た
「
加
藤
シ
ヅ
ェ
賞
」
の
式
典
に
参
加
の

た
め
、
マ
ー
ク
・
ラ
ス
キ
ン
事
務
局
長
補
佐

と
共
に
来
日
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
加
盟
の
一
六

○
ヵ
国
を
代
表
し
、
イ
ナ
ャ
ト
ゥ
ラ
会
長

は
、
「
こ
れ
ま
で
四
十
四
年
間
に
わ
た
る
日

本
の
人
口
・
家
族
計
画
分
野
へ
の
理
解
と
資

で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
も
中
絶
が

あ
る
が
、
特
に
、
若
い
女
性
の
中
絶

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

イ
ナ
ャ
ト
ゥ
ラ
会
長
は
、
国
際
人

口
問
題
議
員
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
に

是
非
途
上
国
の
人
口
・
家
族
計
画
の

実
情
を
視
察
し
て
ほ
し
い
、
と
要
請

し
た
。

欠
け
て
お
り
年
間
一
○
万
人
の
女
性
が
中
絶

で
死
亡
し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
を
代
表
し
て

清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員
は
、
「
人
口
・
家

族
計
画
国
際
協
力
は
必
要
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
現
在
、
日
本
の
経
済
は
良
い
状
態

で
は
な
い
た
め
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
も
削

減
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
必
要
で

重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
資
金
を
拠
出
す
る
。

日
本
の
少
子
化
は
、
重
要
課
題
で
あ
る
が

い
か
に
出
生
率
を
上
げ
る
か
で
は
な
く
、
女

性
が
社
会
進
出
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

し
む
人
々
が
お
り
、
避
妊
の
方
法
も
手
段
も

知
ら
ず
、
毎
日
五
万
人
の
女
性
が
人
工
妊
娠

中
絶
を
し
、
そ
の
多
く
は
不
法
で
安
全
性
に
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作

稲
の
良英内村

政
府
が
過
般
発
表
し
た
農
業
白
書
で
は
昭

和
五
十
五
年
か
ら
平
成
七
年
に
か
け
て
一
五

年
間
に
一
人
当
た
り
年
間
米
の
購
入
量
は
、

二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
六
八
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
減
少
し
、
殊
に
世
帯
主
年
齢
が
三
十
四
歳

未
満
の
消
費
の
減
退
は
、
半
減
以
上
と
し
て

い
る
。
一
方
生
産
構
造
に
つ
い
て
は
、
平
成

七
年
に
は
総
農
家
数
の
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
で

稲
作
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
他
の
作
目
に
比

べ
兼
業
農
家
の
割
合
が
高
く
、
同
時
に
労
働

力
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
稲

作
が
行
わ
れ
て
い
る
農
家
の
二
○
パ
ー
セ
ン

ト
は
自
給
的
農
家
で
あ
り
、
販
売
農
家
に
つ

い
て
み
て
も
農
業
所
得
よ
り
も
兼
業
所
得
が

報》湖可燗にⅧ臘礁鳰噸Ⅶ鮴鮴Ⅶ宇川ｍ酢
腿繍四パーセントに達している。販売金額
職
閥
シ
ェ
ア
が
八
割
を
占
め
る
稲
作
単
一
経
営
で

鍛加も、農業専従者（年間一五○日以上農
本
流
業
従
事
）
が
一
一
割
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
の

日
ア
う
ち
の
四
分
の
一
一
一
の
農
家
は
、
六
十
五
歳
以

勵
㈱
上
の
農
業
専
従
者
で
あ
る
と
稲
作
の
生
産
構

造
が
ぜ
い
弱
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
記
述
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
米
の
消
費
が
減
り
、
稲
作
の

生
産
構
造
が
ぜ
い
弱
化
し
て
い
る
時
に
稲
作

の
外
部
経
済
で
は
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
。

’
九
九
三
年
の
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交

渉
で
は
農
産
物
の
輸
入
制
限
を
す
べ
て
関
税

に
よ
る
保
護
に
変
え
る
と
い
う
交
渉
の
基
本

原
則
の
例
外
と
し
て
日
本
、
韓
国
の
米
に
つ

い
て
は
、
二
○
○
○
年
ま
で
の
期
間
に
一
定

量
の
米
の
輸
入
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
関

税
化
を
一
応
阻
止
し
た
。
こ
の
関
税
化
の
遅

延
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
○
年
に
再
交
渉
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
米
国
を

除
く
農
産
物
輸
出
国
（
ケ
ァ
ン
ズ
グ
ル
１
プ
）

は
、
こ
の
措
置
を
二
○
○
○
年
ま
で
の
六
年

間
を
関
税
化
の
猶
予
期
間
と
解
釈
し
て
お

り
、
再
交
渉
で
は
米
の
関
税
化
は
避
け
ら
れ

ぬ
情
勢
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
農
業
白
書
で
は
一
九
九
六

年
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
食
料
サ
ミ
ッ
ト

で
、
わ
が
国
代
表
は
、
｜
層
の
貿
易
自
由
化

や
比
較
優
位
を
唯
一
の
指
針
と
す
る
こ
と
な

く
、
国
内
生
産
の
推
進
が
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
発
揮
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
、
Ｅ

Ｃ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
の
支
持
を

得
て
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
は
自
由
貿
易
原
則
の
例
外
を
認
め
ら
れ

宛
Ｐ
町
名
‐
‐
■
４
５
．
凸
角
ｊ
■
》八
→
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Ｐ▼-わ

る
開
発
途
上
国
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
は
農
産
物
の

輸
出
国
で
、
交
渉
で
は
米
国
と
ど
ん
な
妥
協

を
す
る
か
解
ら
な
い
こ
と
は
、
過
去
に
経
験

済
み
で
あ
る
。

確
か
に
市
場
経
済
や
自
由
貿
易
の
推
進

は
、
西
欧
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
制

度
、
慣
行
、
文
化
的
背
景
が
異
る
国
で
そ
れ

を
貫
く
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、

今
日
の
わ
が
国
経
済
は
、
｜
貢
し
て
ガ
ッ
ト

の
恩
恵
を
受
け
、
戦
後
の
繁
栄
を
享
受
し
て

き
た
の
で
、
次
の
交
渉
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
原
則
を

拒
む
こ
と
は
先
ず
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

関
税
化
と
い
っ
て
も
一
気
に
関
税
を
零
に

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
も
関
税
は
産

業
保
護
の
正
当
な
手
段
と
し
て
認
め
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
当
分
の
間
高
関
税
を
維
持

し
な
が
ら
稲
作
の
体
質
改
善
を
図
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

戦
後
五
十
年
、
政
府
は
一
貫
し
て
生
産
者

米
価
維
持
の
た
め
雁
大
な
財
政
支
出
を
行
っ

て
き
た
。
平
成
九
年
度
予
算
で
も
米
の
生
産

調
整
に
要
す
る
経
費
を
含
め
米
価
維
持
の
た

め
の
予
算
は
、
農
水
省
予
算
の
一
割
を
占
め

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
価
格
政
策
に
よ
る
手
厚
い
保

護
に
も
拘
ら
ず
前
述
の
通
り
米
の
生
産
構
造

は
ぜ
い
弱
化
し
て
い
る
。
し
か
し
反
面
米
は

国
民
の
主
食
で
あ
り
、
水
田
は
水
の
貯
留
、

地
下
水
か
ん
養
機
能
等
の
点
で
環
境
保
全
上

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
の
稲
作
を
ど
う
す
る
か
は
、
単
に

農
業
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
経

済
的
に
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

稲
作
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
今
日
ま
で
一

貫
し
て
農
地
の
流
動
化
等
に
よ
る
規
模
拡
大

を
推
進
し
、
効
率
的
な
稲
作
の
確
立
を
め
ざ

し
て
き
た
が
、
現
実
は
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
耕
作
放
棄
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
。

今
日
政
府
は
、
規
制
緩
和
、
市
場
原
理
の

一
層
の
導
入
に
よ
り
経
済
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
米
に
つ
い
て
も
生

産
、
流
通
を
市
場
原
理
に
委
ね
て
み
て
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
の
需
給
事
情
を
前
提
と
す
る
限
り
生

産
、
流
通
を
自
由
に
す
れ
ば
米
価
は
暴
落
す

る
で
あ
ろ
う
。
価
格
が
下
が
っ
て
も
二
割
の

自
給
農
家
は
、
生
産
を
続
け
る
で
あ
ろ
う

し
、
も
と
も
と
所
得
面
で
稲
作
依
存
が
低
い

第
二
種
兼
業
農
家
に
と
っ
て
も
経
済
面
で
の

影
響
は
余
り
な
い
。

強
い
影
響
を
受
け
る
の
は
、
稲
作
の
割
合

が
高
い
比
較
的
規
模
の
大
き
い
農
家
と
稲
作

単
一
経
営
の
農
業
生
産
法
人
か
と
思
わ
れ

る
。こ
の
た
め
影
響
を
受
け
る
農
家
、
生
産
法

人
に
対
し
国
が
一
定
の
資
格
要
件
を
設
定

し
、
財
政
負
担
で
再
生
産
可
能
な
所
得
が
保

証
さ
れ
る
程
度
の
額
の
「
反
当
奨
励
金
」
を
交

付
し
た
ら
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
第

二
種
兼
業
農
家
で
あ
っ
て
も
個
々
の
農
家
の

農
機
具
所
有
を
や
め
、
稲
作
を
集
落
協
業
型

法
人
と
し
て
生
産
効
率
を
上
げ
て
い
る
よ
う

な
法
人
も
交
付
の
対
象
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
稲
作
対
策
を
価
格
支
持
か
ら

所
得
補
償
に
切
り
か
え
る
こ
と
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
農
業
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
一
致

し
、
本
気
で
稲
作
に
取
り
組
も
う
と
す
る
農

家
、
生
産
法
人
を
エ
ン
カ
レ
ヂ
す
れ
ば
農
地

の
集
積
も
進
む
で
あ
ろ
う
か
ら
、
国
に
と
っ

て
も
環
境
保
全
、
会
糧
の
安
全
保
障
の
有
効

な
対
策
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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･長谷川功 (日本大学生物資源科学部助教授）

筆
者
は
縁
あ
っ
て
一
九
九
五
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
文
部
省
の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
方
式
に
よ

ご~へ.、
ノk
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じ
め
に
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「。、Ｊｏｌｒ０ｈ、．
｛。
、
Ｊ
ｏ
ｈ
１
・

グ
８
・

、

る
グ
ル
ー
プ
研
究
（
創
成
的
基
礎
研
究
費
》

代
表
、
佐
々
木
恵
彦
東
京
大
名
誉
教
授
）
の

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
の
環
境
に
調
和

し
た
持
続
的
生
物
生
産
技
術
開
発
の
た
め
の

○

中国･黄土高原の位邇図１

基
盤
研
究
」
の

中
の
分
担
課
題

「
中
国
黄
士
高

原
・
安
塞
地
区

の
砂
漠
化
防
止

に
関
す
る
研
究

（
通
称
、
砂
漠

化
防
止
グ
ル
ー

プ
ピ
に
一
九
九

六
年
よ
り
参
加

さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
得

た
。

こ
の
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー

は
武
田
和
義
岡

山
大
教
授
（
育

種
学
）
で
、
班

員
は
一
前
宜
正

宇
都
宮
大
教
授

（
雑
草
科
学
）
、

鈴
木
和
夫
東
京
大
教
授
（
森
林
科
学
）
、
大
滝

英
治
岡
山
大
教
授
（
微
細
気
象
学
）
、
高
橋
英

紀
北
海
道
大
助
教
授
（
農
業
気
象
学
）
、
長
沢

徹
明
北
海
道
大
教
授
（
農
業
工
学
）
、
本
江
昭

夫
帯
広
畜
産
大
助
教
授
（
草
地
学
）
と
筆
者

（
植
物
栄
養
学
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
顧
問
と
し

て
田
村
三
郎
東
京
大
名
誉
教
授
、
助
言
者
と

し
て
松
本
聡
東
京
大
教
授
、
さ
ら
に
協
力
者

と
し
て
福
田
健
二
東
京
大
講
師
（
森
林
科
学
）

と
前
田
貞
三
元
宇
都
宮
大
教
授
（
造
林
学
）
を

加
え
た
布
陣
で
、
い
ず
れ
の
メ
ン
バ
ー
も
中

国
黄
土
高
原
で
の
経
験
が
豊
富
な
研
究
者
集

団
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
黄
土
高
原
の
経
験

が
最
も
少
な
い
の
が
筆
者
で
あ
ろ
う
。
そ
の

筆
者
が
黄
土
高
原
の
砂
漠
化
防
止
を
執
筆
す

る
の
は
い
さ
さ
か
面
映
ゆ
い
が
、
逆
に
、
短

い
故
の
新
鮮
な
驚
き
や
、
肌
で
感
じ
と
っ
た

現
地
の
状
況
、
更
に
は
そ
れ
に
基
づ
く
砂
漠

化
防
止
に
関
す
る
問
題
点
を
述
べ
る
と
共

に
、
こ
の
過
酷
な
地
で
数
千
万
人
の
農
民
の

生
活
向
上
と
二
十
一
世
紀
の
地
球
環
境
の
保

全
の
た
め
に
研
究
活
動
を
展
開
す
る
我
が
国

の
著
名
な
研
究
者
集
団
の
活
動
の
一
端
が
紹

介
で
き
れ
ば
と
思
い
、
筆
を
と
っ
た
次
第
で

あ
る
。
従
っ
て
、
本
文
は
「
葦
の
髄
か
ら
天

2８



中国・黄土高原の砂漠緑化

黄
土
高
原
は
約
二
百
万
年
前
か
ら
北
西
の

広
大
な
砂
漠
地
帯
に
あ
る
黄
士
（
Ｌ
Ｏ
ｅ
Ｓ

ｓ
）
が
風
に
よ
っ
て
運
搬
さ
れ
て
堆
積
し
形

成
さ
れ
た
台
地
で
、
中
国
の
北
西
部
に
位
置

し
（
図
ｌ
）
、
映
西
省
、
甘
粛
省
、
青
海
省
、

山
西
省
、
河
南
省
、
寧
夏
回
族
自
治
区
お
よ

び
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
五
省
と
二
自
治
区

に
ま
た
が
る
黄
河
が
湾
曲
し
た
中
流
域
に
存

在
し
、
総
面
積
約
六
十
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

井
を
観
る
」
の
観
が
多
分
に
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
事
情
を
御
賢
察

い
た
だ
き
、
御
容
赦
あ
る
い
は
御
叱
責
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

二
、
黄
土
高
原
の
概
要

●長谷川功<はせがわ.いさお＞

役職：日本大学生物資源科学部農芸化学
科助教授腫物栄養生理学研究室）

生年及び出身：1946年生まれ、岐阜県出
身

学歴：日本大学農獣医学部農芸化学科卒
学位：農学博士

著轡･輸文等：稲学大成(共著)､Genetic

improvBmentofheavymetal

torelanceinpalntsbylransfer
oftheyeastmBtalIothionein

ganｅｉｎｔｏｔｈｅｍＤＥＶＥＬＯＰ‐

ＭＥ７Ｖ７ﾉﾉＶＰＬＡⅣ７ＡﾉVDSaL

SdEyVCES`1997など

所属学会：日本土壌肥料学会、日本農芸
化学会、環境科学会、日本植物生
理学会など

降発めに量前達
雨量土日が述まし
量が壌射著したて
の大か量した、い
こきらがくよ黄る
ｌ〈の大少う土。
＝、水きなに高
倍年のいい降原
に間蒸た上雨は

ト
ル
（
わ
が
国
の
一
・
七
倍
）
、
標
高
が
千
～

千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
高
原
で
、
約
六
千
万
の

人
々
が
こ
こ
で
生
活
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

黄
土
高
原
の
気
候
は
大
陸
季
節
風
帯
に
属

し
、
年
間
降
雨
量
は
三
百
～
六
百
ミ
リ
と
著

し
く
少
な
く
、
し
か
も
そ
の
大
部
分
は
六
～

九
月
に
集
中
す
る
。
こ
の
期
間
中
に
は
四
十

ミ
リ
以
上
の
豪
雨
が
時
々
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
著
し
い
土
壌
侵
食
が
進
行
し
、
巨
大

な
侵
食
谷
（
の
巳
々
）
が
形
成
さ
れ
（
写
真

ｌ
）
、
今
も
そ
れ
が
進
行
し
て
い
る
。
余
談

で
あ
る
が
、
黄
河
が
常
に
濁
っ
て
い
る
の
は

こ
こ
か
ら
流
出
す
る
黄
土
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
水
は
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
十
六

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
土
砂
を
含
み
、
年
間
の
流
砂

を
含
み
、
年
間
の
流
砂

量
は
十
六
億
ト
ン
に
も

な
る
。
つ
ま
り
、
供
給
さ
れ
る
水
よ
り
蒸
発

量
の
方
が
大
き
い
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
縦
横
無
尽
に
走
る
深
い
侵
食
谷
に
分
断

さ
れ
た
無
数
の
不
毛
の
丘
陵
が
果
て
し
な
く

広
が
っ
て
お
り
、
息
を
の
む
よ
う
な
荒
涼
た

る
景
観
で
あ
る
（
写
真
２
）
。
写
真
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
こ
の
高
原
に
は
ほ
と
ん
ど
樹
木
が

な
く
、
人
々
は
ヤ
オ
ト
ン
と
呼
ば
れ
る
横
穴

を
黄
土
の
崖
に
掘
っ
て
居
住
し
て
い
る
。
｜

方
、
土
壌
の
侵
食
は
現
在
で
も
絶
え
間
な
く

続
い
て
お
り
（
写
真
３
）
、
し
か
も
ム
ウ
ス
砂

漠
か
ら
は
常
に
砂
が
東
進
し
て
来
て
お
り ililii

写真１ 黄土高原に見られる侵食谷
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写真２荒涼たる春(５月)の黄土高原
崖の上の比較的表面が滑らかに見える場所は、急傾斜を
耕して畑にしたところ写真３現在も続いている畑地の侵食

（
写
真
４
）
、

事
態
を
こ
の

高
原
は
近
い

将
来
、
砂
漠

化
し
て
し
ま

ま
ま
放
置
す

れ
ば
、
こ
の

至
で
あ
る
。

黄
土
高
原

の
年
平
均
気

温
は
約
四
～

っ
こ
と
は
必

！
■
嬢 七
度
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
夏
季
は
三
十
七

～
三
十
八
度
、
冬
季
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
に

も
な
り
、
年
間
を
通
し
て
日
温
度
格
差
が
二

十
度
以
上
も
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
ぁ

黄
土
の
堆
積
厚
は
数
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
数

十
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
平
均
で
約
三
十
メ
ー

ト
ル
と
い
わ
れ
て
お
り
、
土
壌
的
に
は
粒
径

が
○
・
○
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
シ
ル
ト

が
四
十
～
五
十
％
を
占
め
、
柔
ら
か
く
孔
隙

も
多
く
透
水
性
が
高
い
。
こ
の
土
壌
は
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
を
比
較
的
多
く
含
み
川
が
八
・

る
。

ijiiiiiiiiiii11liilliiili曇iiiiiiliiiil
写真４砂漠化がすすむ黄土高原

写真の奥が西方で、かっては手前のように草が生えていた
が砂漠の進行によって砂漠化し、以前から生えていた樹木
のみが砂の中に残っている。この樹木もやがては枯れる

五
～
八
・
九
と
ア
ル
カ
リ
性
を
呈
す
る
。

黄
土
高
原
は
、
か
っ
て
は
豊
か
な
緑
で
覆

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
巨

木
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ

る
。
し
か
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
人
間
が
与

え
た
イ
ン
パ
ク
ト
、
特
に
人
口
圧
の
増
加
に

伴
う
不
適
切
な
農
業
生
産
が
、
こ
の
地
の
土

壌
侵
食
を
激
化
さ
せ
、
自
然
生
態
系
を
崩
壊

さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
黄
土
高
原
は
極
め
て

厳
し
い
自
然
環
境
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い

な
い
が
、
農
業
生
産
に
全
く
不
適
で
あ
る
と

は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
黄
土
高
原
を
形
成

す
る
黄
土
は
、
現
在
で
も
あ
る
程
度
の
農
業

生
産
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て

土
壌
侵
食
に
拍
車
を
掛
け
る
結
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
こ
と
を
説
明

す
る
と
、
こ
の
高
原
で
の
主
な
農
作
物
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ア
ワ
、
キ
ビ
、
大
豆
な
ど
の

穀
物
が
主
体
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
は

主
食
の
ア
ワ
、
キ
ビ
や
野
菜
、
肉
類
を
購
入

三
、
黄
土
高
原
に
お
け
る
農
業
生
産
と

砂
漠
化
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蕊篝蕊霧ぞ

麹
・
■
鑿

蕊

す
る
た
め
の
換
金
作
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

生
育
期
間
で
あ
る
三
～
六
月
は
最
も
降
雨
量

が
少
な
く
、
し
か
も
無
肥
料
栽
培
で
あ
る
こ

と
か
ら
収
量
は
著
し
く
少
な
い
。
し
か
し
、

耕
作
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
農
民
は
そ
の
低

い
生
産
性
を
補
う
た
め
に
、
丘
陵
の
急
傾
斜

地
ま
で
段
々
畑
を
作
っ
て
い
る
（
写
真
５
）
。

写真５黄土高原における典型的な段々畑
｢耕して天に至る」と言われるように、山頂までが耕され段々畑になってい
る。写真奥の平坦地が延川の河川敷で、ここは比較的生産力が高い

こ
の
段
々
畑
は
七
～
八
月
の
降
雨
期
に
侵
食

さ
れ
表
土
流
出
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

｜
方
、
こ
の
高
原
で
は
耕
作
が
難
し
い
急

傾
斜
地
で
ヤ
ギ
と
ヒ
ツ
ジ
の
放
牧
が
行
わ
れ

て
い
る
。
少
な
い
飼
料
で
し
か
も
自
然
繁
殖

で
増
え
、
現
金
収
入
源
と
な
る
等
に
よ
り
こ

れ
ら
の
飼
育
が
盛
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
地
は
元
々
乾
燥
に
よ
り
被
覆
植
物
が
少
な

く
、
自
然
の
牧
養
力
な
い
と
こ
ろ
へ
飼
育
頭

数
が
増
加
し
て
お
り
、
明
ら
か
な
過
放
牧
状

態
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ヤ
ギ
と
ヒ
ツ
ジ
の

採
餌
は
植
物
根
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
植

生
の
再
生
能
力
は
決
定
的
に
損
な
わ
れ
、
急

傾
斜
地
の
侵
食
は
い
よ
い
よ
促
進
さ
れ
る
。

つ
ま
り
換
言
す
れ
ば
、
人
間
の
生
産
活
動
そ

の
も
の
が
砂
漠
化
を
も
た
ら
す
原
因
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

従
っ
て
、
砂
漠
化
の
進
行
し
て
い
る
地
に

直
接
、
緑
を
植
え
る
こ
と
も
重
要
で
は
あ
る

が
、
同
時
に
こ
の
問
題
へ
の
対
応
、
す
な
わ

ち
、
比
較
的
平
坦
で
土
壌
侵
食
を
受
け
難
い

土
地
で
の
農
業
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
丘
陵
の
急
傾
斜
地
の
耕
作
を
止
め

て
も
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
傾
斜
地
を
被
覆
植
物
で
緑

我
々
の
研
究
は
、
中
国
科
学
院
西
安
分

院
、
同
西
北
水
土
保
持
研
究
所
お
よ
び
西
北

植
物
研
究
所
の
研
究
者
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
と
し
、
安
塞
水
士
保
持
総
合
試
験
姑
を
研

究
拠
点
と
す
る
日
中
共
同
研
究
で
あ
る
。
両

国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
パ
ー
ト

が
組
織
さ
れ
、
各
々
の
専
門
別
に
分
か
れ
て

実
態
調
査
か
ら
適
応
試
験
ま
で
が
、
砂
漠
化

の
進
ん
で
い
る
現
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

安
塞
水
士
保
持
総
合
試
験
姑
は
映
西
省
の

省
都
、
西
安
市
（
旧
名
は
随
、
唐
の
都
で
あ

る
長
安
）
か
ら
約
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
上

し
た
安
塞
県
に
あ
る
現
地
の
試
験
場
で
あ

る
。
こ
こ
へ
は
西
安
を
早
朝
に
四
駆
車
で
出

発
し
、
途
中
一
時
間
の
昼
食
休
憩
を
と
っ
た

化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

貧
困
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
地
の
農
民

の
経
済
的
向
上
策
な
く
し
て
砂
漠
化
の
防
止

は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ

う
に
地
球
環
境
の
保
全
や
修
復
に
は
、
そ
の

地
域
全
体
の
食
糧
問
題
等
を
も
含
め
た
戦
略

で
な
け
れ
ば
そ
の
実
現
が
困
難
で
あ
る
。

四
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
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だ
け
で
走
り
つ
づ
け
、
延
安
を
経
由
し
て
夕

方
よ
う
や
く
安
塞
県
に
到
着
す
る
。
安
塞
県

は
黄
河
の
支
流
で
あ
る
延
川
の
河
川
敷
と
そ

れ
を
取
り
囲
む
不
毛
の
山
々
で
構
成
さ
れ
て

い
る
黄
土
高
原
の
典
型
的
な
地
域
で
あ
る

（
図
ｌ
）
。

研
究
の
詳
細
を
説
明
す
る
だ
け
紙
面
に
余

裕
は
な
い
の
で
概
要
の
み
を
紹
介
す
る
に
留

め
る
が
、
研
究
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
分

類
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
急
傾
斜
地
に
お

け
る
農
耕
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
に
平
坦
地
や

緩
傾
斜
地
で
の
作
物
生
産
を
増
大
さ
せ
食
糧

の
絶
対
量
を
確
保
す
る
、
あ
る
い
は
換
金
性

の
高
い
作
物
（
主
と
し
て
果
樹
類
で
、
そ
の

経
済
性
と
共
に
侵
食
防
止
用
樹
種
の
意
味
も

あ
る
）
の
導
入
に
よ
る
農
家
経
済
の
向
上
の

た
め
の
研
究
で
、
そ
の
た
め
に
は
様
々
な
作

物
種
や
栽
培
品
種
を
多
数
導
入
し
、
現
地
適

応
性
の
評
価
と
共
に
そ
の
生
産
性
向
上
策
や

栽
培
管
理
技
術
の
合
理
化
、
体
系
化
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
適
性

樹
種
の
選
抜
と
林
地
化
の
た
め
の
植
林
、
あ

る
い
は
被
覆
植
物
と
し
て
の
草
類
の
選
抜
と

緑
地
化
の
試
み
の
よ
う
な
直
接
緑
化
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
樹
種
の
導
入
に
つ
い
て

臼
適
性
樹
種
の
選
抜
は
生
態
学
的
な
も
の

か
ら
樹
種
の
水
分
生
理
特
性
測
定
に
よ
る
科

学
的
な
選
抜
も
同
時
平
行
で
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
草
種
も
単
な
る
グ
ラ
ン
ド
ヵ

バ
ー
だ
け
で
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
過
放

牧
の
現
地
に
適
応
さ
せ
る
た
め
家
畜
の
嗜
好

性
を
も
考
慮
し
た
多
数
の
草
種
の
導
入
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
い
く
つ
か
の

作
物
、
果
樹
あ
る
い
は
牧
草
類
さ
ら
に
は
樹

種
に
現
地
適
応
性
の
あ
る
こ
と
が
見
出
さ

れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
成
果
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
こ
れ
か
ら
の
方
が

も
っ
と
困
難
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
こ
の
地
に
適
応
す
る
た
め
に
は
極

端
に
水
が
な
い
こ
と
、
夏
期
の
高
温
と
冬
期

の
マ
イ
ナ
ス
一
一
十
数
度
に
も
な
る
酷
寒
を
克

服
で
き
る
能
力
が
植
物
に
要
求
さ
れ
る
。
そ

も
そ
も
水
と
温
度
は
植
物
の
み
な
ら
ず
生
命

の
根
源
に
係
わ
る
要
因
で
、
こ
の
二
つ
が
欠

け
る
こ
の
地
で
は
、
そ
れ
が
全
て
の
リ
ミ
ッ

テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
植

物
は
光
合
成
を
行
っ
て
生
育
し
そ
こ
で
生
産

さ
れ
る
炭
水
化
物
を
人
間
が
利
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
光
合
成
で
は
一
分
子
の

炭
酸
ガ
ス
を
固
定
す
る
の
に
五
百
分
子
の
水

を
必
要
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
植
物
を
植
え

れ
ば
植
え
る
ほ
ど
水
の
消
耗
が
激
し
く
な
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
む
や
み
や
た

ら
と
植
物
を
植
え
て
も
砂
漠
化
の
防
止
に
は

な
ら
な
く
、
か
え
っ
て
水
分
消
耗
を
激
化
さ

せ
砂
漠
化
を
う
な
が
す
こ
と
に
も
成
り
兼
ね

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
る
と
、
黄

土
高
原
で
は
植
林
し
て
保
護
し
た
場
所
に
は

林
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
樹
木
は
直
径

数
セ
ン
チ
以
上
に
は
生
育
し
な
い
。
こ
れ
は

樹
木
が
な
る
程
度
の
大
き
さ
ま
で
生
育
す
る

と
、
樹
が
お
互
い
に
水
を
取
り
合
う
こ
と
で

そ
れ
以
上
生
育
出
来
な
く
な
る
か
ら
で
あ

り
、
や
が
て
は
枯
死
す
る
。
同
様
の
理
由
で

林
床
に
は
下
草
も
あ
ま
り
生
育
で
き
な
い
。

ま
た
、
草
類
を
帯
状
に
播
種
し
て
栽
培
す
る

と
、
周
辺
部
の
生
育
は
良
い
が
、
中
心
部
は

生
育
が
著
し
く
悪
く
ひ
ど
い
場
合
は
枯
死
す

る
。
そ
れ
は
周
辺
部
の
草
は
周
り
の
水
を
利

用
で
き
る
が
、
中
心
部
は
お
互
い
に
水
を
取

り
合
っ
て
そ
の
絶
対
量
が
不
足
す
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
相
反
す
る
事
象
が

厳
然
と
存
在
す
る
場
所
が
砂
漠
化
の
進
行
地

で
あ
り
、
こ
こ
に
砂
漠
の
緑
化
に
は
「
科
学
」
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中国・黄土高原の砂漠緑化

が
不
可
欠
で
あ
る
理
由
が
存
在
す
る
の
で
あ

る
。筆
者
の
仕
事
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
、
実

験
と
し
て
施
肥
を
し
て
も
（
実
際
の
農
家
は

肥
料
が
購
入
で
き
な
い
た
め
無
肥
料
で
栽

培
）
、
四
～
六
月
の
乾
期
に
は
無
肥
料
の
場

合
と
生
育
に
殆
ど
差
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ

は
水
が
無
い
た
め
に
肥
料
が
溶
解
せ
ず
肥
効

が
発
現
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
圃
場

残
査
を
有
機
物
源
と
し
て
土
壌
中
に
鋤
込
ん

で
も
（
実
際
に
は
圃
場
残
査
は
燃
料
や
家
畜

の
冬
期
飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
こ
の

よ
う
な
使
い
方
は
さ
れ
て
い
な
い
が
）
殆
ど

原
形
の
ま
ま
で
残
っ
て
お
り
、
堆
肥
化
せ
ず

地
力
増
強
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
土
壌
水

分
が
少
な
い
た
め
に
有
機
物
が
分
解
し
な
い

た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
生
産
性
向
上
の
た
め
マ
メ
科
作

物
を
栽
培
し
、
こ
れ
に
空
中
の
窒
素
を
固
定

し
て
そ
れ
を
植
物
に
与
え
る
共
生
微
生
物
で

あ
る
根
粒
菌
を
接
種
す
る
こ
と
で
そ
の
生
産

性
向
上
を
狙
う
と
共
に
、
そ
れ
を
前
作
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
後
作
物
の
た
め
の
地
力
増

強
を
図
る
実
験
を
開
始
し
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
は
大
い
に
期
待
で
き
そ
う
な
状
況
に
あ

一
回
の
訪
中
時
に
七
～
十
日
間
は
現
地
に

滞
在
す
る
が
、
水
が
無
い
こ
と
に
は
植
物
に

と
っ
て
は
勿
論
で
あ
る
が
、
生
物
と
し
て
の

我
々
に
も
有
形
・
無
形
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

五
、
お
わ
り
に

る
。
今
後
は
更
に
リ
ン
酸
の
効
率
的
な
吸
収

促
進
策
と
し
て
Ｖ
Ａ
菌
根
菌
の
導
入
も
計
画

し
て
い
る
。
農
民
が
肥
料
も
購
入
出
来
な
い

状
況
の
中
で
の
生
産
性
向
上
に
は
、
こ
う
し

た
地
で
も
生
存
で
き
る
微
生
物
と
植
物
の
共

生
を
利
用
し
た
、
つ
ま
り
は
自
然
の
節
理
を

利
用
し
て
そ
の
生
態
系
を
構
築
・
維
持
す
る

た
め
の
処
方
菱
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

こ
れ
は
作
物
、
草
類
、
樹
木
の
導
入
と
て

も
同
様
で
、
草
類
や
樹
木
の
栽
植
に
際
し
て

も
水
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
最
も
効
率
よ
く
す

る
た
め
の
生
態
系
の
構
築
や
、
作
物
栽
培
に

お
い
て
も
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
種
の

導
入
と
、
七
～
八
月
の
降
雨
を
最
大
限
利
用

す
る
た
め
の
栽
培
体
系
の
構
築
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
い
く
つ
か
の
成
果
が
芽
生
え
始
め

て
い
る
。

負
荷
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
で
我
々
は
中

国
側
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
前
述
し
た
よ
う
に
研
究
に
は
少
し
ず
つ

成
果
が
出
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
両
国
の
研

究
者
間
の
信
頼
を
”
土
壌
“
と
し
て
芽
生
え
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
高
原
に
豊
か

な
緑
を
蘇
ら
せ
る
と
い
う
お
互
い
の
夢
を

“
水
“
と
し
て
生
長
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
た

と
え
そ
れ
が
百
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
先

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
も
。

ま
た
、
こ
の
研
究
の
根
底
に
は
、
極
貧
の

中
に
生
き
て
い
る
農
民
た
ち
を
何
と
か
救
い

た
い
と
い
う
科
学
者
達
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

も
流
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
た
黄
土
高
原

の
砂
漠
化
防
止
と
生
物
生
産
に
関
す
る
研
究

に
つ
い
て
、
皆
様
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

訪
中
の
度
に
お
世
話
に
な
る
中
国
側
研
究

者
各
位
並
び
に
毎
回
同
行
し
て
い
た
だ
く
班

員
の
諸
先
生
方
に
は
種
々
の
御
教
示
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し

た
い
。
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：
◆
は
じ
め
に

バ
ン
コ
ク
は
す
で
に
多
く
の
本
や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
実
際
に
訪
問
さ
れ
た
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ

う
。
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
、
中
心
部
に
建
設
さ
れ
て
い
る

高
層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
は
印
象
に
残
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
郊
外
に
広
が
る
住
宅
地
や
郊
外
の
シ
ョ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
方
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
ン
コ

ク
郊
外
に
住
む
都
市
中
間
層
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
現
地
に

お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に
紹
介
し
た
い
。

現
在
、
行
政
上
の
バ
ン
コ
ク
都
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

の
は
、
一
九
七
一
年
に
二
つ
の
県
、
チ
ャ
ォ
プ
ラ
ャ
ー
川

東
岸
の
プ
ラ
ナ
コ
ー
ン
県
と
西
岸
の
ト
ン
ブ
リ
県
が
合
併

し
て
で
き
た
面
積
一
、
五
六
九
平
方
キ
ロ
の
地
域
で
あ

り
、
こ
の
面
積
は
東
京
都
特
別
区
部
（
六
一
八
平
方
キ
ロ
）

◆
バ
ン
コ
ク
の
行
政
的
範
囲

チャオ

中心部拡大図DIO随

図１バンコクの行政区分（1990年）

１０：ＢａｎｇｋｏｋＮｏｉｌ９：ＢｕｎｇＫｕｍ
ｌｌ：BangkokYai２０：PathumWan
l2：ＢａｎｇＫａｐｉ２１：Pravet

l3：BangKhunThian ２２：ＰｏｍｐＰｗｕｐＳａｔｔｒｕＰｈａｉ

ｌ４：ＢａｎｇＫｈｅｎ ２３：PhayaThai

l5：ＢａｎｇＫｈｏＬａｅｍ ２４：PhraKhanong

l6：ＢａｎｇＳｕｅ 258PhasiCharoen

l7：BangPhlad２６：ＭｉｎＢｕｒｉ

ｌ８：ＢａｎｇＲａｋ２７：ＹａｎＮａｗａ

28：Ratchatavee

29：RatBurana

30：LatKrabang

31：LatPhrao

32：SamPhanthawong

33：Sathon

34：NongKhaem

35:NOngChok

36：HuaiKhwang

ｌ：PhraNakhon

２：KhlongToei

３：KhlongSan
４：Chatuchak

５：ChomThong

６：DonMuang

T8Dusit

８：TalingChan

９：ＴｈｏｎＢｕｒｉ
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バンコクの都市中間層の暮らし

の
二
倍
半
に
も
達
す
る
。
二
県
が
合
併
し
て

で
き
た
バ
ン
コ
ク
は
現
在
三
八
の
区
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
（
図
ｌ
に
示
し
た
の
は
一
九

九
○
年
セ
ン
サ
ス
時
点
で
の
三
六
区
）
。
バ

ン
コ
ク
の
空
港
が
あ
る
の
は
ド
ン
ム
ァ
ン
区

（
６
）
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
シ
ー
ロ
ム
や
歓
楽
街

の
パ
ッ
ポ
ン
が
あ
る
の
は
バ
ン
ラ
ク
区
（
旧
）

で
あ
る
。
バ
ン
コ
ク
の
人
口
は
一
九
九
○
年

セ
ン
サ
ス
時
点
で
約
五
八
八
万
人
、
人
口
密

度
は
三
、
七
五
○
人
／
Ｍ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
た
と
え
ば
一
九
九
五
年
セ
ン
サ
ス
で
東

京
都
特
別
区
部
が
人
口
七
九
七
万
人
、
人
口

密
度
一
二
、
八
三
○
人
／
肘
、
東
京
都
の
市

部
（
特
別
区
と
二
八
市
の
合
計
）
だ
と
人
口

一
、
一
六
八
万
人
（
面
積
は
『
四
○
五
平
方

キ
ロ
）
、
人
口
密
度
が
八
、
三
一
四
人
／
脳
で

●中川聡史くなかがわ･さとし＞

1963年兵庫県生まれ。東京大学教養学部
教養学科卒。東京大学大学院理学系研究
科地理学専攻修了。1989年より1992年ま
でベルリン自由大学留学。1992年より国

立社会保障・人口問題研究所（旧厚生省
人ロ問題研究所）厚生技官。1997年より
同研究所人ロ構造研究部第２室長。バン
コクに関して、「バンコクにおける人ロ

の地域構造｣、「バンコク郊外住民の移動
歴と社会階層」等の輪文がある。

図
２
は
、
バ
ン
コ
ク
の
三
六
区
を
、

一
九
九
○
年
セ
ン
サ
ス
等
を
利
用
し

て
、
各
区
の
居
住
者
の
特
徴
（
居
住
者

の
年
齢
・
世
帯
構
成
や
職
業
、
各
区
の

人
口
増
加
率
な
ど
）
に
基
づ
い

て
、
三
地
域
に
分
類
し
た
も
の
で

あ
る
。
中
心
部
の
既
成
市
街
化
地

あ
る
か
ら
、
バ
ン
コ
ク
の
人
口
密
度
は
東
京

よ
り
低
い
。
こ
れ
は
東
西
の
縁
辺
部
に
広
大

な
農
村
地
域
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
｜
方
、
北
部
な
ど
は
主
要
幹
線
道
路
に

沿
っ
て
、
バ
ン
コ
ク
の
行
政
界
を
超
え
て
住

宅
地
や
郊
外
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
バ
ン
コ
ク
の
隣
接

県
で
は
、
近
年
、
住
宅
地
の
開
発
と
近
郊
工

◆
バ
ン
コ
ク
珊
区
の

地
域
区
分

ｊ

域
は
人
口
が
停
滞
ま
た
は
減
少
し

て
お
り
、
世
帯
規
模
が
大
き
い
自
営
業

世
帯
が
多
く
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
一
方
、
北
部
、
東
北
部
を
中
心
に

郊
外
住
宅
地
域
が
広
が
る
。
こ
こ
は
人

口
増
加
率
が
高
く
、
世
帯
規
模
の
小
さ

い
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
核
家
族
世
帯
が
多

く
住
む
。
そ
の
外
側
は
新
興
工
業
地
域
と
名

付
け
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
近
年
、
農
村
部

に
工
場
が
多
く
建
設
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
労
働
者
の
た
め
の
独
身
寮
と
従
来
か

業
地
域
と
し
て
の
工
場
の
進
出
が
重
な
っ

て
、
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
宙
吉
都
と
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
を
ま
と
め
て
東
京

圏
と
い
う
よ
う
に
、
バ
ン
コ
ク
と
そ
の
周
辺
五

県
（
三
四
昏
自
囿
自
ゴ
・
目
》
国
・
員
冨
目
１
．

℃
四
一
彦
巨
門
口
弓
ざ
凹
口
』
》
い
、
旨
］
■
一
宅
同
凹
庁
色
ロ
】

の
：
］
貝
の
四
二
○
口
の
各
県
）
を
ま
と
め
て
、

バ
ン
コ
ク
首
都
圏
と
呼
ん
で
い
る
。

千 既成市街化地域
郊外住宅地域
新興工業地域

０１０kｍ
Ⅱロﾛ

図２バンコク36区の地域区分
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ら
の
農
業
世
帯
が
混
在
し
て
い
る
。

◆
都
市
中
間
層
の
台
頭

近
年
、
バ
ン
コ
ク
で
は
都
市
中
間
層
と
坪写真１バンコクの郊外住宅地(バンケン区)、手前は住宅業者が造成した児童公園

ば
れ
る
人
々
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
中
間
層
育
成
の

重
要
性
は
タ
イ
で
も
一
九

六
○
年
代
初
頭
の
サ
リ
ッ

ト
政
権
下
に
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に

あ
る
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
中
間
層
が
誕
生
し
た
の

は
一
九
八
○
年
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に

一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合

意
を
受
け
て
、
日
本
を
は

じ
め
と
す
る
海
外
か
ら
の

直
接
投
資
や
タ
イ
企
業
の

輸
出
の
急
増
し
た
一
九
八

○
年
代
末
以
降
、
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
、
い
わ
ゆ
る

都
市
中
間
層
が
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
か
っ
て
水
田
な
ど

が
広
が
っ
て
い
た
バ
ン
コ
ク
の
郊
外
地
域
に

住
宅
開
発
が
急
速
に
展
開
し
、
さ
ら
に
、
以

前
は
都
心
部
に
し
か
な
か
っ
た
デ
パ
ー
ト
が
郊

外
に
多
数
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
し
い
都
市
中
間
層
は
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
の
か
。
彼
ら
は
高
学
歴
の
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
、
郊
外
に
購
入
し
た
住
宅

写真２中間層向けの高級品中心品揃えの郊外ショッピングモール(バンケン区）
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バンコクの都市中間層の暮らし

こ
こ
で
は
、
一
九
九
四
年
秋
に
筆
者
ら
が

実
施
し
た
バ
ン
コ
ク
郊
外
居
住
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
た
い
。
調
査

は
パ
ン
ヶ
ン
区
（
図
ｌ
の
ｕ
）
で
、
区
の
全
世

帯
を
母
集
団
（
約
五
万
世
帯
）
と
し
て
、
そ
こ

か
ら
約
千
世
帯
を
無
作
為
抽
出
し
て
行
っ

た
。
バ
ン
ヶ
ン
区
は
図
２
で
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
バ
ン
コ
ク
北
東
部
の
典
型
的
な
郊
外
住

宅
地
域
で
あ
る
。

対
象
世
帯
の
う
ち
、
単
身
世
帯
等
を
除
い

た
夫
婦
の
い
る
世
帯
は
七
七
一
世
帯
に
な
っ

に
居
住
し
、
自
家
用
車
で
渋
滞
の
中
を
長
時

間
か
け
て
通
勤
す
る
。
ま
た
、
休
日
は
、
大

規
模
な
駐
車
場
を
完
備
し
、
デ
パ
ー
ト
が
い

く
つ
も
入
っ
た
巨
大
な
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
。
モ
ー
ル
へ
買
い
物
に
行
き
、
消
費
生
活

を
享
受
し
、
土
地
や
株
に
も
関
心
を
示
す
。

こ
の
あ
た
り
が
、
都
市
中
間
層
の
典
型
的
な

イ
メ
１
ジ
で
あ
ろ
う
。
都
市
中
間
層
を
収
入

に
よ
っ
て
定
義
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
月
収

約
一
万
五
千
パ
ー
ツ
以
上
二
パ
ー
ツ
は
約

五
円
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
み
た
都
一
巾
中
間
層
の
暮
ら
し

た
。
夫
の
平
均
年
齢
は
四
四
・
八
歳
、
妻
は

四
一
・
○
歳
で
あ
り
、
平
均
結
婚
持
続
期
間

は
一
七
・
五
年
、
平
均
出
生
児
数
は
二
・
○
七

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
経
験

時
の
平
均
年
齢
か
ら
再
現
し
た
夫
の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
は
、
’
九
二
歳
で
最
後
の
学
校
を

卒
業
し
、
一
一
七
・
三
歳
で
初
婚
、
一
一
八
・
九
歳

で
第
一
子
が
生
ま
れ
、
三
四
・
○
歳
で
最
後

の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
。
妻
の
場
合
、
一
七

・
二
歳
で
学
校
を
終
え
、
二
一
一
一
・
五
歳
で
初

婚
、
二
五
・
○
歳
で
第
一
子
、
一
一
一
○
・
一
一
一
歳
で

も
と
も
と
タ
イ
で
は
曰
本
の
よ
う
に
土
地

信
仰
は
強
く
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
○
年
代

末
か
ら
の
経
済
成
長
の
な
か
で
実
体
の
な
い

土
地
投
機
が
行
わ
れ
、
タ
イ
語
の
バ
ブ
ル
経

済
を
意
味
す
る
セ
ー
タ
キ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ン

・
サ
ブ
ー
な
る
言
葉
も
登
場
し
た
ほ
ど
で
、

一
般
の
人
に
も
土
地
や
住
宅
を
ｐ
１
ン
で
購

入
す
る
の
が
流
行
し
た
。
だ
が
、
タ
イ
も
一

九
九
○
年
代
に
入
っ
て
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、

現
在
で
は
住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
に
苦
し
ん
で

い
る
人
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

末
子
を
生
ん
で
い
る
。
出
生
地
は
夫
の
三

割
、
妻
の
約
四
分
の
一
が
バ
ン
コ
ク
で
あ

る
。
学
歴
は
大
学
以
上
の
高
等
教
育
が
夫
の

約
四
割
、
妻
の
約
三
割
と
か
な
り
高
く
、
職

業
も
夫
の
四
割
以
上
は
専
門
職
・
管
理
職
で

あ
る
。
妻
は
約
四
割
は
仕
事
を
し
て
い
な
い

が
、
仕
事
を
し
て
い
る
妻
の
三
分
の
一
は
や

は
り
専
門
職
・
管
理
職
で
あ
る
。
月
収
は
就

業
し
て
い
る
夫
の
平
均
が
一
六
、
二
五
○

パ
ー
ツ
、
妻
は
一
三
、
○
○
八
バ
ー
ツ
と
な

て
お
り
、
上
述
の
中
間
層
の
条
件
の
月
収
約

一
万
五
千
バ
ー
ツ
以
上
と
近
い
数
字
に
な
っ

て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
は
バ
ン
ケ
ン
区
の

全
居
住
世
帯
よ
り
無
作
為
抽
出
し
た
た
め
、

都
市
化
以
前
か
ら
同
区
に
居
住
し
て
い
た
旧

農
家
世
帯
や
、
運
河
沿
い
の
ス
ラ
ム
居
住
者

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
の
う
ち
夫
に
関
す
る
年
齢
、

出
生
地
、
現
住
居
へ
の
転
入
時
期
、
学
歴
、

月
収
、
出
生
児
数
等
に
基
づ
い
て
、
調
査
世

帯
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
試
み
た
結
果
、
都
市

中
間
層
（
三
七
一
世
帯
）
、
地
方
出
身
労
働
者

層
（
二
八
九
世
帯
）
、
バ
ン
コ
ク
地
付
き
層

（
二
一
世
帯
）
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
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た
。
都
市
中
間
層
は
学
歴
、
月
収
が
高
く
、

地
方
出
身
労
働
者
層
は
相
対
的
に
低
学
歴
、

低
収
入
で
あ
り
、
バ
ン
コ
ク
以
外
の
出
身
で

あ
る
。
バ
ン
コ
ク
地
付
き
層
は
、
古
く
か
ら

の
バ
ン
ケ
ン
区
居
住
層
が
多
く
、
収
入
、
学

歴
は
低
い
が
居
住
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
出

生
児
数
が
多
く
、
世
帯
規
模
が
大
き
い
。

こ
の
な
か
の
、
都
市
中
間
層
に
属
す
る
三

七
一
世
帯
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
検
討

し
て
み
よ
う
。
都
市
中
間
層
は
三
グ
ル
ー
プ

の
な
か
で
は
年
齢
が
若
く
、
夫
妻
の
平
均
年

齢
は
そ
れ
ぞ
れ
三
八
・
六
歳
、
三
五
・
四
歳
で

あ
る
。
約
八
割
は
持
ち
家
に
住
ん
で
お
り
、

出
生
地
は
夫
の
四
割
、
妻
の
三
割
が
バ
ン
コ

ク
で
あ
る
。
最
終
学
歴
は
夫
の
六
割
、
妻
の

五
割
が
高
等
教
育
を
終
え
て
い
る
。
こ
の
分

類
は
夫
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
高

学
歴
の
夫
の
妻
も
多
く
の
場
合
高
学
歴
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
妻
の
就
業
率
は

六
割
を
超
え
て
い
る
。
調
査
世
帯
全
体
の
妻

の
就
業
率
が
約
四
割
な
の
で
、
都
市
中
間
層

世
帯
の
妻
は
学
歴
が
高
く
、
そ
し
て
就
業
率

も
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
就
業

し
て
い
る
夫
と
妻
の
月
収
は
そ
れ
ぞ
れ
二

○
、
七
一
九
バ
ー
ツ
、
一
五
、
五
九
一
バ
ー
ツ

で
、
い
ず
れ
も
調
査

世
帯
の
平
均
を
大
き

く
上
回
る
。
平
均
出

生
児
数
は
一
・
四
一

で
あ
り
、
年
齢
が
相

対
的
に
低
い
こ
と
を

考
慮
し
て
も
、
地
方

出
身
労
働
者
層
の
二

・
五
一
、
バ
ン
コ
ク

地
付
き
層
の
三
・
四

二
と
比
較
し
て
明
ら

か
に
低
い
出
生
水
準

で
あ
る
。
夫
婦
の
学

歴
が
高
い
ほ
ど
出
生

児
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
時
の
平
均
年

齢
は
、
学
校
卒
業
時

が
夫
二
一
・
四
歳
、

妻
一
九
・
七
歳
、
初

婚
時
は
夫
二
七
・
八

歳
、
妻
二
四
・
七
歳
で
あ
り
、
第
一
子
出
生

時
が
二
九
・
七
歳
、
二
七
・
○
歳
と
な
っ
て
い

る
。
第
一
子
出
生
時
の
妻
の
就
業
率
は
約
七

割
で
あ
る
。
第
一
子
の
育
児
は
主
に
誰
が
し

た
か
と
い
う
質
問
に
は
、
第
一
子
出
生
時
に

妻
が
就
業
し
て
い
な
い
場
合
は
、
「
主
に
妻

が
育
児
」
が
多
い
（
七
一
％
）
が
、
「
夫
婦
で
平

等
に
育
児
を
分
担
」
と
の
回
答
も
二
六
％
に 写真３バンコクの郊外住宅地(バンケン区)、写真２ほど高級でない。手前は警備員詰

所。こうした住宅地の入ロには必ずといってよいほど警備貝が常駐している。
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バンコクの都市中間層の暮らし

「
夫
婦
で
平
等
に
育
児
を
分
担
」
が
二
七
％
、

「
夫
婦
ど
ち
ら
か
の
親
が
主
に
育
児
」
が
二
四

％
、
「
主
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
が
育
児
」
が
一

一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
い

な
い
夫
婦
が
全
体
の
二
割
に
達
し
て
お
り
、

こ
の
場
合
の
妻
の
就
業
率
は
約
九
割
と
な
っ

て
い
る
。

次
に
都
市
中
間
層
の
通
勤
に
つ
い
て
み
る

と
、
夫
、
妻
と
も
に
約
半
数
は
自
家
用
車
で

通
勤
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
勤
務
先
ま
で
の

距
離
は
夫
と
妻
で
ほ
ぼ
等
し
く
、
約
二
○
キ

ロ
、
通
勤
時
間
は
約
六
○
分
で
あ
る
。
現
在

の
住
環
境
に
対
す
る
評
価
に
関
す
る
質
問
で

は
、
肯
定
的
な
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
地
域

の
人
間
関
係
、
買
い
物
の
便
、
子
ど
も
の
通

学
の
便
で
あ
り
、
自
然
環
境
や
居
住
空
間
の

広
さ
に
も
お
お
む
ね
肯
定
的
な
評
価
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
交
通
の
便
に
つ
い
て
は
否

定
的
評
価
が
多
く
、
こ
れ
は
通
勤
時
間
の
長

さ
、
と
く
に
距
離
の
割
に
所
要
時
間
が
長
い

こ
と
へ
の
不
満
の
表
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。 蕊
謀
議
輝
一
誌
滞
◆
お
わ
り
に

観
光
旅
行
や
出
張
で
は
あ
ま
り
ふ
れ
る
機

会
の
な
い
バ
ン
コ
ク
の
郊
外
地
域
で
の
生
活

の
一
端
を
こ
の
調
査
結
果
か
ら
読
み
と
っ
て

い
た
だ
け
た
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
彼
ら
の

生
活
や
抱
え
る
問
題
の
多
く
は
東
京
の
郊
外

住
宅
地
で
暮
ら
す
人
々
の
も
の
と
驚
く
ほ
ど

似
て
い
る
。
た
だ
し
、
子
育
て
に
関
し
て
は

バ
ン
コ
ク
の
夫
の
ほ
う
が
協
力
的
な
よ
う
で

あ
る
。

い
っ
こ
う
に
解
決
し
な
い
一
父
通
渋
滞
に
よ

る
長
時
間
通
勤
の
た
め
、
バ
ン
コ
ク
市
民
は

家
族
と
過
ご
す
時
間
が
短
く
な
り
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
家
族
の
人
間
関
係
や
家
族
で
の

食
事
の
と
り
方
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
郊
外

に
居
住
す
る
都
市
中
間
層
は
ま
さ
に
そ
れ
に

該
当
し
そ
う
な
人
た
ち
で
あ
り
、
実
際
に
彼

ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
二
四
時
間
営
業
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
郊
外
地
域
に
進
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
毎
日
、
早
朝
に
夫
婦
は
出

勤
、
子
ど
も
は
通
学
の
た
め
一
家
で
車
に
乗

り
込
み
、
車
内
で
ひ
げ
を
剃
り
、
化
粧
を

し
、
さ
ら
に
朝
食
も
車
内
で
と
っ
て
い
る
家

族
も
多
い
と
い
う
話
で
あ
り
、
適
応
力
が
あ

る
と
言
え
ば
そ
う
な
の
だ
ろ
う
が
、
な
か
な

か
大
変
そ
う
な
暮
ら
し
で
は
あ
る
。
今
後
も

郊
外
の
住
宅
開
発
は
続
く
だ
ろ
う
し
、
自
家

用
車
に
よ
る
通
勤
も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
み
る
よ
う

に
、
郊
外
の
暮
ら
し
や
す
さ
が
交
通
の
問
題

と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
現
状
を
考
え
れ

ば
、
当
局
の
効
果
的
な
交
通
網
の
整
備
が
早

急
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
も
の
で

あ
る
。
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/997年５月Ｉ～４日／南アフリカ国･ケープタウン／南アフリカ国会議事堂

「
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
が
五
月
一
日
か

ら
四
日
間
、
南
ア
フ
リ
カ
国
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
南

ア
フ
リ
カ
国
会
議
事
堂
で
開
か
れ
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

設
立
の
た
め
の
第
一
回
総
会
で
正
式
に
発
足
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
一
九
九
四
年
、
エ
ジ
プ
ト
・
カ

イ
ロ
で
開
か
れ
た
「
国
際
人
ロ
開
発
議
員
会
議
（
－
Ｃ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
ご
で
、
「
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
が
地
球
規
模
の
人

ロ
・
開
発
問
題
を
解
決
す
る
上
で
、
ア
フ
リ
カ
・
ア

ラ
ブ
地
域
の
役
割
が
極
め
て
大
き
い
、
と
の
判
断
か

ら
同
地
域
の
国
会
議
員
に
呼
び
か
け
、
発
足
に
漕
ぎ

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
世
界
の
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る

国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
地
域
議
連
と
し
て
は
「
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ご
と
「
ア
メ
リ
カ
地
域
人
口
開
発
議
員
グ

ル
ー
プ
（
－
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
」
に
次
い
で
三
番
目
の
グ
ル
ー

プ
と
な
っ
た
。

発
足
に
あ
た
っ
て
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら
提
唱
者
の

桜
井
新
議
長
（
日
本
・
衆
議
院
議
員
・
自
民
）
が
出
席

し
て
、
全
面
的
に
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協
力
し
た

い
と
激
励
し
た
。

ケ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
宣
言
、
参
加
国
、
新
役
員
は
次

の
通
り
。

役員名

（長議 :ＭｎＫａＭｏｕｓｔａｐｈａ

（:Ｍｓ,AminaMahmoudEl-Guindi

Mr．ＴondoGilbert

MSTheresaAbdullah

Dr・MantoTshabalala

:Ｍｒ・SamirHabashna

：Ｍｒ、ＬｏｒｕｍｕｓＢｕｎｄｈｏｏ

：Ｄｒ．ｎＭ.Mutesasira

：ＭｓＨｏｕｄａＫａｎｏｕｎ

副議長

(コンゴ）（中央アフリカ地域代表）

(ガーナ）（西アフリカ地域代表）

(南アフリカ）（南アフリカ地域代表）

(ヨルダン）（アラブ地域代表）

(モーリシャス）（インド洋地域代表）

(ウガンダ）（中央アフリカ地域代表）

(チュニジア）（北アフリカ地域代表）

事務総長

副事務総長

財務

財務補佐

参加国

ザンビア、中央アフリカ共和国、ギニア、ベニン、コンゴ共和国、セネガル、モーリ

シャス島、サントメ・プリンシペ、ケニア、ガーナ、ヨルダン、スワジランド、チュ

ニジア、トーゴ、レバノン、パレスチナ、エチオピア、ジンバブエ、エジプト、南ア
フリカ、ウガンダ、ガボン、セイシェル、コートジボアール、ニジェール、ブルキナ

モーリシャス、マラウィ、ザイール、タンザニアおよびブルンジ・ファソ、

ｲ０



ｌｌＪｱjプリ■力十J.＝
一
九
九
七
年
五
月
一
日
か
ら
四
日

南
ア
フ
リ
カ
国
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

南
ア
フ
リ
カ
国
国
会
議
事
堂

私
た
ち
各
国
超
党
派
の
人
口
と
開
発
に
関

す
る
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
／
委
員
会
を
擁
す

る
一
六
ヶ
国
を
含
む
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
諸

国
二
六
ヶ
国
の
議
会
を
代
表
す
る
国
会
議
員

お
よ
び
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
各
国
グ

ル
ー
プ
／
委
員
会
を
形
成
途
中
の
三
二
ヶ
国

の
議
会
代
表
が
一
九
九
七
年
五
月
一
日
か
ら

四
日
、
南
ア
フ
リ
カ
国
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
集
っ

た
。国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）

の
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
カ
イ
ロ
宣
言
」
、

特
に
行
動
の
呼
び
か
け
、
中
で
も
、
「
各
地

方
、
各
国
、
地
域
、
地
球
レ
ベ
ル
に
お
け
る

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
の
委
員
会

を
設
立
ま
た
は
強
化
す
る
」
、
そ
し
て
ダ

カ
ー
ル
／
ノ
ゴ
ー
ル
お
よ
び
ア
ン
マ
ン
宣
言

を
再
び
確
認
す
る
。

カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
に
お

い
て
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
の
国
会
議
員

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
責
一
一
一
一
戸

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
意
思
決
定
に
基
づ

き
、
運
営
委
員
会
を
指
名
し
、
暫
定
的
な
憲

章
を
制
定
し
、
こ
の
地
域
の
人
口
・
開
発
問

題
を
監
視
し
、
評
価
す
る
た
め
に
人
口
と
開

発
の
国
会
議
員
の
永
続
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

設
立
を
行
な
う
事
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
決

定
に
基
づ
き
、
開
催
さ
れ
た
大
会
に
よ
っ
て

憲
章
案
が
承
認
さ
れ
、
（
カ
イ
ロ
で
勧
告
さ

れ
た
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
）
公
に
、
そ
し
て

正
式
に
永
続
的
な
機
関
と
し
て
活
動
を
開
始

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ

ブ
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
設
立
大
会

を
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開
催
す
る
上
で
、
南
ア

フ
リ
カ
国
国
会
、
政
府
、
人
民
の
ご
貢
献
に

注
目
し
、
会
議
の
た
め
の
卓
越
し
た
準
備
と

配
慮
と
親
切
に
感
謝
す
る
。

会
議
開
催
に
際
し
て
の
資
金
提
供
、
ハ
ラ

レ
、
ア
ン
マ
ン
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
の
運
営

委
員
会
に
、
各
国
国
内
委
員
会
設
立
に
対
し

て
国
連
人
口
基
金
が
行
な
っ
た
資
金
的
・
精

神
的
援
助
と
激
励
に
対
し
謝
意
を
表
す
。

ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
、
人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
ア
メ
リ
カ
地
域
人
口
・
開

発
議
員
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
、
国
際
家
族

計
画
連
盟
ア
フ
リ
カ
支
部
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｒ
）
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世

界
委
員
会
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
そ
の
他
、
国
連

機
関
お
よ
び
二
国
間
援
助
国
、
特
に
人
口
・

開
発
分
野
で
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
が
行
な
っ
て

下
さ
っ
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立
ま
で
に
運
営

委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
と
激
励
、
ア
ド

バ
イ
ス
に
対
し
て
感
謝
す
る
。

こ
の
会
議
を
組
織
す
る
上
で
、
運
営
委
員

会
お
よ
び
南
ア
フ
リ
カ
組
織
委
員
会
が
行

な
っ
た
価
値
あ
る
ご
努
力
に
対
す
る
満
足
を

特
に
注
記
す
る
。

南
ア
フ
リ
カ
国
法
務
大
臣
ド
ゥ
ラ
・
オ

マ
ー
ル
博
士
、
南
ア
フ
リ
カ
国
福
祉
・
人
口

・
開
発
大
臣
ゼ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ラ
サ
ー

ｌ
モ
レ
ヶ
テ
ィ
ー
氏
の
会
議
に
お
け
る
挨
拶

に
感
謝
す
る
。

－
’
九
九
七
年
五
月
一
一
一
日
こ
こ
に

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
鐵
言
を
採
択
し
た
Ｉ

“



㈲
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
と
し
て
の
私

た
ち
の
役
割
か
ら
、
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
憲
章
を
採
択
し
公
式
に
発
足
し
た
。
ア

フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
の
国
会
議
員
に

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
宣
言
を
選
挙
区
で
国
会

で
、
そ
し
て
各
国
で
実
行
に
移
す
よ
う
に

呼
び
か
け
る
。

⑪
社
会
に
お
け
る
国
会
議
員
の
特
別
な
地

位
を
心
に
留
め
る
よ
う
に
す
る
。
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
宣
言
は
国
会
議
員
に
対
し
特
に
家

族
計
画
、
性
行
動
に
お
け
る
健
康
を
ふ
く

む
、
国
際
人
口
開
発
会
議
の
目
標
お
よ

び
、
性
の
平
等
と
公
正
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
中
で
も
声
無
き
声
の
代
弁
者

と
し
て
政
府
に
発
言
を
お
こ
な
う
、
よ
り

良
い
政
策
を
実
施
す
る
た
め
の
行
動
を
促

進
し
、
国
際
人
口
開
発
会
議
お
よ
び
第
四

回
世
界
女
性
会
議
の
議
題
を
前
進
さ
せ
る

上
で
同
じ
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
と
信
頼
と

を
構
築
す
る
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
擁
護
す

る
よ
う
に
求
め
る
。

、
行
動
の
呼
び
か
け

③
私
達
は
各
国
グ
ル
ー
プ
／
委
員
会
に
対

し
て
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
を
各
国

政
府
に
対
し
て
実
施
す
る
よ
う
働
き
掛
け
る

た
め
の
行
動
計
画
を
制
定
す
る
よ
う
呼
び
か

け
る
。

三
、
人
ロ
学
的
な
傾
向
と
健
康

四
、
各
国
の
行
動
計
画

二
、
各
国
議
員
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
委

員
会
の
形
成

⑥
私
達
は
各
国
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
委
員
会

が
未
成
立
の
国
に
各
国
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

委
員
会
を
設
立
す
る
よ
う
に
促
す
。

仰
私
た
ち
は
国
会
議
員
が
現
在
の
人
口
学

的
な
趨
勢
と
健
康
の
状
態
、
と
く
に
妊
産

婦
と
乳
児
死
亡
、
思
春
期
と
青
年
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
貧
困
の
撲
滅

を
改
善
す
る
た
め
に
各
個
人
で
も
そ
し
て

グ
ル
ー
プ
で
も
緊
急
に
行
動
を
起
こ
す
よ

う
呼
び
か
け
る
。

六
、
人
ロ
動
態
、
社
会
・
経
済
・
文

化
的
要
因

⑥
人
口
動
態
と
法
的
、
政
治
的
、
文
化
的

そ
し
て
社
会
Ｉ
経
済
的
要
因
の
間
に
は
疑

う
べ
く
も
無
い
密
接
な
連
係
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
国
会
議
員
が
理
解
す
る
よ
う

要
請
す
る
。

⑪
社
会
ｌ
経
済
政
策
を
再
検
討
し
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
情
報
と
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
効
果
的
に
準
備
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
環
境
を
促
進
す
る
た

め
の
立
法
を
行
な
う
よ
う
国
会
議
員
に
呼

び
か
け
る
。

五
、
家
族
計
画
と
性
行
動
に
関
す
る

健
康
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
を
促
進
す
る
上
で
の
国

会
議
員
の
責
任

③
国
会
議
員
が
そ
の
重
要
な
地
位
を
、
特

に
そ
れ
ら
が
普
及
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ

と
地
域
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
使

う
よ
う
要
請
す
る
。

#２



アフリカ・アラブ国会議員フォーラムが発足

八
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

七
、
人
口
・
開
発
に
関
連
す
る
諸
機

関
と
の
連
携

回
私
た
ち
ア
フ
リ
カ
と
ア
ラ
ブ
の
国
会
議

員
は
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
の
実

施
に
向
け
て
自
ら
コ
ミ
ッ
ト
（
深
く
関
わ

り
）
し
、
さ
ら
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
と
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
し
て

ま
た
資
源
の
動
員
を
促
進
す
る
た
め
に
同

僚
国
会
議
員
を
こ
の
活
動
に
引
き
入
れ
、

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
通
し
て
こ
れ
ら
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
深
く
関
わ
る
。

仰
国
内
グ
ル
ー
プ
／
委
員
会
が
人
口
と
開

発
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
働
い
て
い

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
連
人
口
基
金
、
そ
の
他
の

他
国
間
機
関
と
密
接
に
協
力
し
て
働
く
よ

う
に
要
請
す
る
。

封
閉
叫
伏
寸

ZP

空
蚕
・
螺
雄
寺
凸
【
叩
則
烟
哩
Ｊ
Ｕ
歴

山
０
【
】
卜
「
ユ
ロ
ハ

口
の
岼
咽
Ⅲ

ロ
昨
只
懸

Ａ
ｌ
Ｐ
Ｄ
〆
Ａ
・
雪

に
ケ

脚
二
ｒ
ｄ
門
汐
０
Ｊ
〃
し
ｎ
入
何
。

ｙ
△

十
究
川
』
躬
刎
Ⅱ
ハ
ロ
ｕ
｝
、
『
八
ｍ

の
人
口
は
こ
の
急
増

Ｚ

曰
Ｉ
『
田ｕ
，
叩
回
顧

ｕ
問
題
で
は
曝
発
的
に
人
口
の
増
加

皿
灯
下
己
や
一
程
１
野

に
グ、
ロ
士
籾
澁
鍔
制

微
睡
（
の
閲

○
零
入
の
ふ
⑰
Ｚ
露

四
十
”
る
地
球
’
上
勿
股
、
ｂ
一
璽
妥
な
課
顧

涌
制
叫
弐
式
ｈ
ク

ピ
ヨ
」
＋
ま
ク
「
陛
句
Ｖ
こ
］
脇

】
１
円
巴

ｕ
勿
六
（
）
シ
花
カ
ニ
ト
ロ
冷勿
簡
題
を
右

閾
な
ど
多
く
、ワ

ｲ３



|こゅうすふお－らむ

厚
生
省
が
新
人
口
推
計
に
基
づ
く
公

的
年
金
の
最
終
的
な
保
険
料
率
を
従
来

よ
り
も
四
・
五
ポ
イ
ン
ト
高
い
三
四
・
三

％
と
見
直
し
た
こ
と
は
、
超
高
齢
化
社

会
に
向
け
た
国
民
や
企
業
の
負
担
感
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
を
改
め
て
示
す

結
果
と
な
っ
た
。
負
担
軽
減
の
た
め
に

は
、
年
金
給
付
水
準
を
引
き
下
げ
ざ
る

を
得
ず
、
公
的
年
金
は
定
額
の
基
礎
年

金
部
分
に
限
定
す
べ
き
だ
と
の
意
見
な

ど
も
浮
上
し
て
い
る
。

公
的
年
金
の
保
険
料
負
担
が
急
速
に

重
く
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
九
九
年

の
改
正
へ
向
け
年
金
制
度
を
抜
本
的
に

歴証 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

負
担
感
増
に
次
々
見
直
し
案

基
礎
部
分
限
定
や
民
営
化

見
直
す
動
き
が
出
始
め
た
。
公
的
年
金

は
全
国
民
に
共
通
す
る
基
礎
年
金
（
国

民
年
金
）
に
加
え
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
は
給
与
に
比
例
す
る
厚
生
年
金
を
上

乗
せ
し
て
い
る
が
、
二
日
に
三
塚
博
蔵

相
は
公
的
年
金
は
基
礎
部
分
に
限
定
す

る
考
え
を
明
言
。
経
団
連
や
厚
生
年
金

連
合
会
な
ど
も
厚
生
年
金
を
民
営
化

し
、
公
的
年
金
と
し
て
は
基
礎
年
金
だ

け
と
す
る
提
案
を
ま
と
め
て
い
る
。

基
礎
年
金
は
制
度
に
四
十
年
間
加
入

し
て
満
額
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
月
額

六
万
五
千
四
百
五
十
八
円
。
標
準
的
な

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
四
十
年
間
制
度
に
加

入
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
本
人
と
配
偶

者
の
分
の
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
部
分

を
合
わ
せ
て
年
金
月
額
は
約
二
十
三
万

円
に
な
る
。

経
団
連
な
ど
の
考
え
方
は
、
こ
の
二

●
年
金
負
担
感
増
に
見
直
し
案
…
“

●
中
国
国
土
の
４
割
酸
性
雨
禍
…
妬

●
円
安
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
紙
妬
％
減
…
妬

●
０
，
４
中
期
目
標
は
”
撤
廃
”
…
妬

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
改
革
を
提
言
…
…
…
叩

●
地
球
環
境
保
護
の
長
い
道
程
…
仰

●
初
の
加
藤
シ
ヅ
エ
賞
２
団
体
…
伯

●
少
子
化
、
国
の
対
策
範
囲
は
…
印

●
温
暖
化
で
．
〆
ま
ず
く
な
る
…
副

●
子
供
最
低
の
一
九
五
二
万
人
…
別

●
”
働
く
子
供
”
二
億
五
千
万
人
…
顕

●
中
国
食
糧
生
産
５
億
ト
ン
突
破
…
田

●
消
費
大
国
日
本
を
点
検
…
…
…
卵

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
卵
年
予
算
旧
％
削
減
…
別

●
中
国
の
旧
％
砂
漠
Ｉ
初
謂
査
…
別

柾じ

十
三
万
円
す
べ
て
を
公
的
年
金
と
し
て

給
付
す
る
の
で
は
な
く
、
基
礎
年
金
部

分
以
外
は
企
業
年
金
な
ど
と
し
て
民
間

に
任
せ
る
案
だ
。
こ
う
す
れ
ば
公
的
年

金
保
険
料
は
大
幅
に
引
き
下
げ
る
こ
と

●
ア
ジ
ア
開
銀
リ
ポ
ー
ト
，
，
…
…
・
弱

●
中
国
余
剰
労
働
二
二
○
○
万
…
記

●
中
国
全
土
の
幻
％
が
荒
漠
化
…
砧

●
社
会
保
障
費
に
上
限
制
…
…
…
躯

●
働
誉
手
皿
人
で
高
齢
ｊ
人
養
…
印

●
妊
婦
八
年
卵
万
５
千
人
死
亡
…
昭

●
高
齢
化
地
域
人
口
減
も
加
速
…
閉

●
モ
ル
デ
ィ
ブ
が
ご
み
に
沈
む
…
弱

●
国
連
へ
「
人
道
局
」
解
体
も
…
…
印

●
「
ピ
ル
」
今
秋
に
も
解
禁
…
…
印

●
妊
産
婦
死
亡
め
ぐ
り
議
論
…
…
団

●
中
国
が
地
球
環
境
に
本
腰
…
…
ｍ

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
日
本
６
年
世
界
一
…
園

●
高
齢
者
人
ロ
、
子
供
上
回
る
…
印

●
少
子
化
傾
向
続
く
…
…
…
…
…
別

“



が
で
き
る
。

た
だ
、
問
題
も
多
い
。
基
礎
年
金
だ

け
で
は
老
後
の
生
活
保
障
と
し
て
は
不

安
な
場
合
、
企
業
年
金
を
完
備
し
て
い

な
い
中
小
企
業
の
従
業
員
は
独
自
に
民

間
の
年
金
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
出

て
く
る
。
国
に
保
険
料
を
払
わ
な
く
な

る
だ
け
で
、
私
的
な
保
険
料
負
担
は
変

わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
制
度
を
切

り
換
え
る
際
に
、
す
で
に
厚
生
年
金
を

受
け
て
い
る
高
齢
者
の
た
め
に
保
険
料

を
払
い
な
が
ら
、
自
分
の
た
め
の
保
険

料
も
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恐
れ
も000２０１０２０虻

【
北
京
３
日
Ⅱ
高
井
潔
司
】
中
国
の
環

境
問
題
専
門
紙
「
中
国
環
境
報
」
は
こ
の

ほ
ど
、
大
気
汚
染
に
伴
う
酸
性
雨
が
降

る
地
域
が
急
速
に
拡
大
し
、
す
で
に
、

中
国
の
全
土
の
四
○
％
に
達
し
、
被
害

の
深
刻
な
沿
海
地
域
だ
け
で
も
、
農
地

お
よ
び
森
林
に
九
十
七
億
元
（
｜
元
は

約
十
五
円
）
の
損
失
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
、
国
家
環
境
保
護
局
な
ど
の
共
同

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
と
伝
え

た
。同
紙
に
よ
る
と
、
中
部
沿
海
地
域
の

あ
る
。

九
九
年
に
予
定
さ
れ
る
次
期
年
金
制

度
改
革
に
向
け
て
は
、
制
度
の
抜
本
見

直
し
の
ほ
か
、
一
定
収
入
以
上
の
高
齢

者
に
対
す
る
年
金
給
付
制
限
が
検
討
課

題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
厚
生
年
金

は
九
四
年
の
制
度
改
革
で
二
○
一
三
年

度
ま
で
に
満
額
支
給
開
始
年
齢
を
現
行

の
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
引
き
上
げ

■■厨

国士の４割

酸性雨禍
東部沿海地区に
日韓が悪影響？

外
務
省
が
七
日
発
表
し
た
一
九
九
六

年
の
日
本
の
政
府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
実
績
（
ド
ル
表
示
）
は
、
前
年
よ

り
三
五
％
減
の
約
九
十
六
億
㎡
に
と
ど

ま
っ
た
。
前
年
を
下
回
る
の
は
八
九
年

以
来
七
年
ぶ
り
。
国
際
機
関
へ
の
出
資

額
が
七
割
強
減
る
と
い
う
特
殊
要
因
に

江
蘇
、
斯
江
な
ど
七
つ
の
省
で
、
酸
性

雨
の
た
め
、
農
地
一
千
万
鯵
が
影
響
を

受
け
、
農
作
物
に
三
十
七
億
元
の
損
害

を
与
え
た
。
森
林
百
二
十
八
万
鯵
に
も

損
害
を
与
え
、
直
接
的
な
木
材
生
産
の

損
失
は
六
億
元
、
森
林
へ
の
生
態
的
な

損
失
は
五
十
四
億
元
に
も
上
っ
て
い
る
。

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
支

給
開
始
年
齢
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ

と
な
ど
も
検
討
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

こ
の
ほ
か
、
現
行
制
度
で
は
現
役
世

代
の
賃
金
の
伸
び
率
に
応
じ
て
五
年
に

一
度
、
年
金
額
も
増
や
し
て
い
る
が
、

こ
の
仕
組
み
を
廃
止
し
て
給
付
を
抑
え

る
案
も
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
四
）

正麺

Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
三
五
％
減

ｒ
１
１
大
幅
円
安
響
く
‐
」

加
え
、
円
ド
ル
相
場
が
九
五
年
に
比
べ

て
一
㎡
当
た
り
約
一
五
円
も
円
安
に
な

り
、
ド
ル
表
示
が
円
表
示
以
上
に
大
き

く
減
っ
た
の
が
響
い
た
。
日
本
は
九
五

年
ま
で
五
年
続
け
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
で
世

界
一
だ
っ
た
が
、
外
務
省
は
円
安
と
Ｏ

Ｄ
Ａ
予
算
の
抑
制
が
続
く
よ
う
な
ら
、

昨
年
発
表
さ
れ
た
九
五
年
の
中
国
の

環
境
公
報
で
は
、
酸
性
雨
の
降
雨
地
域

は
、
国
土
の
三
○
％
以
上
と
さ
れ
て
い

た
。
調
査
報
告
は
さ
ら
に
、
酸
性
雨
が

二
○
二
○
年
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
る
と

予
測
、
総
合
的
な
酸
性
雨
対
策
を
提
案

し
て
い
る
。

一
方
、
同
紙
の
報
道
は
、
中
国
の
東

部
の
沿
海
地
区
の
酸
性
雨
は
、
日
本
や

韓
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
、
日
本

側
の
受
け
止
め
方
と
は
全
く
逆
の
指
摘

も
行
っ
て
い
る
。
国
家
環
境
保
護
局
は

し
か
し
、
本
紙
の
問
い
合
わ
せ
に
対

し
、
国
際
的
な
慣
例
で
答
え
ら
れ
な
い

と
し
か
回
答
し
な
か
っ
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
四
）

ｲ５

同エェ亜皿、￣定＝
■■ﾆｰｰ￣.＝９Ｆ￣＝ＱＩＰニーーーニ■￣二口■■守－勺■ロ

陪正■幻■顯巫忠狛
1ｍ■＝て域ｑＲｐｚ届亜迅冒却2F■、

；
加
入
者

5.0人4,0入2.8人2.3人２．３
1995年度２０００２０１０２０２０２０２５

人

(厚生捨椎冨十）
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近
い
将
来
、
日
本
が
世
界
一
の
援
助
国

か
ら
滑
り
落
ち
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
っ
て
い
る
。

九
六
年
の
実
績
の
円
表
示
は
前
年
比

二
四
・
八
％
減
の
一
兆
四
百
二
十
五
億

円
。
国
際
貢
献
を
は
か
る
指
標
と
し
て

使
わ
れ
る
対
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
比

率
も
○
・
一
二
％
と
、
七
九
年
以
来
維

持
し
て
き
た
○
・
三
％
前
後
か
ら
大
き

く
低
下
、
七
七
年
以
来
最
低
に
な
っ

た
。Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
績
額
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算

の
拡
充
に
、
円
高
の
追
い
風
も
あ
っ

て
、
九
五
年
に
は
過
去
最
高
の
約
百
四

十
七
億
㎡
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
九
六

◆日本のODAの推移２００

(億Ｍ

１５０

lIlIIIIlI
1００

５０

０
1988年８９９０９１９２９３９４９５９６

年
は
円
安
に
加
え
、
国
際
機
関
へ
の
出

資
が
減
る
と
い
う
特
殊
要
因
が
響
い
て

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
費
が
九
年
ぶ
り
に
前
年
よ

り
減
少
、
さ
ら
に
円
借
款
の
返
済
額
が

前
年
よ
り
九
百
五
十
億
円
も
増
え
た
た

め
、
支
出
と
返
済
の
差
で
み
る
実
績
額

が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

先
進
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
率
は
九
五
年
実

績
で
、
米
国
は
○
・
一
％
台
だ
が
、
ド

イ
ツ
は
○
・
三
％
台
、
フ
ラ
ン
ス
は
○
・

五
％
台
。
○
・
二
％
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
低

下
し
た
日
本
と
の
差
は
さ
ら
に
開
き
そ

う
だ
。
九
六
年
の
各
国
別
の
順
位
は
六

月
に
も
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）

か
ら
発
表
さ
れ
る
。

「
額
」
よ
り
「
質
」

迫
ら
れ
る
転
換

《
解
説
》
政
府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
予
算
の
伸
び
率
は
こ
こ
数
年
、
低

下
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
円
高

ド
ル
安
傾
向
に
助
け
ら
れ
、
ド
ル
表
示

の
実
績
は
膨
ら
ん
で
き
た
。
昨
年
の
大

き
な
落
ち
込
み
は
、
円
安
で
実
体
が
一

気
に
表
面
化
し
た
と
も
い
え
る
。
額
の

大
き
さ
を
強
み
と
し
て
途
上
国
な
ど
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
日
本
の
援
助
政
策

も
、
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

円
安
効
果
と
国
際
機
関
へ
の
資
金
拠

出
減
な
ど
、
特
別
な
要
因
が
重
な
っ
た

こ
と
が
、
今
回
の
大
幅
減
の
直
接
の
理

由
だ
。
し
か
し
、
財
政
再
建
を
優
先
す

る
橋
本
政
権
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
も

公
共
事
業
や
防
衛
費
と
同
様
、
聖
域
視

し
な
い
方
針
を
示
し
て
い
る
。
今
後
の

ド
ル
表
示
の
実
績
額
は
円
相
場
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
と
し
て
も
、
傾
向
と
し

て
は
低
い
伸
び
や
減
少
が
続
く
可
能
性

が
強
い
。

政
府
は
先
進
国
が
政
府
機
関
を
通
じ

て
開
発
途
上
国
や
国
際
機
関
に
実
施
す

る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
第
五
次

中
期
目
標
が
九
年
末
で
終
了
す
る
の
を

機
に
、
中
期
目
標
を
撤
廃
す
る
方
針
。

外
務
省
は
七
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
が
百

四
十
五
億
㎡
と
平
成
三
年
か
ら
世
界
一

の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
国
益
を
守
る
貴
重
な
外
交

手
段
」
と
主
張
す
る
が
、
円
安
を
背
景

困國■

中期目標は

撤廃の方向

従
来
の
よ
う
な
「
ば
ら
ま
き
型
援
助
」

が
許
さ
れ
る
わ
け
は
な
く
、
ど
の
よ
う

な
分
野
と
対
象
に
援
助
の
柱
を
置
く
の

か
と
い
う
戦
略
の
組
み
立
て
が
求
め
ら

れ
る
。
「
量
」
の
面
で
転
換
点
に
当
た
っ

て
い
る
今
こ
そ
、
日
本
も
被
援
助
国
も

質
の
良
い
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
は
ど
ん
な
も
の
な

の
か
、
じ
っ
く
り
と
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
八
）

に
総
額
七
百
億
’
七
百
五
十
億
が
の
第

五
次
目
標
は
達
成
困
難
な
状
況
だ
し
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
が
海
外
で
既
得
権
益
化
し
て
い

る
と
の
批
判
も
あ
る
。
途
上
国
側
も
民

間
資
金
の
積
極
的
受
け
入
れ
を
進
め
て

い
る
。

さ
ら
に
省
庁
再
編
論
議
の
な
か
で
、

外
務
・
通
産
・
大
蔵
・
経
済
企
画
の
四

省
庁
が
案
件
を
決
め
る
方
式
の
見
直
し

論
や
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
関
係
の
深
い
日
本
輸

出
入
銀
行
な
ど
政
府
系
金
融
機
関
の
見

直
し
も
俎
上
（
そ
じ
よ
う
）
に
載
せ
て
い

る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
「
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
十
六
）

“



経
団
連
は
十
五
日
、
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
改
革
の
意
見
書
を
発
表
し

た
。
新
た
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
執
行
機
関
と
し

て
「
国
際
協
力
庁
（
仮
称
苣
を
設
置
し
、

現
在
の
省
庁
別
の
タ
テ
割
り
に
よ
る
執

園
地
球
胤
蝋
蕊
鋤
繊
鵡
認

一
地
球
環
境
に
は
大
き
く
分
け
て
一
◆
オ
ゾ
ン
層
破
壊
◆

一
八
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
九
九
二
一
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
を
１
９
８

－
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
ー
７
年
に
採
択
。
加
年
と
肥
年
に
大
幅

一
イ
ロ
で
開
か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
一
改
正
し
、
規
制
を
強
化
し
た
。
先
進
国

一
以
降
も
、
対
策
と
破
壊
が
同
時
に
一
は
う
ロ
ン
生
産
を
妬
年
に
全
廃
、
途
上

一
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
一
国
も
２
０
０
０
年
に
全
廃
す
る
。
現
在

一
は
ど
う
効
霧
上
げ
、
何
が
原
因
一
は
代
替
フ
ロ
ン
と
途
上
国
の
規
制
強
化

一
で
っ
字
い
て
い
る
の
か
．
霧
と
一
が
課
題
。
た
だ
、
放
出
済
み
の
フ
ロ
ン

ｘ
濃
の
讓
攪
オ
ゾ
ン
層
簔
一
に
よ
る
オ
ゾ
ン
減
少
は
極
地
方
か
ら
中

薦
霊
笙
患
に
ま
と
め
た
．
一
高
緯
度
地
方
に
拡
大
・
南
極
の

Ｆ
１
‐
１
１
１
１
‐
１
１
‐
ｌ
‐
‐
１
１
１
‐
‐
」
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
消
失
は
来
世
紀
半

Ⅲ翅

執行機関の

経団連が

改革を提言

行
体
制
を
一
元
化
し
て
効
率
化
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
次

期
中
期
目
標
に
関
し
て
、
「
金
額
目
標

が
設
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
達
成
が
最
優

先
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
し
て
、
金
額
目

標
は
設
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い

る
。
意
見
書
は
、
援
助
予
算
に
関
し

て
、
過
去
の
実
績
に
と
ら
わ
れ
な
い
抜

本
的
な
見
直
し
の
必
要
性
を
強
調
し
て

い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
十
六
）

◆
地
球
温
暖
化
◆

地
球
の
平
抱
気
温
は
今
後
１
０
０
年

で
２
度
前
後
上
が
る
と
予
測
さ
れ
る
。

蛇
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
署
名
さ
れ
た

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
で
、
先
進
国

に
２
０
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
帥
年

レ
ベ
ル
に
戻
す
努
力
目
標
を
課
し
た

が
、
日
本
を
含
め
多
く
が
達
成
で
き
そ

う
に
な
い
。
皿
月
に
京
都
で
開
か
れ
る

会
議
で
拘
束
力
の
あ
る
削
減
目
標
を
つ

く
る
予
定
だ
が
、
交
渉
は
難
航
し
て
い

る
。

◆
酸
性
雨
◆

ね
年
、
欧
州
を
中
心
に
長
距
離
越
境

大
気
汚
染
条
約
が
で
き
た
。
環
境
庁
の

「
酸
性
雨
対
策
検
討
会
」
は
今
月
、
日
本

で
も
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
レ
ベ
ル

の
酸
性
雨
が
降
っ
て
い
る
と
警
告
。
各

国
共
同
の
東
ア
ジ
ア
酸
性
雨
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
来
年
、
試
仔
晶
叩

に
始
ま
る
。

◆
海
洋
汚
染
◆

犯
年
廃
塞
街
の
溶
唾
件
投
棄
を
規
制
す

ば
、
オ
ゾ
ン
の
状
態
が
元
に
戻
る
の
は

さ
ら
に
先
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。

る
ロ
ン
ド
ン
条
約
が
成
立
。
鋼
年
の
改

正
で
低
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
も
禁

止
さ
れ
た
。
北
海
や
日
本
海
に
放
射
性

廃
棄
物
を
投
棄
し
て
い
た
ロ
シ
ア
も
批

准
を
表
明
し
て
い
る
。

◆
有
窒
自
廃
棄
物
の
越
境
移
動
◆

有
害
廃
棄
物
を
輸
出
す
る
場
合
、
輸

入
国
へ
事
前
に
通
告
し
て
承
認
を
得
る

バ
ー
ゼ
ル
条
約
が
躯
年
に
発
効
。
蛎
年

の
改
正
で
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
の

有
害
廃
棄
物
の
輸
出
を
躯
年
以
降
禁
止

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
「
金
属
な
ど
の

回
収
目
的
」
を
理
由
に
し
た
輸
出
も
禁

止
。

◆
森
林
減
少
◆

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
森
林
の
保
護
と
持

続
的
運
営
を
求
め
る
「
森
林
原
則
声
明
」

を
採
択
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
の
３
月

の
発
表
で
は
、
釦
ｌ
妬
年
に
途
上
国
の

森
林
は
１
年
当
た
り
平
均
田
万
７
０
０

０
平
方
獣
ず
つ
減
少
し
た
。
こ
れ
は
帥

年
代
の
平
均
よ
り
ｕ
・
６
％
少
な
く
、

減
少
速
度
は
鈍
化
し
た
。

◆
生
物
多
様
性
の
減
少
◆

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
生
物
多
様
性
条
約

に
署
名
。
遺
伝
子
改
変
生
物
に
よ
る
生

ｲ７
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態
系
へ
の
影
響
に
関
す
る
議
定
書
を
策

定
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
以
外
、
進
展

は
少
な
い
。
途
上
国
は
、
途
上
国
の
生

物
か
ら
先
進
国
が
得
た
薬
品
な
ど
の
特

許
権
を
移
転
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て

い
る
。

◆
砂
漠
化
◆

世
界
で
は
３
６
０
０
万
平
方
欲
が
砂

地
球
環
境
保
護
の
た
め
の
条
約
、
国

際
取
り
決
め
で
、
有
効
に
機
能
し
て
い

る
代
表
例
と
し
て
①
オ
ゾ
ン
層
保
護
の

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
②
有
害
廃
棄

口
朋
艫
轤
神
璽
薊
割

漠
化
の
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
る
。
弘
年
に
成
立
、
昨
年
皿
月
に

発
効
し
た
砂
漠
化
防
止
条
約
は
、
完
全

な
砂
漠
で
は
な
く
、
降
水
量
の
変
化
や

過
剰
放
牧
で
砂
漠
化
し
そ
う
な
土
地
が

対
策
の
対
象
。
資
金
調
達
な
ど
課
題
が

多
い
。

物
の
輸
出
入
を
規
制
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条

約
③
希
少
生
物
の
貿
易
取
引
を
規
制
す

る
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
が
あ
る
。
共
通
す

る
の
は
、
規
制
対
象
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
対
象
物
質
な
ど
の
貿
易
を
規
制

す
る
仕
組
み
が
効
果
的
な
こ
と
だ
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
の
場
合
、

オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
主
な
物
質
で
あ

る
特
定
フ
ロ
ン
類
の
メ
ー
カ
ー
は
、
一

九
八
六
年
か
ら
九
五
年
ま
で
に
世
界
で

約
二
十
五
社
（
環
境
保
護
団
体
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
調
査
）
だ
っ
た
。
こ
の
「
蛇

口
」
を
閉
め
れ
ば
生
産
は
停
止
で
き
る
。

議
定
書
に
参
加
し
た
方
が
フ
ロ
ン
を

無
秩
序
に
使
用
す
る
よ
り
た
や
す
い
、

と
思
わ
せ
る
工
夫
も
あ
っ
た
。

議
定
書
の
締
約
国
と
非
締
約
国
の
間

で
フ
ロ
ン
や
フ
ロ
ン
が
入
っ
た
製
品
の

輸
出
入
を
原
則
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
①
加
盟
し
な
け
れ
ば
工
場
で

使
う
フ
ロ
ン
や
冷
蔵
庫
が
輸
入
で
き
な

く
な
る
②
加
盟
す
れ
ば
い
ず
れ
は
規
制

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
猶

予
期
間
は
輸
入
で
き
、
脱
フ
ロ
ン
事
業

へ
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
内
容
。
こ
れ
が
多
く
の
途
上
国

の
参
加
を
促
し
た
。

英
王
立
国
際
問
題
研
究
所
の
ダ
ン
ヵ

ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
研
究
員
も
「
加
盟
の
動

機
は
途
上
国
の
脱
フ
ロ
ン
事
業
へ
の
援

助
と
貿
易
規
制
だ
っ
た
」
と
言
う
。

温
暖
化
防
止
も
こ
れ
と
同
様
の
仕
組

み
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
ず
大
ま
か
な

枠
組
み
条
約
を
つ
く
り
、
具
体
策
は
議

定
書
で
定
め
る
。
先
進
国
が
先
に
規
制

を
始
め
、
猶
予
期
間
後
に
途
上
国
が
続

く
。
途
上
国
の
対
策
費
は
先
進
国
が
負

担
す
る
。
規
制
強
化
は
議
定
書
改
定
で

進
め
る
ｌ
と
い
う
手
順
だ
．

し
か
し
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の

排
出
源
は
工
場
、
自
動
車
、
家
庭
な
ど

広
い
分
野
に
及
び
、
「
蛇
口
」
は
無
数
に

あ
る
。
フ
ロ
ン
の
よ
う
に
生
産
を
停
止

す
る
の
は
不
可
能
で
、
厳
し
い
規
制
は

経
済
活
動
に
も
大
打
撃
を
与
え
る
。
フ

ロ
ン
規
制
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
米
国
が
消

極
的
な
の
も
こ
の
た
め
だ
。
Ｃ
Ｏ
，
抑
制

へ
の
援
助
Ｑ
脱
フ
ロ
ン
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
巨
額
な
資
金
が
必
要
に
な
る
。

い
ち
ば
ん
の
難
問
は
取
り
決
め
を
守

ら
せ
る
手
段
だ
。
岩
手
大
人
文
社
会
科

学
部
の
磯
崎
博
司
・
助
教
授
は
「
貿
易

規
制
は
な
じ
ま
な
い
。
分
野
ご
と
の
進

み
具
合
を
頻
繁
に
報
告
さ
せ
て
、
目
標

を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
は
制
裁
金
を
科

す
し
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

従
来
の
環
境
条
約
に
は
な
い
制
裁
金

を
科
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
（
温
暖
化
防
止
条

約
）
事
務
局
の
ヤ
ノ
シ
ュ
・
パ
ス
ト
ー

さ
ん
は
「
ま
ず
削
減
目
標
の
入
っ
た
議

定
書
を
採
択
、
温
暖
化
防
止
の
仕
組
み

を
動
か
す
の
が
先
決
」
と
話
し
て
い
る
。

４８
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捨
野
訂
両
『
国
患
建
關
塞
杢
訂
画
の
三
燐
寵
因
か
共

八
つ
の
テ
ー
マ
に
大
き
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
の
が
途
上
国
問
題
だ
。
た

と
え
ば
温
暖
化
で
は
、
人
口
爆
発
、
経

済
発
展
に
伴
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
増

え
る
の
は
確
実
Ⅱ
グ
ラ
フ
。

貧
困
の
克
服
や
開
発
が
優
先
さ
れ
、

環
境
に
は
手
が
回
ら
な
い
現
状
を
打
開

す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
「
地
球
環

境
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
」
。
世
界
鰻
口
と
国
運
環

資
金
不
足
な
ど
未
解
決

Ｉ
上

印
印
扣
釦

如
旧
（
億
人
）

国
問
題

途
上
国
は
こ
れ
ら
三
機
関
を
通
し
て

事
業
計
画
を
提
出
、
資
金
拠
出
国
な
ど

で
構
成
す
る
評
議
会
で
こ
れ
を
検
討
、

必
要
な
資
金
を
贈
与
し
た
り
、
低
利
で

融
資
し
た
り
す
る
。

温
暖
化
や
海
洋
汚
染
防
止
、
生
物
多

様
性
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
四
分
野
が
対

象
で
、
九
六
年
で
は
資
金
の
六
割
近
く

同
管
理
す
る
地
球
環
培
童
餉
坊
援
助
制
度

で
、
九
四
年
か
ら
｝
Ｌ
式
に
灌
誘
蟄
洋
始
め
た
。

ｄｏ－ＢoＩＵ－－－Ｄ

Ｏ１２３４５６ 唾
化
や
海
洋
汚
染
防
止
、
生
物
多

オ
ゾ
ン
層
保
護
の
四
分
野
が
対

九
六
年
で
は
資
金
の
六
割
近
く

が
温
暖
化
対
策
に
支
出

さ
れ
た
。
植
林
や
希
少

動
物
の
保
護
な
ど
に
も

し
活
用
さ
れ
て
い
る
。

癖
だ
が
、
途
上
国
は
先

螺
進
国
主
導
の
運
営
に
根

蚫
強
い
不
満
を
持
っ
て
い

鍼
る
。
事
業
計
画
が
拠
出

、配
額
に
応
じ
た
各
国
の
投

孵
票
権
で
最
終
決
定
さ
れ

り華
る
か
ら
だ
。
資
金
不
足

以
も
深
刻
で
、
当
初
、
四

十
’
八
十
億
㎡
が
必
要

と
い
わ
れ
た
が
、
拠
出

の
約
束
は
約
二
十
億
が

途
上
国
の
主
張
で
、
オ
ゾ
ン
層
保
護

で
は
「
多
国
間
基
金
」
が
設
立
さ
れ
た
。

基
金
を
運
営
す
る
執
行
委
員
会
の
委
員

は
途
上
国
と
先
進
国
が
同
数
。
南
北
協

調
の
大
き
な
進
展
と
い
え
る
が
、
資
金

不
足
は
深
刻
で
、
昨
年
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
議
定
書
の
締
約
国
会
議
で
、
途

上
国
は
九
七
年
か
ら
三
年
間
に
八
’
十

億
が
を
求
め
た
が
、
拠
出
国
に
よ
っ
て

五
億
四
千
万
が
に
値
切
ら
れ
た
。

先
進
国
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
も

停
滞
し
て
い
る
。
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
環
境
保
護
の
行
動
計
画
「
ア
ジ
ェ

ン
ダ
Ⅲ
」
を
途
上
国
が
実
施
す
る
に
は

年
間
約
千
二
百
五
十
億
㎡
の
援
助
が
必

要
と
試
算
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
国
民
総
生
産

（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
比
で
○
・
一
一
一
三
％
（
九
一
一
年
）

か
ら
○
・
七
％
に
拡
大
す
る
目
標
を

た
て
た
。
だ
が
、
九
五
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
総

額
は
五
百
九
十
二
億
が
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比

○
・
二
七
％
に
後
退
し
て
い
る
。

「
資
金
と
技
術
を
途
上
国
へ
提
供
す

る
こ
と
は
、
人
類
全
体
の
利
益
に
な

る
」
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
皿
の
理
想
は

足
踏
み
し
た
ま
ま
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
二
十
一
一
一
）

に
す
ぎ
な
い
」
魚
』
銀
）
と
い
壱
Ｚ
米
国
な

ど
、
約
東
升
藻
》
滞
納
し
て
い
る
国
も
穆
亀

家
族
計
画
と
女
性
運
動
の
パ
イ
オ

ニ
ア
、
加
藤
シ
ヅ
エ
さ
ん
の
功
績
を

記
念
し
て
、
昨
年
設
け
ら
れ
た
「
加

藤
シ
ヅ
エ
賞
」
の
初
の
受
賞
団
体
に
、

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
女
の
か
ら
だ

か
ら
」
と
、
「
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
お
ん
」

が
選
ば
れ
、
東
京
都
内
で
授
賞
式
が

あ
っ
た
。

「
ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
」
は
、
優
生
保

護
法
か
ら
昨
年
母
体
保
護
法
に
変
わ
っ

て
も
、
女
性
が
自
分
の
身
体
の
こ
と
を

自
分
で
決
め
る
権
利
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
」
は
保
障
さ
れ
な

か
っ
た
と
し
て
、
次
の
改
正
を
目
指
し

て
各
地
の
女
性
グ
ル
ー
プ
に
情
報
提
供

を
続
け
て
い
る
。

「
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
お
ん
」
は
、
家
族

や
労
働
、
性
暴
力
な
ど
の
女
性
問
題
の

解
決
に
か
か
わ
っ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
所
と
し
て
、
札
幌

で
相
談
な
ど
を
続
け
て
き
た
。
今
年
三

月
、
夫
の
暴
力
な
ど
に
悩
む
女
性
の
躯

Ｚ函
初の

力lmIiｼﾂﾞｴ賞

に２団体
ＳＯＳＨ１ＲＥＮ

女のスペース｡おん

‘，
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け
込
み
寺
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
が
開
か
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
を

始
め
て
い
る
。

審
査
員
の
一
人
、
東
京
家
政
大
教
授

の
樋
口
恵
子
さ
ん
は
『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｎ
』
は
、
障
害
者
は
産
み
た
く
な
い

と
い
う
形
で
障
害
者
差
別
に
加
担
さ
せ

「
児
童
手
当
の
大
幅
引
き
上
げ
を
」

「
子
の
無
い
夫
婦
に
税
金
を
か
け
て

は
？
」
。
急
激
な
少
子
化
の
進
行
に
、

出
生
率
向
上
策
の
必
要
性
が
あ
ち
こ
ち

で
語
ら
れ
始
め
た
。
だ
が
一
歩
誤
る

と
、
戦
時
中
の
”
産
め
よ
増
や
せ
よ
〃
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
微
妙
な
問
題
で
も

あ
る
。
「
出
産
」
と
い
う
個
人
的
な
領
域

に
、
国
は
ど
こ
ま
で
踏
み
込
め
る
の

か
。

対
策
基
本
法
も
浮
上

若
年
労
働
力
の
急
減
、
年
金
保
険
料

な
ど
企
業
の
負
担
増
、
成
長
の
先
細
り

…
…
。
少
子
化
即
「
経
済
小
国
」
へ
の
転

落
と
深
刻
に
受
け
止
め
る
経
済
界
、
さ

す
が
に
少
子
化
へ
の
反
応
も
早
い
。
四

四回

少
子
化
、
国
の
対
策
ど
こ
ま
で

一
歩
間
違
う
と
出
産
の
強
制
に

ら
れ
が
ち
だ
っ
た
女
性
と
、
障
害
者
と

が
連
携
す
る
場
を
作
り
出
し
た
。
最
近

は
、
女
性
が
地
方
か
ら
自
力
で
、
助
け
合

う
場
を
つ
く
り
出
す
勤
三
が
起
き
て
い
る

が
、
『
お
ん
』
は
そ
の
代
表
格
」
と
語
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
二
十
四
）

月
上
旬
、
東
京
商
工
会
議
所
が
発
表
し

た
「
少
子
化
対
策
」
に
関
す
る
提
言
は
、

「
人
口
減
少
社
会
対
策
基
本
法
（
仮
称
ど

の
制
定
を
は
じ
め
、
保
育
施
設
。
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
や
育
児
休
業
・
所
得
保
障

期
間
の
延
長
な
ど
合
計
十
二
点
の
具
体

案
を
並
べ
た
も
の
だ
。

中
に
は
、
仕
事
と
出
産
・
育
児
の
両

立
を
可
能
に
す
る
業
績
評
価
制
度
と

い
っ
た
企
業
へ
の
要
請
も
。
事
実
婚
や

婚
外
子
の
社
会
的
な
容
認
に
ま
で
言
及

し
た
あ
た
り
、
提
言
に
先
立
つ
欧
州
視

察
で
の
学
習
効
果
も
う
か
が
え
そ
う

だ
。自
民
党
内
で
も
、
す
で
に
議
論
の
た

た
き
台
づ
く
り
は
完
了
し
て
い
る
。
行

政
改
革
推
進
本
部
の
規
制
緩
和
委
員
会

で
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

清
水
嘉
与
子
参
院
議
員
が
座
長
と
な
っ

て
、
こ
の
三
月
ま
と
め
た
。

特
徴
は
子
育
て
経
費
の
具
体
的
な
軽

減
策
を
挙
げ
た
点
。
児
童
手
当
の
金
額

・
期
間
の
思
い
切
っ
た
見
直
し
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
所
得
税
の
保
育

費
控
除
の
新
設
、
公
的
年
金
制
度
に
子

育
て
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
む
案

な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
党
内
で
本

格
的
な
議
論
を
始
め
る
予
定
だ
。

課
税
求
め
る
強
硬
論
も

人
口
問
題
審
議
会
（
厚
相
の
諮
問
機

関
）
で
は
、
二
月
か
ら
初
め
て
少
子
化

問
題
を
正
面
き
っ
て
取
り
上
げ
、
目

下
、
各
界
専
門
家
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
最
中
だ
。
論
点
整
理
は
六
月
ご
ろ
だ

が
、
「
少
子
化
対
策
の
是
正
な
ど
、
入

り
口
の
議
論
に
と
ど
ま
る
見
通
し
」
（
大

臣
官
房
政
策
課
）
と
性
急
な
方
向
付
け

は
避
け
た
い
模
様
。

厚
生
省
の
姿
勢
が
慎
重
な
の
は
、

軽
々
な
出
産
誘
導
が
人
権
問
題
に
触
れ

か
ね
な
い
ば
か
り
か
、
戦
時
体
制
下
の

強
引
な
人
口
増
強
政
策
を
想
起
さ
せ
る

恐
れ
さ
え
あ
る
か
ら
だ
。

さ
す
が
に
現
代
で
は
、
”
子
宝
報
国
〃

思
想
の
出
番
は
な
い
。
「
国
連
で
も
す

で
に
一
九
七
○
年
代
、
政
府
が
こ
の
分

野
で
政
策
を
策
定
す
る
場
合
も
、
強
制

で
な
く
説
得
と
教
育
に
よ
る
ソ
フ
ト
な

手
段
で
あ
る
べ
き
と
の
線
で
合
意
ず

み
。
今
で
は
性
や
生
殖
の
問
題
に
お
け

る
女
性
の
選
択
権
を
う
た
っ
た
り
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
の
考

え
方
を
無
視
で
き
な
い
」
（
岡
崎
陽
一
日

本
大
学
非
常
勤
講
師
）
。

だ
が
自
民
党
の
規
制
緩
和
委
で
は
、

結
構
、
強
硬
案
も
飛
び
交
っ
た
よ
う

だ
。
座
長
の
清
水
議
員
が
打
ち
明
け

る
。
『
自
分
は
子
供
を
産
ま
ず
、
他
人

の
産
ん
だ
子
の
負
担
で
老
後
を
楽
に
過

ご
そ
う
と
の
考
え
方
は
け
し
か
ら
ん
。

そ
ん
な
女
性
に
は
税
金
を
課
す
べ
き

だ
』
な
ん
て
声
も
一
部
に
は
あ
り
ま

す
。
他
方
に
は
『
ま
ず
男
性
が
育
児
に

参
加
し
な
く
て
は
』
と
い
う
男
性
議
員

も
い
ま
す
が
」
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
は
反
対
に
、
出
産

を
評
価
す
る
積
極
策
を
訴
え
る
声
は
学

者
の
中
に
も
出
て
い
る
。
自
民
党
で
の

議
論
に
影
響
を
与
え
た
と
目
さ
れ
る
高

山
憲
之
一
橋
大
学
教
授
も
そ
の
一
人
。

規
制
緩
和
委
の
勉
強
会
で
も
、
年
金
制

度
の
中
に
出
生
手
当
や
児
童
手
当
を
組

み
込
む
案
な
ど
を
披
露
し
て
い
る
。
九

九
年
の
年
金
制
度
改
革
に
向
け
た
年
金

5，



公
共
財
か
私
的
財
か

こ
う
し
た
経
済
支
援
を
促
す
主
張
の

裏
に
あ
る
の
は
、
子
供
を
「
公
共
財
」
と

見
る
考
え
方
。
子
を
産
む
こ
と
が
夫
婦

ば
か
り
か
社
会
に
も
恩
恵
を
及
ぼ
す
の

だ
か
ら
、
社
会
も
こ
れ
を
支
援
す
べ
き

と
い
う
わ
け
だ
。

一
方
、
島
田
晴
雄
慶
応
義
塾
大
学
教

授
は
「
子
供
は
私
的
財
」
と
の
立
場
を
と

る
。
先
の
人
口
間
題
審
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
も
「
男
女
は
愛
情
の
た
め
に
結
婚

し
、
子
を
産
む
べ
き
で
、
そ
れ
以
上
の
強

制
は
す
べ
き
で
な
い
」
と
の
持
論
を
展
開

し
た
。
少
子
化
を
憂
え
る
な
ら
「
む

し
ろ
改
革
す
べ
き
は
企
挫
悉
赴
云
で
あ
り
、

男
性
の
労
働
時
間
こ
そ
出
産
・
育
児
の
最

大
の
制
約
条
件
で
は
な
い
か
」
と
も
。

「
少
子
化
問
題
は
、
我
々
が
ど
ん
な

や
り
方
で
文
明
社
会
を
維
持
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
と
い
う
根
幹
的
な
議
論

な
く
し
て
語
れ
な
い
」
と
、
小
手
先
の

対
策
を
戒
め
る
の
は
正
村
公
宏
専
修
大

学
教
授
だ
Ｃ

「
非
婚
の
傾
向
も
あ
る
に
せ
よ
、
子

を
産
み
育
て
た
い
と
の
気
持
ち
は
、
人

審
議
会
（
厚
相
の
諮
問
機
関
）
の
議
論
で

も
、
子
育
て
実
践
者
へ
の
年
金
保
険
料

軽
減
が
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
だ
。

環
境
庁
は
二
十
四
日
、
地
球
温
暖
化

が
日
本
に
与
え
る
影
響
を
ま
と
め
た
。

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
Ｊ
濃
度

が
二
倍
に
な
る
と
平
均
気
温
は
一
’

二
・
五
度
上
昇
し
、
広
範
に
影
響
が
及

ぶ
と
警
告
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
現
状
の
ま
ま
続

く
と
、
二
十
一
世
紀
半
ば
に
Ｃ
Ｏ
２
濃

度
は
二
倍
に
な
る
と
予
測
。
気
温
が
上

が
り
、
年
平
均
で
は
一
’
二
・
五
度
上

昇
す
る
。
降
水
量
は
年
平
均
で
マ
イ
ナ

間
に
と
っ
て
ノ
ー
マ
ル
な
欲
求
。
そ
れ

が
ど
こ
か
で
抑
圧
さ
れ
て
い
る
な
ら
、

社
会
的
に
是
正
す
る
の
は
正
当
な
行
為

と
い
え
る
。
子
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の

方
策
と
し
て
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、

人
権
と
自
由
な
選
択
を
保
証
す
る
観
点

か
ら
様
々
な
制
度
改
革
を
行
え
ば
、
結

果
的
に
出
生
率
改
善
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
」正圏

温暖化が進

めばコメ

まずくなる

ス
五
％
Ｉ
プ
ラ
ス
一
○
％
の
幅
で
変

化
、
夏
に
は
干
天
と
大
雨
の
日
が
増
え

る
と
い
う
。

作
物
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
水
稲
は

北
日
本
で
増
収
、
西
日
本
で
減
収
と
な

る
。
西
日
本
で
は
気
温
上
昇
に
よ
り
食

味
が
落
ち
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
小

麦
は
ど
の
地
域
で
も
減
収
と
な
り
、
イ

ン
ド
、
中
国
で
は
二
一
○
○
年
時
点
で

小
麦
の
収
溌
量
が
そ
れ
ぞ
れ
五
五
％
、

一
五
％
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
日
本
の
食
糧
事
情
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
と
み
ら
れ
る
。

人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
熱
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
死
者
が
増
加
、
特
に
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
死
亡
率
が

上
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
四
・
二
五
）

議
論
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
が
、

少
子
化
の
ピ
ッ
チ
の
速
さ
に
浮
足
立
っ

て
、
「
論
よ
り
実
践
」
と
の
声
も
出
そ
う

な
気
配
。
し
か
し
根
っ
こ
に
あ
る
問
題

を
放
置
し
た
ま
ま
札
束
を
積
ん
で
も
、

効
果
は
期
待
簿
だ
ろ
う
。

（
編
集
委
員
中
村
み
ゆ
き
）

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
七
・
四
・
二
十
四
）

４
月
１
日
現
在
の
全
国
の
咀
歳
未
満

の
子
供
の
数
は
１
９
５
２
万
人
で
、
国

勢
調
査
開
始
（
１
９
２
０
年
）
以
来
最
も

少
な
か
っ
た
前
年
を
躯
万
人
下
回
り
、

最
低
記
録
を
更
新
し
た
こ
と
が
４
日
、

明
ら
か
に
な
っ
た
。
皿
年
以
来
焔
年

連
続
で
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
総

務
庁
が
毎
年
、
こ
ど
も
の
日
に
先
立
っ

て
実
施
し
て
い
る
調
査
結
果
と
し
て
発

表
し
た
。
総
人
口
に
占
め
る
子
供
の
割

合
も
過
去
最
低
の
咀
・
５
％
に
落
ち
込

み
、
妬
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
割
合

（
咀
・
５
％
）
に
０
．
１
ポ
イ
ン
ト
差
ま
で

に
な
っ
た
。
同
庁
に
よ
る
と
、
今
年
中

に
お
年
寄
り
の
数
が
子
供
の
数
を
上
回

る
見
通
し
で
、
少
子
化
・
高
齢
化
が
一

段
と
進
む
現
状
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

子
供
の
数
を
男
女
別
に
見
る
と
、
男

子
が
１
０
０
０
万
人
（
前
年
比
旧
万
人

減
）
、
女
子
が
９
５
２
万
人
（
同
）
。
年

齢
別
で
は
、
未
就
学
の
乳
幼
児
（
０
～

四回

子供の数一

最lHiの1952万人

総務庁調査
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５
歳
）
が
７
１
８
万
人
、
小
学
生
の
年

代
（
６
～
皿
歳
）
が
７
８
６
万
人
、
中
学

生
の
年
代
（
皿
～
以
歳
）
が
４
４
８
万

人
。子
供
の
人
口
は
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
（
⑪
～
蛆
年
）
を
は
さ
み
、
戦
前
か
ら

釦
年
代
ま
で
出
生
率
が
高
く
、
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
釦
％
以
上
だ
っ
た

が
、
的
年
に
は
皿
％
に
ダ
ウ
ン
。
そ
の

後
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
Ⅵ
～
測
年
）

で
わ
ず
か
に
盛
り
返
し
た
が
、
万
年
以

降
は
減
少
に
転
じ
た
。
そ
の
後
は
な
だ

ら
か
な
減
少
カ
ー
ブ
を
描
き
、
朗
年
に

は
、
％
を
切
っ
た
。

第
２
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
出
産

年

95年までは国勢謂査人口、９８年
以降は国立社会保障・人口問題
研究所の推計人口。９７年は、４
月１日現在、他は１０圏１日現在

適
齢
期
に
入
り
、
０
～
２
歳
児
の
年
齢

層
だ
け
は
例
外
的
に
前
年
比
２
万
人
増

の
３
５
９
万
人
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

同
庁
は
二
時
的
な
現
象
。
少
子
化
傾

児
童
労
働
、
性
的
搾
取
な
ど
子
供
を

め
ぐ
る
問
題
は
近
年
、
国
際
的
な
関
心

を
集
め
て
い
る
。
子
供
の
権
利
を
広
範

に
明
文
化
し
た
「
児
童
の
権
利
条
約
」
が

１
９
８
９
年
、
国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
、
子
供
の
人
権
尊
重
の
推
進
力
を
生

ん
だ
が
、
子
供
を
め
ぐ
る
状
況
は
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
昨
年
ｎ

月
、
児
童
労
働
の
状
況
を
ま
と
め
た
報

告
書
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

発
展
途
上
国
で
は
５
～
以
歳
の
児
童
２

億
５
０
０
０
万
人
が
労
働
し
て
い
る
。

地
域
別
に
は
１
億
５
３
０
０
万
人
が
ア

ジ
ア
、
８
０
０
０
万
人
が
ア
フ
リ
カ
、

１
７
５
０
万
人
が
中
南
米
。
「
も
と
も

と
人
口
が
多
く
、
近
年
経
済
発
展
が
著

し
い
ア
ジ
ア
で
、
よ
り
安
価
な
労
働
力

と
し
て
子
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
（
粟

野
真
造
・
国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー

函

〃
働
く
子
供
“
二
億
五
千
万
人

ｌ
暴
力
隠
買
春
の
被
害
深
刻

向
に
変
化
は
な
い
」
と
み
て
い
る
。

【
止
野
央
絵
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
五
）

代
表
）
の
だ
。

ユ
ニ
セ
フ
の
世
界
子
供
白
書
は
、
発

展
途
上
国
で
は
子
供
４
人
に
１
人
が
働

い
て
い
る
と
訴
え
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
チ

ル
ド
レ
ン
は
世
界
に
３
０
０
０
万
人
か

ら
１
億
人
い
る
と
さ
れ
る
。

子
供
の
性
的
搾
取
や
人
身
売
買

も
深
刻
だ
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
の
「
ア
ジ
ア
観
光
子
ど
も
一

買
春
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
Ｅ
Ｃ
｜

Ｐ
Ａ
Ｔ
）
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
で

年
間
１
０
０
万
人
以
上
の
子
供
が

性
産
業
に
入
っ
て
い
る
。
欧
米
諸

国
で
は
未
成
年
に
性
的
行
為
を

行
っ
た
大
人
の
処
罰
が
厳
し
く
な

り
、
海
外
で
の
買
春
行
為
も
本
国

の
法
律
で
訴
追
で
き
る
よ
う
法
整

備
を
進
め
て
い
る
。

民
族
紛
争
で
は
、
女
性
や
子
供

が
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
暴

力
や
レ
イ
プ
の
標
的
に
さ
れ
や
す
く

な
っ
た
。
現
在
約
１
３
０
０
万
人
い
る

難
民
の
半
分
以
上
が
旧
歳
未
満
の
子
供

で
、
精
神
的
な
ケ
ア
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

中
米
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
多
く

の
紛
争
地
を
取
材
し
て
い
る
写
真
家
、

長
倉
洋
海
さ
ん
は
、
「
子
供
は
大
人
の

世
界
の
鏡
」
と
い
う
。
困
難
の
中
で
生

き
る
子
供
た
ち
が
放
つ
明
る
さ
、
強

さ
、
た
く
ま
し
さ
に
ひ
か
れ
る
長
倉
さ

ん
だ
が
、
そ
う
し
た
子
供
た
ち
が
南
北

格
差
や
大
人
の
思
惑
の
犠
牲
者
で
あ
る

と
語
る
。

【
生
長
恵
理
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
五
）
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【
北
京
４
日
Ⅱ
鈴
木
暁
彦
】
中
国
で
一

九
九
六
年
に
生
産
さ
れ
た
コ
メ
、
小

麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
食
糧
は
、

地
方
の
報
告
を
集
計
す
る
と
、
五
億
少

を
突
破
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
天
候
が
よ
か
っ
た
こ
と
と
、
作
付

面
積
の
増
加
が
理
由
。
九
五
年
に
続
く

豊
作
の
う
え
、
二
○
○
○
年
の
目
標
を

上
回
る
過
去
最
高
の
「
超
大
豊
作
」
だ
。

だ
が
、
在
庫
急
増
に
よ
っ
て
市
場
価
格

は
国
の
買
入
れ
価
格
よ
り
低
下
し
、
政

府
は
豊
作
貧
乏
を
嫌
っ
て
農
家
の
生
産

図
食
糧
生
産
、
５
億
ト
ン
突
破

昨
年
の
目
標
よ
り
４
年
早
く

意
欲
が
落
ち
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。

九
六
年
は
三
十
あ
る
省
・
直
轄
市
・
自

治
区
の
う
ち
、
二
十
の
地
区
が
過
去
最
高

を
更
新
し
た
。
国
家
統
計
局
は
今
年
四
月

初
め
、
概
算
と
し
て
前
年
に
比
べ
て
五
％

増
の
四
億
九
千
万
少
と
発
表
し
て
い
た
。

九
六
年
の
品
種
別
の
増
産
量
は
、
概

算
で
コ
メ
が
三
、
四
百
万
少
、
小
麦
が

七
、
八
百
万
少
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
六
、

七
百
万
少
と
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
集
団
制
の
人
民
公
社
が
姿

を
消
し
、
食
糧
生
産
は
主
に
各
農
家
の

ｋ
食
糧
生
産
は
主
に
各
農
家
の

意
欲
に
頼
っ
て
い
る
。
政

蛎
府
は
農
家
を
激
励
す
る
た

め
九
四
年
と
九
六
年
の
二

度
、
買
い
入
れ
価
格
を
大

卯
幅
に
上
げ
、
昨
年
の
上
げ

幅
は
過
去
十
九
年
で
最
高

の
四
二
％
だ
っ
た
。
作
付

５
面
積
も
中
国
が
食
糧
確
保

８
の
最
低
線
と
し
て
い
る
百

年
十
万
平
方
キ
ロ
に
達
し
た
。

羽
一
一
年
連
続
の
豊
作
で
在
庫

が
膨
れ
上
が
り
、
国
内
の

市
場
価
格
は
買
い
入
れ
価
格
を
下
回

り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
は
国
際
相

場
の
方
が
安
く
な
り
、
輸
出
し
に
く
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

買
い
入
れ
価
格
引
き
上
げ
と
い
う
刺

激
策
を
採
り
に
く
く
な
っ
た
政
府
は
今

後
、
肥
料
や
農
薬
の
値
下
げ
な
ど
に
よ

る
生
産
経
費
の
削
減
を
図
ろ
考
え
。
し

か
し
、
現
金
収
入
の
増
加
に
直
接
結
び

消
費
大
国
。
日
本
は
ど
れ
だ
け
の
資
源
を
使
い
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
る

囲
磐
恢
瑁
蕊
餌
ｗ
稲
總
。

つ
か
な
い
方
法
で
農
家
の
意
欲
を
維
持

す
る
の
は
か
な
り
難
し
そ
う
だ
。

中
国
は
＋
二
億
の
人
口
を
抱
え
、
食

糧
の
生
産
動
向
は
国
際
相
場
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
が
、
九
六
年
が
豊
作

だ
っ
た
た
め
、
大
量
輸
入
に
よ
る
国
際

相
場
の
暴
騰
は
避
け
ら
れ
そ
う
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
五
）

１９６０６５７０７５Ｂ０８５９０９４年度

の
か
。
デ
ー
タ
で
点
検
し

て
み
た
。

肥
年
現
在
で
、
日
本
は

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貿
易

量
の
１
割
を
超
え
る
３
億

７
２
７
０
万
少
（
石
油
換

算
）
を
輸
入
し
、
１
人
当

た
り
石
油
を
年
間
１
少
近

く
消
費
し
て
い
る
。

農
産
物
で
は
、
世
界
の

農
産
物
貿
易
量
の
８
％
が

日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
世
界
貿
易
量
の
路
％
に
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あ
た
る
１
５
９
３
万
少
に
の
ぼ
り
、
農

水
省
の
試
算
で
は
、
日
本
人
の
た
め
の

農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
に
国
内
外
で

計
約
１
７
０
０
万
鯵
の
農
地
が
使
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
約
１
２
０
０
万
鯵

が
海
外
の
農
地
だ
。
私
た
ち
の
胃
袋
を

満
た
す
た
め
に
日
本
の
２
．
４
倍
も
の

農
地
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

国
立
環
境
研
究
所
の
推
計
に
よ
る

と
、
日
本
は
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
や

鉱
物
資
源
、
食
物
と
な
る
動
植
物
資
源

な
ど
を
年
間
に
Ⅲ
億
８
０
０
０
万
少
消

費
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
輸
入
資
源
量

は
６
億
９
４
０
０
万
少
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
資
源
を
入
手
す
る
た
め
、
農
地

整
備
や
工
事
な
ど
で
約
弘
億
少
の
土
壌

や
鉱
石
な
ど
を
掘
削
し
て
い
る
。

環
境
庁
の
試
算
に
基
づ
き
、
平
均
的
な

家
庭
の
地
球
温
暖
化
へ
の
影
響
を
み
て
み

よ
き
想
定
は
、
都
内
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
に
住
む
蛆
代
後
半
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
専
業
主
婦
、
高
校
生
の
長
女
の
一

家
◎
冷
暖
房
や
テ
レ
ビ
な
ど
家
庭
内
の
機

器
の
使
用
や
乗
用
車
や
鉄
道
の
利
用
、

外
食
な
ど
で
、
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
年
間
で
２
０
２
４
キ
ロ

・
簿
（
炭
素
換
算
）
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う

ち
最
も
多
い
の
は
乗
用
車
で
約
７
２
０

欲
・
弩
。
次
い
で
給
湯
約
２
３
０
キ
ロ
．

弩
、
廃
棄
物
処
理
２
２
０
キ
ロ
．
鞄
ブ
。
自

動
車
の
利
用
の
仕
方
が
、
家
庭
で
の
温

暖
化
対
策
の
カ
ギ
と
い
え
そ
う
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
七
）

政
府
・
与
党
の
財
政
構
造
改
革
会
議

（
議
長
・
橋
本
竜
太
郎
首
相
）
は
九
八
年

度
予
算
案
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

を
九
七
年
度
予
算
比
で
一
○
％
程
度
削

減
す
る
方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。
Ｏ
Ｄ

Ａ
予
算
が
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

の
は
現
在
の
体
系
に
な
っ
た
七
八
年
度

以
降
初
め
て
で
、
五
次
に
わ
た
る
中
期

目
標
の
廃
止
と
併
せ
て
「
聖
域
な
き
歳

出
削
減
」
の
象
徴
に
す
る
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
九
五
年
実
績
）
は
約

百
四
十
七
億
三
千
万
が
Ｃ
兆
三
千
八

百
五
十
四
億
円
）
で
五
年
連
続
世
界

一
。
毎
年
度
の
予
算
も
概
算
要
求
基
準

（
シ
ー
リ
ン
グ
）
の
「
例
外
事
項
経
費
」
と

し
て
高
い
伸
び
を
確
保
し
て
き
た
。
九

、司田

98年度予算
１０％削減

財政改革会議で調整

七
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
伸
び
は
過
去

最
低
の
二
・
一
％
だ
っ
た
が
、
｜
般
歳

出
全
体
の
一
・
五
％
を
上
回
っ
た
。

政
府
経
費
の
歳
出
削
減
策
を
検
討
し

て
い
る
政
府
・
与
党
は
六
月
中
旬
に
ま

と
め
る
財
政
改
革
法
案
の
骨
格
で
公
共

事
業
費
の
減
額
や
社
会
保
障
の
給
付
抑

制
を
打
ち
出
す
考
え
で
、
国
際
貢
献
策

の
柱
で
あ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
も
優
遇

せ
ず
政
策
分
野
別
で
最
大
規
模
の
削
減

を
目
指
す
。
九
七
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算

は
約
一
兆
千
六
百
八
十
七
億
円
で
、
九

【
北
京
９
日
飯
田
和
郎
】
中
国
林
業
省

は
８
日
、
中
国
全
土
の
旧
％
の
１
６
８

万
９
０
０
０
平
方
キ
ロ
が
砂
漠
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

砂
漠
化
し
た
土
地
は
日
本
の
総
面
積
の

約
４
．
５
倍
に
相
当
、
世
界
一
の
人
口

を
抱
え
る
中
国
の
食
糧
自
給
問
題
と
も

関
係
し
、
砂
漠
化
防
止
と
緑
化
推
進
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
政
府
が
初
め
て
全
国
調
査
を
実

施
し
、
同
日
公
表
し
た
「
中
国
荒
漠
化

報
告
」
で
わ
か
っ
た
。

團團

中
国
の
肥
％
砂
漠

毎
年
神
奈
川
県
分
の
広
が
り

八
年
度
に
一
○
％
削
減
す
れ
ば
一
千
億

円
強
の
歳
出
削
減
効
果
を
見
込
め
る
。

予
算
を
減
額
し
た
う
え
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

改
革
の
方
向
性
も
示
す
。
効
果
的
な
資

金
配
分
を
目
指
し
、
競
合
関
係
に
あ
る

日
本
輸
出
入
銀
行
や
民
間
資
金
と
の
役

割
分
担
や
、
環
境
・
医
療
・
教
育
分
野

の
重
点
化
、
海
外
経
済
協
力
基
金
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｆ
）
な
ど
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
施
体
制
の
見

直
し
な
ど
を
対
象
に
す
る
方
向
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
八
）

報
告
に
よ
る
当
過
去
印
年
間
で
年
平

均
２
４
６
０
平
方
獣
の
ペ
ー
ス
で
砂
漠
化

が
進
ん
で
い
々
こ
れ
は
神
奈
但
蒸
２
４

１
４
平
方
鄙
）
に
匹
敵
す
る
十
通
が
毎
雫

砂
漠
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
亀
砂
漠
化

が
進
行
す
る
原
因
と
し
て
①
人
□
の
増
加

に
よ
る
無
秩
序
な
開
墾
や
森
林
伐
採
、

土
地
管
理
の
不
徹
底
②
中
国
特
有
の
気

象
、
地
形
条
件
ｌ
な
ど
を
魚
け
て
い
く

そ
の
結
果
、
水
没
や
土
壌
に
含
ま
れ

る
塩
分
濃
度
の
増
加
し
た
土
地
を
含

め
、
耕
作
不
能
に
な
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
自

坪



治
区
、
新
調
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
、
青
海
省
な
ど
北
西
部

の
ほ
か
、
山
西
省
な
ど
中
北
部
に
多
く

み
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
砂
漠
化
に
よ

る
経
済
損
失
は
年
間
平
均
５
４
０
億
元

（
約
８
４
０
０
億
円
）
に
も
上
っ
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
九
）

済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
諸
国
の

囲臺隼アジア嚇熱；
繍十環境改善費用はＧＤＰの一一％未満

環
境
改
善
資
金
と

アジアの時代到来所吋甕な国環境悪化の傾向が強い地
に
な
っ
て
お
り
十
カ
国
に
は
資
金
援
助

Ａ
Ｄ
Ｂ
は
「
環
境
改
善
に
資
金
が
必

環
境
改
善
、
年
細
億
ド
ル
必
要
蕊
跡
小
蝿

域
へ
の
援
助
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
は
十
一
金
は
、
全
体
の
八
五
％
を
占
め
た
。
経

日
ま
で
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
発
展

途
上
の
ア
ジ
ア
二
十
カ
国
に
つ
い
て
、

公
害
や
土
壌
流
出
な
ど
悪
化
し
た
環
境

を
十
年
間
で
改
善
す
る
に
は
年
間
約
一
一
一
こ
れ
ま
で
の
三
十
年
以
上
に
、
こ
れ
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
指
摘
・
従

百
五
十
一
億
が
の
資
金
が
必
要
、
と
す
か
ら
の
一
一
一
十
年
が
ア
ジ
ア
の
時
代
に
な
来
の
ア
ジ
ア
型
の
国
内
産
業
の
保
護
政

る
Ｉ
・
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
は
十
一
日
、
策
は
国
際
基
準
と
両
立
せ
ず
、
国
際
的

報
告
は
「
汚
染
物
質
の
大
気
、
水
へ
ア
ジ
ア
の
一
人
当
た
り
の
所
得
は
、
イ
な
資
本
市
場
は
一
国
の
無
責
任
な
政
策

の
排
出
を
九
○
％
減
ら
す
」
な
ど
環
境
ン
ド
な
ど
南
ア
ジ
ア
で
一
一
○
一
一
五
年
に
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
早
く
罰
す
る
こ

テ
ー
マ
ご
と
に
改
善
目
標
を
設
定
し
、
は
四
倍
に
増
え
、
東
ア
ジ
ア
は
一
一
○
一
一
一
と
に
な
り
、
ア
ジ
ア
各
国
の
政
策
を
制

達
成
に
必
要
な
資
金
を
算
出
し
た
。
○
年
に
米
国
と
同
程
度
に
な
る
と
予
測
限
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
必
要
資
金
は
中
国
が
一
し
た
リ
ポ
ー
ト
テ
ジ
ア
の
興
隆
」
を
発
リ
ポ
ー
ト
は
ア
ジ
ア
の
潜
在
力
に
着

番
多
く
年
間
百
七
十
六
億
が
。
同
国
の
表
し
た
。

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
四
・
八
八
％
リ
ポ
ー
ト
は
、
今
後
三
十
年
で
生
活
が
、
過
去
三
十
年
、
ア
ジ
ア
が
変
化
に

を
占
め
た
。
続
い
て
イ
ン
ド
の
七
十
八
の
質
の
向
上
と
改
善
が
見
込
め
る
地
域
速
や
か
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
が
、
今

億
が
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
一
・
八
九
％
）
、
土
地
と
し
て
南
ア
ジ
ア
を
挙
げ
、
こ
の
一
一
一
十
後
も
発
展
で
き
る
証
明
と
な
っ
て
い
る

の
砂
漠
化
が
進
ん
で
い
る
モ
ン
ゴ
ル
の
年
間
の
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
と
同
と
し
て
い
る
。

一
一
十
八
億
が
（
同
三
百
九
十
八
倍
）
な
ど
じ
率
で
経
済
成
長
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
（
産
経
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
十
一
一
）

こ
の
一
一
一
カ
国
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
パ
ま
た
、
世
界
経
済
の
統
合
を
強
め
る

キ
ス
タ
ン
を
加
え
た
五
カ
国
の
必
要
資
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ア
ジ
ア

5石



にゅうす弓S､お－らむ

【
北
京
皿
日
Ⅱ
秋
田
浩
之
】
中
国
政
府

が
失
業
問
題
の
深
刻
さ
を
浮
き
彫
り
に

す
る
統
計
を
相
次
い
で
公
表
し
て
い

る
。
地
方
政
府
や
国
有
企
業
に
対
し
、

失
業
者
対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
呼

び
か
け
る
の
が
狙
い
だ
。
今
年
後
半
に

は
、
香
港
返
還
や
共
産
党
大
会
と
い
う

重
要
行
事
が
重
な
る
だ
け
に
、
指
導
部

は
失
業
者
に
よ
る
デ
モ
の
多
発
な
ど
に

神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
よ
う
だ
。

労
働
省
の
公
式
資
料
に
よ
る
と
、
九

六
年
末
時
点
の
都
市
部
の
失
業
者
は
五

百
五
十
三
万
人
で
、
失
業
率
は
三
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
労
働
省
は

国
有
企
業
の
経
営
悪
化
な
ど
に
伴
い
、

自
宅
待
機
や
賃
金
未
払
い
状
態
に
あ
る

「
失
業
寸
前
」
の
余
剰
労
働
者
が
都
市
部

で
約
二
千
二
百
万
人
い
る
、
と
の
統
計

の
公
表
に
踏
み
切
っ
た
。

民
政
省
も
最
近
、
都
市
部
で
失
業
に

よ
り
新
た
に
千
三
百
万
人
の
「
貧
困
層
」

面雇Ⅱ

都市部網棚者

2200万人に
政府､失業問題

へ警鐘

が
出
現
し
た
と
発
表
す
る
な
ど
、
政
府

が
こ
の
問
題
の
深
刻
さ
を
訴
え
る
姿
勢

が
目
立
っ
て
い
る
。

｜
方
、
国
家
経
済
体
制
改
革
委
員
会

は
、
耕
地
の
減
少
な
ど
か
ら
二
○
○
○

年
ま
で
に
農
村
部
の
一
億
三
千
七
百
万

人
が
農
業
以
外
の
職
を
探
す
必
要
に
迫

ら
れ
る
と
予
測
。
余
剰
労
働
力
を
吸
収

す
る
た
め
に
、
都
市
部
で
は
同
年
ま
で

に
五
千
四
百
万
人
の
新
た
な
雇
用
が
必

要
だ
が
、
三
千
八
百
万
人
分
し
か
提
供

で
き
な
い
と
警
告
し
た
。

新
華
社
電
に
よ
る
と
、
労
働
省
は
主

要
都
市
に
四
千
、
社
会
団
体
や
個
人
も

四
千
七
百
の
職
業
紹
介
所
を
開
い
て
い

る
。
た
だ
、
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
多
い
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
七
・
五
・
十
三
）

【
北
京
旧
日
Ⅱ
高
井
潔
司
】
中
国
の
林

業
省
は
こ
の
ほ
ど
中
国
の
砂
漠
化
現
象

を
調
査
し
た
「
中
国
荒
漠
化
報
告
」
を
発

表
し
た
。 團圖

砂漠jP塩害地

全土の27％

林業省報告書

そ
れ
に
よ
る
と
、
国
際
的
な
基
準
に

照
ら
し
て
、
砂
漠
や
凍
結
塊
塩
害
地
な

ど
「
荒
漠
地
」
と
区
分
さ
れ
る
面
積
は
、

合
わ
せ
て
二
百
六
十
二
万
平
方
キ
ロ
。

綴
、
中
国
全
土
の
二
七
・
三
％
に
達
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
二
十
年
間
に
毎

年
平
均
二
千
四
百
六
十
平
方
㎡
・
勝
の

土
地
が
砂
漠
化
を
起
こ
し
て
い
る
と
い

政
府
・
与
党
は
財
政
構
造
改
革
の
一

環
と
し
て
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
高

齢
者
の
増
加
率
な
ど
一
定
の
指
標
よ
り

低
く
抑
え
る
「
歳
出
上
限
（
キ
ャ
ッ
プ
）

制
」
を
設
け
る
。
来
年
度
以
降
の
財
政

運
営
の
指
針
と
な
る
財
政
改
革
法
案

（
仮
称
）
に
盛
り
込
む
。
少
子
・
高
齢
化

で
将
来
世
代
の
負
担
が
累
増
す
る
と
懸

念
さ
れ
て
い
る
た
め
で
、
歳
出
総
額
に

縛
り
を
か
け
、
医
療
保
険
制
度
な
ど
の

改
革
を
促
す
。
ま
ず
、
政
府
・
与
党
は

高
額
の
所
得
を
得
て
い
る
高
齢
者
に
対

す
る
医
療
・
年
金
の
給
付
制
限
を
九
八

年
度
に
導
入
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

国
民
に
と
っ
て
は
将
来
に
向
け
、
医
療

の
負
担
増
や
年
金
の
給
付
引
き
下
げ
な

雇邇

社
会
保
障
費
に
上
限
制

高
額
所
得
者
給
付
制
限
萎
蘆
に
も
導
入

》（ノ○こ
の
現
象
は
、
東
北
、
西
北
、
華
北

地
区
で
目
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地

区
で
は
程
度
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

土
地
の
八
○
％
が
何
ら
か
の
荒
漠
化
現

象
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
二
十
）

高
額
所
得
者
給
付
制
限

来
年
度
に
も
導
入

月
内
に
ま
と
め
る
財
政
構
造
改
革
会

議
（
議
長
・
橋
本
竜
太
郎
首
相
）
の
最
終

ど
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り
そ
う
だ
。

65蟻以上の高齢者数と構成比

2５

印
％
脂

胡



報
告
で
上
限
制
の
導
入
を
提
唱
し
、
秋

の
臨
時
国
会
に
提
出
す
る
財
政
改
革
法

案
に
社
会
保
障
の
上
限
規
定
を
盛
り
込

む
。
財
政
赤
字
削
減
の
目
標
年
次
で
あ

る
二
○
○
三
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と

す
る
方
向
だ
。

社
会
保
障
関
係
費
は
九
七
年
度
で
十

四
兆
五
千
億
円
。
最
近
は
高
齢
者
の
増

加
ペ
ー
ス
が
強
ま
っ
て
き
た
た
め
、
制

度
改
革
を
し
な
い
場
合
に
予
想
さ
れ
る

給
付
の
自
然
増
が
大
き
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。
九
八
年
度
は
新
た
に
年
金
を
受

け
る
人
が
年
間
百
万
人
増
え
る
こ
と
な

ど
か
ら
八
千
億
円
（
前
年
度
比
約
五
・
五

％
増
）
と
大
幅
な
自
然
増
が
見
込
ま
れ

る
。
九
八
年
度
は
こ
れ
を
三
千
億
円

（
二
％
増
）
程
度
に
圧
縮
す
る
方
針
を
決

め
て
い
る
が
、
九
九
年
度
以
降
も
抑
制

の
基
準
を
設
け
る
。

目
安
に
す
る
指
標
と
し
て
は
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
率
や
全

人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
構
成
比
率
の

推
移
、
国
民
所
得
の
伸
び
率
な
ど
が
あ

が
っ
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
展
度
合
い

を
示
す
数
値
を
そ
の
ま
ま
か
、
組
み
合

わ
せ
て
設
定
す
る
。

仮
に
高
齢
者
人
口
の
増
加
率
を
採
用

し
た
場
合
、
厚
生
省
の
最
新
の
人
ロ
推

計
に
よ
る
と
九
五
’
二
○
○
○
年
の
五

年
間
で
毎
年
平
均
三
・
五
％
ず
つ
、
二
○

○
○
－
二
○
○
五
年
で
同
二
・
九
％
ず
つ

増
え
る
計
算
だ
。
こ
う
し
た
数
字
を
伸

び
率
の
「
最
大
値
」
と
し
、
毎
年
の
予
算

編
成
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
義
務
つ
け
る
。

社
会
保
障
関
係
費
は
制
度
や
法
律
で

給
付
の
仕
組
み
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

上
限
制
の
範
囲
に
歳
出
を
抑
え
よ
う
と

す
る
と
、
例
え
ば
医
療
を
受
け
た
際
に

患
者
が
支
払
う
自
己
負
担
を
引
き
上
げ

た
り
、
医
師
が
保
険
か
ら
受
け
取
る
診

療
報
酬
を
見
直
し
て
医
療
費
総
額
を
抑

え
る
な
ど
の
措
置
が
必
要
に
な
る
。

財
政
改
革
会
議
は
年
間
所
得
が
一
千

万
円
以
上
な
ど
比
較
的
高
所
得
の
高
齢

者
へ
の
年
金
給
付
制
限
や
医
療
の
自
己

負
担
見
直
し
に
つ
い
て
、
九
九
年
度
に

予
定
し
て
い
る
年
金
の
財
政
再
計
算
に

先
だ
っ
て
実
施
す
べ
き
だ
と
判
断
。
九

八
年
度
に
年
金
法
や
健
康
保
険
法
な
ど

の
改
正
を
す
る
よ
う
年
金
審
議
会
（
厚

相
の
諮
問
機
関
）
な
ど
に
働
き
掛
け

る
。
給
付
制
限
の
対
象
に
な
る
と
、
受

診
時
に
支
払
う
自
己
負
担
額
が
所
得
に

応
じ
て
段
階
的
に
高
く
な
っ
た
り
、
現

行
制
度
で
も
ら
え
る
年
金
額
の
一
部

カ
ッ
ト
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
七
・
五
・
二
十
｜
）

側
。
中
で
も
日
本

は
一
一
○
三
○
年
に

四
四
・
五
％
と
二
・

二
人
で
高
齢
者
一

人
を
支
え
る
計
算

に
な
り
、
ド
イ
ツ

と
並
ぶ
高
水
準
に

な
る
と
し
て
い

る
。

こ
の
た
め
「
年

金
や
医
療
、
介
護

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は

二
十
六
日
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に

関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
出
生
率

の
低
下
な
ど
で
加
盟
国
の
高
齢
化
が
進

み
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
年
金
・
医
療
制

度
の
存
続
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
警
告
し

て
い
る
。

報
告
書
は
十
五
’
六
十
四
歳
の
生
産

年
齢
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
人
ロ
の
割
合
（
高
齢
者
扶
養
率
）

を
取
り
上
げ
、
主
要
七
カ
国
の
平
均
で

二
○
○
○
年
の
一
一
割
強
か
ら
一
一
○
三
○

年
に
は
四
割
近
く
ま
で
上
昇
す
る
と
予

囲働菖岸肋一一叩訓晦禍蝿樟川臘う

主要国の高齢者扶養率(%）
2000年２０３０
▼ ▼

日本 ２４．３４４．５》》

制
度
の
改
革
が
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
を

支
え
る
現
役
世
代
の
生
活
水
準
が
大
幅

に
低
下
し
か
ね
な
い
」
と
の
懸
念
を
表

明
。
柔
軟
な
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
で
高
齢
者
の
働
き
手
を
増
や
す
と
と

も
に
、
医
療
》
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
民
間

委
託
な
ど
に
よ
っ
て
社
会
保
障
制
度
を

効
率
化
す
る
こ
と
が
急
務
だ
と
指
摘
し

て
い
る
。

（
パ
リ
Ⅱ
小
竹
洋
之
）

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
七
・
五
・
二
十
七
）

ドイツ

ス
ト
｜

ン
ス
ア
エ

ラ
｜
リ
ウ
ン

フ
オ
ラ
ス
デ

錘蕊鑓ii鑿:！

(注)高齢者扶養率は65歳以上の高齢者
人口を15~64歳の生産年齢人口で
割った値
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囮妊産婦、年間６冊万５千人味臨砺鰔補碑湘蝿翔飢
〃
不
慮
の
死
“
…
こ
の
た
め
２
０
５
０
年
の
人
口
予

想
は
而
萸
か
ら
１
１
１
蝋
の
間
で
、

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
本
部
７
年
度
版
「
世
界
人
口
白
書
」
を
世
界
主
可
滕
が
高
い
の
が
腿
囑
と
、
“
罐

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
は
躯
日
、
１
９
９
要
都
市
で
同
時
発
表
し
た
．
計
よ
り
５
億
令
穆
正
さ
れ
た
．

●
「
白
書
」
指
摘

●
世
界
の
人
ロ
閖
億
５
千
万
人
Ⅱ
伸
び
率
低
下
１
．
妃
％
に

途
上
国
で
深
刻

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
泌
曰
共
同
】
国
連
人
堂
鴬
の
算
の
人
口
は
鍋
億
５
０
０

口
基
金
が
鯛
日
発
表
し
た
１
９
９
７
年
０
頁
と
聯
さ
れ
、
”
～
蛎
年
の
霞
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

度
版
の
「
世
界
人
口
白
書
」
に
よ
る
と
、
人
口
増
は
８
１
０
０
頁
、
將
鴛
年
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
ィ
ッ
」
（
性
と
生

一「川Ｉ珊剛山囹ｍＩＩ叫呵詠刎‐山Ｉ廻ｌ必Ｉ「‐劃‐計討‐町’’一殖に関する健康と権
Ⅲ
’
１
，
ｕ
葵
愚
一
瀬
十
・
つ
川
撫
蕊
襯

安
さ

辻促月こ￣ｒｍｐｋＵ”’

１Ｆ上石声門序瞳宕

｜出生'0万人当たりの妊産婦死亡数（地域:ＩＤ

|騒雪ｌ２ｉ
Ｉ東アフリカ1,061カリプ海４０１

１北アフリカ３４３南アメリカ１９．
｜南アフリカ４３７
１西アフリカ1,023北アメリカ１

１アジア３８３オセアニア３８１
１東アジア９１オーストラリア・
Ｉ南中央アジア５６２ニュージーランド１１

１トラリア、ニュージーランド、日本により構成され患
｜※開発途上地域は、アフリカ全域、日本を除くアジア・

Ｉ〈世界保健機関(ＷＨＯ）1990＞

鱗藤山
にやでが５８犬そは屯行が会た年いの

世界全体
先進エ業地域
開発途上地域

429

２７

４７９

人
権
に
か
か
わ
る
諸
機
関
聖
篭
環
国
際

さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
楕
濯
路
政
府
と
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
協
力
関
係
の
強
化

援
助
猿
到
の
椎
催
冠
ど
を
量
二
Ｆ
）
て
ぃ
亀

同
計
画
は
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
す

べ
て
の
人
々
が
質
の
高
い
情
報
と
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の

目
標
を
掲
げ
た
。
２
０
０
０
年
ま
で
の

年
間
必
要
経
費
は
１
７
０
億
が
。
し
か

し
、
歳
出
総
額
は
そ
の
３
分
の
１
を
支

援
す
る
先
進
国
の
不
況
で
目
標
の
半
分

に
も
達
し
て
い
な
い
。

そ
の
結
果
、
開
発
途
上
国
の
妊
産
婦

死
亡
推
定
値
（
出
生
、
万
人
当
た
り
、

加
年
）
は
４
７
９
に
上
り
、
１
億
２
０

０
０
万
～
１
億
５
０
０
０
万
人
の
女
性

が
効
果
的
な
避
妊
手
段
を
入
手
で
き
な

い
、
と
白
書
は
指
摘
。
さ
ら
に
、
年
間

４
５
０
０
万
件
の
中
絶
が
行
わ
れ
、
２

０
０
０
万
件
は
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い

状
況
で
行
わ
れ
７
万
人
が
死
亡
▽
１
億

２
０
０
０
万
人
が
性
器
切
除
を
受
け
、

毎
年
２
０
０
万
人
が
そ
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
▽
毎
年
、
２
０
０
万
人
に

上
る
喧
歳
以
下
の
子
ど
も
が
性
産
業
市

場
に
送
り
込
ま
れ
て
い
る
ｌ
な

ど
、
女
性
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
【
佐
藤
正
伸
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
二
十
九
）

我



二
○
二
○
年
以
降
も
人
口
増
加
が
続

く
の
は
埼
玉
、
滋
賀
、
沖
縄
の
三
県
だ

け
で
、
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
生
産

年
齢
人
口
は
二
○
一
五
年
に
全
都
道
府

県
で
減
少
に
転
じ
る
’
し
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
三
十
日
、

今
年
一
月
に
発
表
し
た
全
国
の
将
来
人

口
予
測
を
基
に
、
都
道
府
県
別
に
二
○

○
○
年
か
ら
二
○
二
五
年
ま
で
の
五
年

ご
と
の
人
口
変
動
を
予
測
し
た
「
将
来

推
計
人
目
を
発
表
し
た
。
人
口
減
少

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
は
、
す
で
に
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
北
海
道
、
東
北
、

山
陰
、
四
国
、
九
州
地
方
に
加
え
、
出

生
率
が
全
国
最
低
に
な
っ
て
い
る
東
京

都
。
こ
う
し
た
地
方
の
自
治
体
で
は
他

に
先
駆
け
て
高
齢
、
少
子
化
が
差
し

迫
っ
た
問
題
と
な
り
そ
う
だ
。

一
九
九
五
年
十
月
一
日
現
在
の
人
口

を
基
準
と
し
、
出
生
率
や
地
域
間
の
移

動
率
な
ど
に
地
域
差
を
加
味
し
推
計
し

た
。推
計
結
果
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人

口
が
ピ
ー
ク
と
な
る
二
○
○
七
年
を
前

四画
高
齢
化
地
域
は
人
口
減
も
加
速

増
え
続
け
る
の
は
埼
玉
滋
賀
、
沖
縄

最
後
の
楽
園
と
い
わ
れ
る
モ
ル
デ
ィ

ブ
。
そ
の
首
都
マ
レ
が
、
ご
み
処
理
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
人
口
集
中
と
建

設
ブ
ー
ム
で
ご
み
が
急
増
し
た
た
め

だ
。
次
世
紀
に
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る

に
、
二
十
五
都
道
府
県
で
二
○
○
○
年

か
ら
二
○
○
五
年
の
間
に
人
口
が
減
り

始
め
る
。
一
一
○
二
○
年
か
ら
二
○
二
五

年
の
間
に
は
四
十
四
都
道
府
県
で
人
口

が
減
少
。
こ
の
時
点
で
埼
玉
県
が
○
・

五
％
、
滋
賀
県
が
一
・
七
％
、
沖
縄
県

が
○
・
三
％
と
、
一
一
一
県
だ
け
が
人
口
増

を
続
け
る
。

九
五
年
の
人
口
を
一
○
○
と
し
、
二

○
二
五
年
の
人
口
を
み
る
と
、
最
も
少

な
く
な
る
の
は
秋
田
県
の
七
九
で
、
東

京
都
の
八
○
、
山
口
県
の
八
一
、
長
崎

県
の
八
二
、
大
阪
府
、
島
根
県
、
高
知

県
の
八
三
と
続
く
。
逆
に
人
口
が
多
く

團圖

モ
ル
デ
ィ
ブ
が
ご
み
に
沈
む
四

観
光
客
と
人
ロ
急
増
で
処
理
追
い
つ
か
ず

海
面
上
昇
で
水
没
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

そ
の
前
に
ご
み
に
埋
没
し
か
ね
な
い
事

態
だ
。

【
マ
レ
で
小
島
一
夫
】

イ
ン
ド
洋
に
１
１
０
０
の
島
を
真
珠

の
よ
う
に
ち
り
ば
め
た
モ
ル
デ
ィ
ブ
。

な
る
の
は
滋
賀
県
（
一
二
三
）
、
埼
玉
県

（
二
九
）
、
沖
縄
県
（
二
四
）
、
千
葉

県
（
二
二
）
な
ど
十
三
県
と
な
る
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
零
歳
か
ら
十
四

歳
ま
で
の
年
少
人
ロ
は
二
○
○
○
年
ま

で
全
都
道
府
県
で
減
少
す
る
。
二
○
○

五
年
か
ら
二
○
一
○
年
に
か
け
て
十
八

府
県
で
増
加
す
る
が
、
二
○
一
五
年
に

は
再
び
全
都
道
府
県
で
減
少
す
る
。
二

○
二
五
年
で
年
少
人
口
の
割
合
が
一
番

高
い
の
は
沖
縄
県
Ｃ
七
・
一
％
）
、
逆

に
最
も
低
い
の
は
東
京
都
（
一
○
・
六

％
）
と
な
る
。
生
産
年
齢
人
口
は
二
○

一
五
年
に
は
全
都
道
府
県
で
減
少
に
転

じ
る
。
二
○
二
五
年
で
生
産
年
齢
人
口

の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
埼
玉
県
（
六

二
・
四
％
）
で
、
最
も
低
い
の
は
島
根
県

（
五
三
・
七
％
）
と
な
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
五
・
三
十
一
）

新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。
国
民
町
万
人
が
、
２
０
２
島
に
分

散
し
て
住
む
。
だ
が
、
１
９
９
０
年
代

に
入
り
、
学
校
や
病
院
な
ど
社
会
施
設

の
完
備
し
た
マ
レ
島
へ
の
人
口
集
中
が

始
ま
り
、
船
年
に
は
全
人
口
の
妬
％
、

７
万
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
世
界

一
人
口
密
度
の
高
い
首
都
だ
。

あ
ち
こ
ち
で
ア
パ
ー
ト
や
、
観
光
ホ
テ

ル
の
建
設
が
進
む
。
生
活
ご
み
と
建
設
廃

材
の
総
量
は
１
日
２
０
５
少
に
も
な
る
。

政
府
は
皿
年
ｎ
月
、
６
キ
ロ
離
れ
た

テ
ィ
ラ
フ
シ
・
サ
ン
ゴ
環
礁
（
約
８
平

方
キ
ロ
）
を
ご
み
捨
て
場
に
指
定
。
ご
み

を
捨
て
、
砂
を
掛
け
る
方
法
で
対
処
し

て
き
た
。
し
か
し
、
ご
み
の
量
は
、
当

初
の
予
測
を
は
る
か
に
上
回
る
速
度
で

増
加
。
外
国
人
観
光
客
が
宿
泊
す
る
リ

ゾ
ー
ト
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
も

搬
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
計

アラビア海 薄
聴

学，１御一・
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画
で
は
加
年
は
持
つ
は
ず
が
、
今
世
紀

で
満
杯
に
な
る
心
配
が
出
て
き
た
。

さ
ら
に
、
環
礁
の
周
囲
が
板
で
仕
切

ら
れ
て
お
ら
ず
、
高
潮
で
ご
み
が
流
出

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
乾
電
池
な
ど
の

有
害
物
質
が
生
活
ご
み
と
一
緒
に
投
棄

さ
れ
、
重
金
属
が
海
洋
に
染
み
出
す
危

険
性
も
。
海
洋
汚
染
は
観
光
を
最
大
の

産
業
と
す
る
モ
ル
デ
ィ
ブ
に
と
っ
て
死

・
活
問
題
だ
。
政
府
は
、
国
際
協
力
事

業
団
に
調
査
を
要
請
。
事
業
団
は
①
環

礁
の
外
側
に
護
岸
堤
建
設
②
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
ご
み
総
量
の
軽
減
③
分
別
収

集
ｌ
な
ど
の
改
善
点
を
指
摘
し
た
．

建
設
公
共
事
業
省
の
イ
プ
ラ
ヒ
ム
事

業
課
長
は
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

問
題
だ
。
将
来
も
埋
め
立
て
て
い
く
の

か
、
焼
却
に
す
る
の
か
、
ど
う
対
処
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
だ
。
ご
み
先
進
国
の
日
本

に
ぜ
ひ
助
け
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

氾
年
に
就
任
し
た
ガ
ュ
ー
ム
大
統
領

の
下
で
進
ん
だ
観
光
立
国
化
。
国
民
の

生
活
水
準
は
、
１
人
当
た
り
国
民
総
生

産
９
０
０
㎡
と
、
他
の
南
ア
ジ
ア
諸
国

を
し
の
ぐ
ま
で
に
な
っ
た
が
、
ご
み
問

題
と
い
う
難
問
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ

た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
六
・
五
）

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
５
日
Ⅱ
佐
藤
和
雄
】

国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長
が
七
月
に
発

表
す
る
国
連
改
革
案
で
、
人
道
と
開
発

の
二
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

を
含
め
た
大
幅
な
機
構
改
革
が
打
ち
出
さ

れ
る
こ
と
が
五
日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

国
連
事
務
局
幹
部
ら
に
よ
る
と
、
改

革
案
の
骨
格
は
①
人
道
問
題
局
（
Ｄ
Ｈ

Ａ
）
担
当
事
務
次
長
を
兼
ね
る
「
国
連
緊

急
援
助
調
整
官
」
の
役
割
を
、
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
）
に
移
し
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
を
大
幅
縮
小
す

る
②
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど

開
発
関
連
機
関
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

ま
と
め
、
行
政
部
門
を
再
編
・
統
合
す

る
ｌ
と
い
う
も
の
．

改
革
案
は
、
三
月
に
発
表
し
た
事
務

局
改
革
も
含
め
た
包
括
的
な
内
容
に
な

る
予
定
だ
。
本
格
的
に
討
議
さ
れ
る
の

は
九
月
半
ば
か
ら
始
ま
る
第
五
十
二
回

総
会
以
降
と
な
る
。

人
道
問
題
局
は
、
一
九
九
二
年
に
設

立
さ
れ
、
援
助
機
関
の
活
動
の
調
整
に

あ
た
っ
て
き
た
。
緊
急
援
助
調
整
官
の

玉国

国
連
、
「
人
道
局
」
解
体
も

開
発
関
連
機
関
を
統
合

ポ
ス
ト
は
、
関
係
機
関
を
含
む
国
連
シ

ス
テ
ム
全
体
の
人
道
分
野
で
、
政
策
の

決
定
や
調
整
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た

す
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

改
革
案
は
、
こ
の
緊
急
援
助
調
整
官

の
ポ
ス
ト
を
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
ゆ
だ

ね
、
各
援
助
機
関
の
調
整
機
能
を
与
え

低
用
量
の
経
口
避
妊
薬
（
ピ
ル
）
の
解

禁
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
厚
生
省
の

公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会

（
山
崎
修
道
部
会
長
）
は
十
六
日
、
性
感

染
症
の
予
防
策
を
強
化
し
た
上
で
、
解

禁
を
容
認
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

厚
生
省
で
は
既
に
ピ
ル
解
禁
の
方
針
を

固
め
て
お
り
、
同
部
会
が
「
条
件
付
き

容
認
」
の
見
解
を
示
し
た
こ
と
で
、
解

禁
が
凍
結
さ
れ
て
き
た
低
用
量
ピ
ル

は
、
同
省
の
中
央
薬
事
審
議
会
の
最
終

決
定
を
経
て
今
秋
に
も
承
認
さ
れ
る
こ

國

「
ビ
ル
」
今
秋
に
も
解
禁

性
感
染
症
対
策
条
件
に

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
欧
州
本

部
に
分
か
れ
て
い
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
、
大
幅

に
縮
小
さ
れ
る
か
事
実
上
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

開
発
分
野
で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
、
国
連

児
童
基
金
ヨ
ニ
セ
フ
）
、
国
連
人
ロ
基

金
な
ど
の
機
関
と
事
務
局
の
開
発
部
局

を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
、
施
設

や
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
運

営
経
費
の
削
減
を
図
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
六
・
六
）

と
が
確
実
と
な
っ
た
。

副
作
用
を
抑
え
た
低
用
量
ピ
ル
に
つ

い
て
、
中
薬
審
は
今
年
二
月
、
「
医
薬

品
と
し
て
の
有
効
性
、
安
全
性
が
確
認

さ
れ
た
」
と
の
結
論
を
ま
と
め
た
が
、

解
禁
の
た
め
に
は
、
「
公
衆
衛
生
上
の

観
点
か
ら
の
審
議
が
必
要
」
と
し
て
、

公
衆
衛
生
審
議
会
に
検
討
を
依
頼
し
て

い
た
。こ
の
日
ま
と
ま
っ
た
報
告
書
で
は
、

性
感
染
症
予
防
に
有
効
な
コ
ン
ド
ー
ム

が
、
日
本
で
は
主
に
避
妊
目
的
で
使
用
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さ
れ
て
い
る
た
め
、
ピ
ル
が
解
禁
さ
れ

る
と
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
率
が
低
下
す

る
可
能
性
を
指
摘
。

ピ
ル
解
禁
は
「
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｉ
Ｖ
）
な
ど
性
感
染
症
の
増
加
の
要
因

に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
解
禁
の
前
提
と

し
て
、
性
感
染
症
予
防
に
つ
い
て
の
国

民
の
認
識
を
高
め
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ

対
策
の
強
化
が
不
可
欠
」
と
の
見
解
を

示
し
た
。

報
告
書
は
そ
の
上
で
、
具
体
的
対
策

と
し
て
、
医
師
が
ピ
ル
を
処
方
す
る
際

に
コ
ン
ド
ー
ム
と
ピ
ル
を
併
用
し
て
性

感
染
症
を
予
防
す
る
よ
う
十
分
に
説
明

し
、
服
用
者
向
け
の
ピ
ル
の
説
明
書
に

も
併
用
の
重
要
性
を
記
載
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
た
。

ピ
ル
は
、
化
学
合
成
さ
れ
た
女
性
ホ

ル
モ
ン
で
、
日
本
以
外
の
先
進
国
で

は
、
ホ
ル
モ
ン
量
の
少
な
い
低
用
量
が

避
妊
薬
と
し
て
普
及
し
て
い
る
。
日
本

で
も
一
九
九
○
年
に
低
用
量
ピ
ル
の
承

認
申
請
が
出
さ
れ
た
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感

染
拡
大
な
ど
を
懸
念
す
る
意
見
が
中
薬

審
で
出
さ
れ
て
、
承
認
が
凍
結
。
現

在
、
月
経
異
常
治
療
薬
の
中
・
高
用
量

ピ
ル
が
、
医
師
の
裁
量
で
避
妊
薬
と
し

て
代
用
さ
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
六
・
十
七
）

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
人
口
政
策
の

カ
ギ
は
女
性
の
地
位
向
上
’
し
先
月

一
一
十
’
二
十
二
日
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

首
都
ダ
ブ
リ
ン
で
開
か
れ
た
国
連
人
口

基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
本
部
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
の
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ミ
ナ
ー
に

は
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
な
ど
か
ら
二
十

三
人
の
報
道
関
係
者
が
参
加
。
九
七
年

版
人
口
白
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
ヘ
ル
ス

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
と
健
康
の

保
障
ご
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

囮

妊
産
婦
死
亡
め
ぐ
り
議
論

国
連
人
口
基
金
・
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

「
妊
娠
や
出
産
が
原
因
で
、
毎
年
五

十
八
万
五
千
人
の
女
性
が
死
亡
し
て
い

る
」
と
セ
ミ
ナ
ー
の
口
火
を
切
っ
た
の

が
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
報
道
課
チ
ー
フ
の
ア

レ
ッ
ク
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
氏
。
ア
フ
リ

カ
地
域
で
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
や
ギ
ニ

ア
、
ソ
マ
リ
ア
で
ア
ジ
ア
地
域
で
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ブ
ー
タ
ン
な
ど
で
出

生
十
万
件
当
た
り
の
妊
産
婦
死
亡
者
数

が
千
五
百
人
を
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
避
妊
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
ま
た
は
不
備

に
よ
る
妊
産
婦
死
亡
は
、
全
世
界
で
年

間
約
二
十
万
人
に
達
す
る
。

人
ロ
増
加
に
歯
止
め

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
白
書
に
よ
る
と
、
九

七
年
六
月
現
在
の
世
界
人
口
は
五
十
八

億
五
千
万
人
。
一
九
九
○
’
九
五
年
の

年
平
均
人
口
増
加
率
は
一
・
四
八
％
と

一
九
八
○
年
代
後
半
に
見
ら
れ
た
よ
う

な
爆
発
的
な
増
加
ペ
ー
ス
に
は
歯
止
め

が
か
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

こ
の
数
字
に
は
妊
産
婦
死
亡
な
ど
の
問

題
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
氏
は
「
世
界
中
で
三
億

五
千
万
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
情
報
不
足
の

た
め
に
避
妊
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

ず
、
’
億
二
千
万
’
’
億
五
千
万
人
も

の
女
性
が
効
果
的
な
避
妊
手
段
を
手
に

入
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
」
と
訴
え

る
。
望
ま
な
い
妊
娠
は
年
間
四
千
五
百

万
件
の
中
絶
を
招
き
、
七
万
人
が
安
全

の
確
保
さ
れ
な
い
状
態
で
の
手
術
で
命

を
落
と
し
て
い
る
な
ど
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
ヘ
ル
ス
の
欠
如
は

深
刻
だ
。

「
女
性
が
自
分
の
体
に
つ
い
て
知

り
、
健
康
を
守
る
権
利
を
自
覚
す
る
た

め
に
は
、
性
差
別
の
無
い
教
育
に
よ
る

女
性
の
地
位
向
上
が
不
可
欠
」
と
発
言

し
た
の
は
、
ス
リ
ナ
ム
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

に
従
事
す
る
モ
ニ
ー
ク
・
エ
ッ
セ
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
さ
ん
。
現
在
、
世
界
全

体
で
読
み
書
き
の
出
来
な
い
女
性
は
約

六
億
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
男

子
の
約
三
億
二
千
万
人
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

識
字
率
の
低
い
地
域
で
は
、
母
親
に

栄
養
面
や
衛
生
面
に
つ
い
て
の
認
識
が

低
い
た
め
、
乳
幼
児
や
妊
産
婦
の
死
亡

率
も
高
い
。
若
年
で
の
結
婚
が
多
く
初

産
年
齢
が
低
い
う
え
、
避
妊
に
つ
い
て

の
知
識
が
無
い
た
め
に
生
涯
出
産
数
も
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にゆうす芯､お－らむ

多
い
。
た
と
え
出
産
に
伴
う
身
体
的
、

経
済
的
な
負
担
を
感
じ
て
い
て
も
、
教

育
を
受
け
て
い
な
い
彼
女
た
ち
に
は
情

報
を
得
る
手
段
も
窮
状
を
訴
え
る
す
べ

も
無
い
の
だ
。

今
も
続
く
女
性
器
切
除

セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
者
全
員
が
ス
ラ
イ

ド
上
映
の
途
中
で
思
わ
ず
目
を
伏
せ
頭

を
抱
え
て
し
ま
っ
た
の
が
、
ガ
ン
ビ
ア

か
ら
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
ラ
ジ
オ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
ミ
・
ジ
ョ
ブ
。

コ
ー
ル
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

だ
っ
た
。

ジ
ョ
ブ
・
ゴ
ー
ル
さ
ん
は
、
西
ア
フ

リ
カ
を
中
心
に
少
な
く
と
も
毎
年
二
百

万
人
の
女
性
が
、
迷
信
や
伝
統
的
な
慣

習
に
基
づ
い
て
女
性
性
器
切
除
（
Ｅ
Ｇ

Ｍ
）
を
受
け
て
い
る
と
報
告
。
推
定

で
、
現
在
生
存
し
て
い
る
女
性
の
お
よ

そ
一
億
二
千
万
人
以
上
に
Ｆ
Ｇ
Ｍ
が
施

さ
れ
て
い
る
。
性
器
を
切
除
し
な
け
れ

ば
子
供
を
死
産
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
り
、
結
婚
が
困
難
な
地
域
も
あ
る
た

め
、
多
く
は
四
’
十
歳
の
幼
少
時
に
母

親
の
意
思
で
手
術
を
受
け
る
と
い
う
。

し
か
も
、
切
除
手
術
は
医
療
従
事
者

で
は
な
い
伝
統
的
施
術
者
が
ガ
ラ
ス
の

破
片
や
殺
菌
さ
れ
て
い
な
い
か
み
そ
り

な
ど
を
使
っ
て
行
う
。
麻
酔
や
消
毒
薬

を
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
傷
口
が
化
の
う
し
た
り
、
敗
血
症

を
起
こ
し
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

「
紛
れ
も
な
く
女
性
に
対
す
る
虐
待
行

為
」
（
ジ
ョ
ブ
・
コ
ー
ル
さ
ん
）
だ
。

ア
フ
リ
カ
女
性
も
発
言

Ｆ
Ｇ
Ｍ
の
問
題
が
九
四
年
に
カ
イ
ロ

で
開
か
れ
た
世
界
人
口
会
議
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
海
外
な
ど
で
高
等

教
育
を
受
け
た
ア
フ
リ
カ
女
性
が
中
心

と
な
っ
て
、
各
地
で
女
性
の
地
位
向
上

と
慣
習
の
不
合
理
性
や
撤
廃
を
訴
え
る

活
動
も
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

九
四
年
以
前
は
女
性
性
器
切
除
の
事
実

自
体
が
公
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
改
善
の
ス
ピ
ー
ド
は
極
め
て
緩

や
か
だ
。

ジ
ョ
ブ
・
コ
ー
ル
さ
ん
は
こ
の
三
年

間
の
活
動
を
振
り
返
り
二
番
の
進
歩

は
、
私
た
ち
ア
フ
リ
カ
の
女
性
が
よ
う

や
く
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
ヘ
ル
ス
の
重
要

性
に
つ
い
て
語
り
始
め
た
こ
と
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
よ
り
効
果
的

な
人
口
政
策
に
は
、
も
は
や
人
口
増
加

率
を
抑
え
る
ク
ォ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
量
）

で
は
な
く
、
女
性
の
地
位
向
上
と
い
う

ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
（
質
）
が
カ
ギ
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

中
国
政
府
が
二
十
三
日
か
ら
の
国
連

環
境
特
別
総
会
に
提
出
す
る
「
持
続
可

能
な
発
展
に
関
す
る
国
家
報
告
」
は
、

地
球
環
境
問
題
に
、
中
国
が
正
面
か
ら

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
実
情
を
反
映

す
る
と
と
も
に
、
国
際
協
力
に
比
重
を

移
し
て
い
く
姿
勢
を
強
く
に
じ
ま
せ
た

も
の
だ
。
（
北
京
支
局
笹
島
雅
彦
）

中
国
は
従
来
、
地
球
環
境
問
題
に
関

す
る
国
際
会
議
の
場
で
は
、
「
先
進
国

の
持
続
不
可
能
な
生
産
・
消
費
パ
タ
ー

ン
と
資
源
発
掘
が
、
地
球
環
境
の
深
刻

な
汚
染
と
悪
化
を
招
い
て
き
た
宍
李
肇

屋
・
外
務
次
官
）
と
批
判
、
矛
先
を
先

進
国
の
責
任
追
求
に
置
き
、
国
内
対
策

に
消
極
的
な
発
展
途
上
国
の
意
見
を
代

弁
す
る
強
硬
姿
勢
に
終
始
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
今
回
の
国
連
環
境
特
別
総
会

に
、
途
上
国
側
代
表
を
自
任
す
る
中
国

が
ど
ん
な
戦
略
で
臨
ん
で
く
る
の
か
、

先
進
各
国
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

正国

地
球
環
境
問
題
に
本
腰

深
刻
な
汚
染
認
め
、
国
際
協
力
に
比
重

こ
う
し
た
中
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た

同
報
告
は
、
環
境
問
題
に
詳
し
い
宋
健

・
国
家
科
学
技
術
委
員
会
主
任
（
閣
僚

級
）
を
中
心
に
、
国
務
院
の
各
省
、
委

員
会
が
昨
年
八
月
か
ら
十
か
月
が
か
り

で
作
成
し
た
も
の
だ
。

同
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
持
続
可

能
な
発
展
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
用
い
、

経
済
発
展
を
目
指
す
「
改
革
・
開
放
」
政

策
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
先
進

国
批
判
中
心
の
論
調
か
ら
、
環
境
政
策

に
高
い
優
先
順
位
を
与
え
る
姿
勢
に
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
点
だ
。

報
告
は
、
中
国
が
直
面
す
る
問
題
点

と
し
て
、
①
経
済
発
展
、
技
術
水
準
の

相
対
的
低
さ
②
長
期
的
な
人
口
増
大
圧

力
と
資
源
不
足
③
経
済
成
長
と
資
源
、

環
境
の
矛
盾
の
突
出
ｌ
な
ど
を
あ

げ
た
上
で
、
「
環
境
汚
染
と
生
態
環
境

の
悪
化
傾
向
が
い
ま
だ
に
有
効
に
抑
制

さ
れ
て
い
な
い
」
と
、
急
速
な
経
済
成

（
政
治
部
長
谷
川
聖
子
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
七
・
六
・
十
八
）
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長
に
伴
う
公
害
問
題
の
深
刻
さ
を
率
直

に
認
め
て
い
る
。

酸
性
雨
被
害
４
割
も

こ
れ
は
、
国
内
の
環
境
悪
化
が
進
行

し
、
政
府
自
身
が
本
腰
を
入
れ
て
解
決

に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
ま

で
追
い
込
ま
れ
た
か
ら
と
み
ら
れ
る
。

現
在
、
中
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の

約
七
五
％
を
石
炭
に
依
存
し
、
沿
岸
部

や
四
川
省
の
都
市
部
を
中
心
と
し
て
大

気
汚
染
に
伴
う
酸
性
雨
が
拡
大
。
最
近

の
政
府
調
査
に
よ
る
と
、
被
害
地
域
は

全
国
の
四
○
％
に
及
び
、
沿
海
部
だ
け

で
も
農
地
、
森
林
の
損
失
額
が
約
九
十

七
億
元
（
約
千
四
百
五
十
五
億
円
）
に
の

ぼ
る
と
い
う
。
紙
の
原
料
と
し
て
全
生

産
量
の
四
分
の
三
を
ワ
ラ
に
頼
る
た

め
、
製
紙
工
場
に
よ
る
有
機
物
質
た
れ

流
し
で
水
質
汚
染
も
座
視
で
き
な
い
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

先
進
国
の
出
方
見
る

こ
の
た
め
報
告
で
は
、
先
進
国
に
対

し
、
発
展
途
上
国
の
環
境
資
金
対
策
と

し
て
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
対
国

民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
比
○
・
七
％
に
引

き
上
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
促
す

と
と
も
に
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
技
術
」

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の

開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
は
四
日
、

同
委
員
会
加
盟
皿
力
国
の
１
９
９
６
年

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
東
欧
向
け

を
除
く
）
実
績
を
発
表
し
た
。

円
安
、
予
算
抑
制
の
影
響
で
前
年
比

弘
・
９
％
減
少
し
た
日
本
は
拠
億
３
７

０
０
万
が
と
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
が
、

米
国
の
加
億
５
８
０
０
万
が
を
上
回

り
、
辛
う
じ
て
６
年
連
続
で
援
助
世
界

一
を
維
持
し
た
。

Ⅲ
力
国
の
総
額
は
５
５
１
億
１
４
０

０
万
㎡
で
同
６
．
４
％
減
。
日
本
を
含

め
ｎ
カ
国
が
前
年
割
れ
し
た
が
、
日
本

の
大
幅
な
落
ち
込
み
が
減
少
の
主
因
に

な
っ
た
。

を
途
上
国
に
技
術
移
転
す
る
よ
う
要
求

し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い

て
は
、
先
進
国
に
対
し
て
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
の
「
削
減
」
を
要
請
す

る
一
方
、
自
国
に
つ
い
て
「
排
出
量
の

増
大
率
の
抑
制
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ

れ
は
、
途
上
国
へ
の
総
量
規
制
の
目
標

数
値
設
定
を
回
避
し
な
が
ら
、
先
進
国

皿

日
本
６
年
連
続
世
界
一

円
安
と
予
算
抑
制
で
額
は
大
幅
減

国
別
で
は
、
日
本
、
米
国
に
次
い
で
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
ド
イ
ツ
が
３
位
、
同
妃
。

０
％
減
の
フ
ラ
ン
ス
が
前
年
の
２
位
か

ら
４
位
に
転
落
し
た
。
米
国
の
同
盟
・
０

％
増
が
目
立
つ
が
「
遅
れ
て
い
た
世
界
銀

行
な
ど
へ
の
拠
出
金
が
“
親
付
さ
れ
た
た

め
【
外
務
省
）
で
、
積
極
的
に
援
助
を

増
や
し
た
結
果
で
は
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
に
占
め

る
比
率
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
１
．
Ｍ
％
が

ト
ッ
プ
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
０
．
閲
％
、
オ
ラ

ン
ダ
０
・
開
％
と
続
く
。
国
連
が
掲
げ

る
０
．
７
％
と
い
う
目
標
に
達
し
た
の

は
こ
の
３
カ
国
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
加

え
た
４
カ
国
だ
け
。
日
本
は
０
．
卯
％

と
過
去
最
低
の
水
準
で
四
位
だ
っ
た
。

の
出
方
を
見
守
る
構
え
の
よ
う
だ
。

中
国
が
こ
う
し
た
課
題
に
本
格
的
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
は
、
国

際
協
議
の
場
で
具
体
策
の
コ
ン
セ
サ
ス

が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
先
進
諸
国
の

取
り
組
み
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
六
・
十
九
）

日
暗
黒
の
人
口
推
計
で
、
六
十
五
鐸
樗
早
上

の
寓
羅
醒
吉
の
人
口
が
初
め
て
＋
士
鐘
堅
木
満

1996年ＯＤＡ実績の上位５カ国

実績額伸び率対ＧＮＰ比
（百万ﾄﾞﾙ）（％）（％）

日本９４３７▼34.9０．２０

米国９０５８２３００．１２

ドイツ７５１５▼ｑｌｑ３２

フランス７４３０▼12.Ｏｑ４８

オランダ３３０３２．４０．８３

（▼はマイナス）

総
務
庁
が
二
士
ハ
日
ま
と
め
た
六
月
一

■■前

高齢者の人口

子供を上回る 【
小
林
剛
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
六
・
二
十
）

6／１・総務庁推計
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lこゅう戒5､お－らむ

の
子
供
の
人
口
を
上
回
っ
た
。
高
齢
者
の

増
加
と
子
供
の
減
少
は
今
後
も
続
き
二

○
二
五
年
に
は
一
口
風
聖
君
が
子
供
の
二
倍
に

達
す
る
見
通
し
。
少
子
・
高
齢
化
社
会
の

進
展
は
、
今
後
の
社
会
保
障
政
策
な
ど
に

大
費
迂
影
響
老
与
え
る
こ
と
が
必
至
だ
。

六
月
の
高
齢
者
人
口
は
千
九
百
五
十

四
万
人
で
、
総
人
口
の
一
五
・
五
○
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
子
供
の
人
口
は
千

九
百
四
十
九
万
人
で
、
’
五
。
四
六
％

に
と
ど
ま
っ
た
。
昨
年
六
月
に
は
、
高

齢
者
が
千
八
百
八
十
一
万
人
、
子
供
が

千
九
百
八
十
万
人
で
、
こ
の
一
年
間
で

約
百
万
人
の
差
が
逆
転
し
た
。

五
○
年
に
は
高
齢
者
の
割
合
が
約
五

％
、
子
供
は
約
三
五
％
だ
っ
た
。
し
か

し
、
高
齢
者
は
八
五
年
に
一
○
％
を
突

破
、
九
六
に
は
一
五
％
に
達
す
る
な
ど

年
々
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

子
供
は
六
一
年
ま
で
三
○
％
以
上
だ
っ

た
が
、
八
八
年
に
は
二
○
％
を
切
る
な

ど
年
々
減
少
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
七
・
六
・
’
一
十
七
）

厚
生
省
は
羽
日
付
で
、
１
９
９
６
年
計
特
殊
出
生
率
）
は
１
．
妃
で
過
去
最
低

の
人
口
動
態
統
計
の
概
況
を
発
表
し
の
前
年
（
１
・
妃
）
を
上
回
っ
た
。
だ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
１
人
の
女
性
が
が
、
う
る
う
年
で
１
年
が
前
年
よ
り
も

一
生
の
間
に
産
む
子
供
の
平
均
数
（
合
１
日
長
か
っ
た
こ
と
を
差
し
引
け
ば
同

出
生
率
は
１
．
蛇

に
な
り
、
同
省
は

合
計
特
殊
出
生
率

出生数と合計特殊出生率の推移
皿

少
子
化
傾
向
続
．
く

合
計
特
殊
出
生
・
率
ほ
ぽ
い
横
ば
い

「
急
速
な
少
子
化

に
歯
止
め
は
か

か
っ
て
い
な
い
」

と
分
析
し
て
い

る
。合
計
特
殊
出
生

率
は
人
□
を
縦
璋
持

す
る
の
に
必
要
な

２
．
冊
を
大
き
く

下
回
る
状
態
が
続

い
て
い
る
。
最
大

の
要
因
は
晩
婚
化

に
伴
う
女
性
の
出

産
年
齢
の
上
昇
。

女
性
が
初
め
て
の

子
供
を
産
む
年
齢

は
平
均
汀
・
６
歳

で
、
毎
年
上
昇
を

続
け
て
い
る
。
同
出
生
率
が
最
も
高

か
っ
た
の
は
沖
縄
県
で
１
．
船
。
最
低

は
墓
泉
都
の
１
．
Ｗ
だ
っ
た
。

出
生
数
は
１
２
０
万
６
５
５
１
人

で
、
前
年
を
１
万
９
４
８
７
人
上
回
っ

た
。
こ
れ
を
母
親
の
年
齢
別
で
み
る

と
、
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
該

当
す
る
弱
～
鍋
歳
の
増
加
が
著
し
く
、

同
世
代
が
出
生
数
を
一
時
的
に
押
し
上

げ
て
い
る
よ
う
だ
。

一
方
、
死
亡
数
は
的
万
６
１
８
２
人

で
、
阪
神
大
震
災
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
死
亡
数
が
急
増
し
た
前
年
よ

り
も
２
万
５
９
５
７
人
減
っ
た
。

【
前
田
浩
智
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
。
六
。
三
十
）
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調炎報告書

一インド国一

ReportontheBasicSurveyofPbpulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-India-
昭和58年度

１．中華人民共和国人ロ家族計画基礎調査報告識

BasicSuwevonPopu1aIjonandFamilyPIanning
inthePeople，sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平尖系中日合作凋在研究恨告お
（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調炎報告書

BasicSuwey(Ⅲ）onPopulationand田milyPIanning

inthePeople'sRepublicofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作凋従研究扱

告も（中国語版）

昭和59年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告書
一インド国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand
AgriculturalDeveIopmentinAsianCountries

-lndia-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画些礎調査

BasicSurveyReportonPopulationand団mily

PlannmgintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告誹
一タイ国一

ReportontheBasicSurveyolPopulationandDeve
lopmentinSoutheastAsianCountries

-Thailand－

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SuweyofUrbamzation，LivjngEnvironmentand

WeIfareinBangkok-Data-

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTI-ansitioninJapanandRuralDeve・
lopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationinJapａｎ（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SuweyofFertilityandLivingStandardsinChinese
RuralAreas-Data-Allthehouseholdsoftwo

viIIagesinjilinProvincesurveyedbyquestlonnaires
（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水平的凋査根告

一対千古林省商介村赴行全戸面談tlM査的培呆－

－琉汁塙一（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸国の農村人ロと農業開発に関する調盗轍告普

一インドネシア国一

ReportontheSuweyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountrles

-Indonesia-（英語版） ５．スライド日本の農業、腱村開発と人口

―その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RuralDevelopmentand，Populatjon
inJapan（英語版）

日本衣並衣村的睦展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasyarakatDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

昭和60年度

２．東南アジア諸国等人口，開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopuIationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Indones1a-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmentiT1Japan（英語版） Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一タイ同一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

５．人口と開発関連統計染

DemographicandSocioEconomiclndicatorson

PopuIationandDevelopｍｅｎｔ（英語版）

姑



６．スライド日本の産業開発と人口

―その原動力・電気一（日本語版）

IndustrialDevelopmentandPopulaｔｉｏｎｉｎＪａｐａｎ

－ＴｈｅＰｒｉｍｅＭｏｖｅ｢EIec[ricity-（英語版）

ロ本的卉並友展与人ロ

ー其原助力一曳べ－（中国語版）

PembangunanlndustridankependudukandiJepang

-PenggerakUtama-TengaListrik-

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告惑

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastASianCountries

-China-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一タイ国一

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinJapan（英語版）
7．ネパール王国人口家族計画第二次基礎調jE

ComplementaWBasicSurveyReportonPopulation

andFamilyPlanningｉｎ［hekjngdomofNepal5．アジアの人口転換と開発一統計染一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countries-0verviewandStatisticalTables-

（英語版）
昭和62年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調交報告書

一中華人民共和国一

ReporlontheSurveyofRuralPopulationand

AgTiculturalDevelopmentinAsianCountries

-China--（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinJapan

-AsianExperience-（英語版）

日本的人口与家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）
２．東南アジア諸国等人口，開発基礎調森報告書

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurveyolPopulationand

DevelopmentinSouLheastAsjanCountris

-China-（英語版）

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

一バングラデシュ国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopment－Bang]adesh-

（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告瞥

一フィリピン国一

４．ロ本の人口と農業開発

PopulationandAgricuIturalDevelopmentinjapan

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

Population,DevelopmentandEnvimnmentmNepal

（英語版）

６．スライド

日ノドの人口移動と経済発展（[|本語版）

TheMigratorvMovementandEconomicDevelop

mentinjapan（英語版）

日本的人口移功与鐙済友展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonomi

Dijepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労動力流出に関する調査研究報告書

一マレーシア国一

４．日本の人口櫛造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StructuralChangeinPopulationandDevelopment

-Japan'sExperienceinAging-（英語版） ７．トルコ国人口家族計画韮礎調査

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

AginginJapan-ChallengesandProspects-

（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面Iii挑銭

一追求具生命愈又的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一ネパール国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountrieS

-Nepal-（英語版）
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３・アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告響
一一中華人民共和国一

TantanganMasyarakatLanjutusiaJepang
（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人ロ-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationinjapaｎ
－ＴｒｅｎｄｓａｎｄＰｍｓｐｅｃｔｓｉｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

StrategicMeasuresfortheAgrjculturalDevelopment
-ComparatIveStrudiesonFiveAsianCountries-

〈英語版）

（本作品は、1990年(lib日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ
（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPoI)ulasidiJepang
（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告書
一フィリピン国一

ReportonlheSurveyofRuIn］Populationand

Agricultura］Development－Phjlippine-
（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告書
一バングラデシュ~

ReportontheBasicSuweyofPopulationand
DevelopmentinSouLheastAsianCountries

-Bangladesh--（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigTationinAsia（英譜版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人LIと農業開発に関する調査報告普
一マレーシアＥＩ－

Ｒｅｐｏｒｔｏｎ［heSurvevofRuralPopulationand

AgriculturalDeveloDment－Malaysia－
（英語版） ３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一インドネシア国一

２．束南アジア諸国等人口・開発基礎iiM在報告灘

一一ベトナム国一

ReY〕ortonIhcBasicSurveyofPopuIationand
DeveloDmentinSouthea5tAsianCountries

-VietNam-（英語版）

４．日本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Population，DevelopmenlandEnvironmentin

Japan－AsianExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

ErwironmenLPopulationandDevelopmentin
Japan（英語版）

日本的坏境一人口・升友（中国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembangunanJepang
（インドネシア語版）

（本作品は、1991年㈱日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３・アジア諸国からの労働力流１１１に関する調斑研究報告書

一スリランカ国一

４．アジアの産業権換と人口

IndustrialTransitionandPopuIationinAsia
（英語版）

５．スライド

明Ｈに生きる－日本の産業転換と人口一

（日本語版）

LivingfbrTomorrow－Industrial

Ｔ｢ansitionandPopulatjoninJapan-
（英語版）

生活在明天一日本的i立二土葬換与人口－

（中国語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktur

lndustriDanPopulasiDiJepang-
（インドネシア諾版）

６．アジアの人口都市化一統計築一

ProspectSofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一スリランカ国一

ReportontheSurveyRuralPopulaticnand
AgriculturalDevelopment--Srilanka-
（英語版）

２．束南アジア諸国等人口・開発恭礎調査報告書
一フィリピンＥｌ－－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries

--Philippines--（英語版）

平成５年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一一ベトナム四一
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ReportontheSurveyofRuralPopulatjonand

AgriculturalDevelopmenｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－
(英語版）

平成７年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・股村開発基礎調森報告

書一パキスタン国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRural

DevelopmentbyProgressStagemAsianCountries

-Pakistan-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告響

一スリランカ国一

RepoltontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountTies
-SriLmka-（英語版）２．アジア諸国の都市化と開発基礎調査報告書

一ネパール国一

Repormn[heSurveyofUrbanizationandDevelopment・

inAsianCountnes-Kepa告（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PopulationandSustamableDevelopment-

（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一インド同一

４．アジアにおける女性のエンバワーメント

ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ（英語版） ５．スライド

女たちの挑戦一女`住の地位向上と日本の人ロー

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Improvements

intheStatusofWomenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑哉一女性地位的提高与日本的人口一

（中国語版）

TantanganKaumWanita

-EmansipasiWanitadanPopulasjJepang--

（インドネシア語版）

５．スライド

アジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ABrightofGenderEquality

-EmpowerｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性目強之路一今日Ⅲ洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaan-KaumWanjta

AsiaMemmbahJalan-（インドネシア語版）

平成８年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSuweyonAgriculturaland

RuralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countries-LaoPcopleDsDemoTaticRepublic-

（英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・慶村開発基礎調査報告

瞥一インド国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRural

DevelopmentbyProgressStageinAsianCountries

-India-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告轡一タイ国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDeveIopment

inAsianCountries-ThaUand--（英語版）

2．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一フィリピ

ン国一

ReportontheSurveyofUrbamzationandDevelop‐

ｍｅｎｔinAsianCountries-Philippines-

（英語版） ３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一一ベトナム国一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調森研究

報告轡一ラオス国一 ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

-21世紀の戦略一

WomenDsLaborParticipationandEconomicDevelop‐

mentinAsia-Strategytoward21Century-

（英語版）

４．２１世紀の人口,食轍戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStrategyfor21stcentury

-AsiaandWorld-（英語版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfortheWomenofAsia（英語版）

並洲如女的新而程（中国語版）

WanitaAsiaKini..….（インドネシア語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChallengeandDecisionfortheYear2025

-PopulationlncreaseandFoｏｄｉｎＡｓｉａ－

（英語版）
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ＡＰＤＡＢ誌

ＡＰＤＡ
向篭2025年的決断一正洲的人口増怯和粗食一
(中国語版）

TekadUntukTahun2025-Pertambahan

PopulasidanPangandiAsia-（英語版）

曰誌I■■ ■■■

４
月
１
日
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ヅ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、
安
藤
博
文

事
務
次
長
が
来
日
。
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
の
案
内
で

三
塚
大
蔵
大
臣
と
会
見
、
北
畑
晴
代
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
長
が
同

席
。

４
月
２
日
ナ
フ
ィ
ス
。
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、
安
藤
博
文

事
務
次
長
が
中
山
太
郎
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
ら
と

懇
談
。

４
月
２
日
日
本
財
団
平
成
９
年
度
助
成
金
交
付
式
に
広
瀬
次
雄
常
務
理

事
、
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

４
月
塑
日
ア
テ
ィ
ャ
・
イ
ナ
ャ
ト
ゥ
ラ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
、
マ
ー
ク
・
ラ
ス

キ
ン
事
務
局
長
補
佐
が
来
日
。
清
水
嘉
与
子
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
事
務
局
長
ら
と
懇
談
。

４
月
豹
日
ｌ
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ

５
月
５
日
ム
」
設
立
総
会
に
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
本
協
会
理
事
）
、

楠
本
修
主
任
研
究
員
を
南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
派

遣
。

５
月
咀
日
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」
緊
急
臨
時
役
員
会
を
開
催
。

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
、
部
会
活
動
等
に
つ
い
て
協
議
。

５
月
晦
日
日
本
財
団
補
助
事
業
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を
開
催
、
出
版
・

ス
ラ
イ
ド
制
作
に
つ
い
て
検
討
。

５
月
皿
日
「
ト
リ
レ
ン
マ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｗ
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、

遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
北
畑
晴
代

国
際
課
長
が
出
席
。

５
月
四
日
本
協
会
理
事
会
開
催
。

⑪
平
成
８
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告

②
平
成
９
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

６
月
４
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
国
内
対
策
・
女
性
問
題
合
同
部

会
を
開
催
。

テ
ー
マ
当
我
が
国
の
少
子
・
高
齢
化
社
会
」

６
月
５
日
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
国
際
協
力
部
会
を
開
催
。

テ
ー
マ
当
国
際
人
ロ
・
開
発
援
助
と
日
本
の
貢
献
」

６
月
ｕ
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
地
球
規
模
問
題
部
会
を
開
催
。

テ
ー
マ
⑭
我
が
国
の
「
人
口
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
規
模
問

題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

６
月
週
日
日
本
人
口
学
会
佃
回
大
会
（
於
麗
沢
大
学
）
に
北
畑
晴
代
国

際
課
長
出
席
。

６
月
型
日
パ
キ
ス
タ
ン
人
口
・
開
発
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｇ
Ｐ

ｌ
酎
日
Ｄ
）
活
動
に
つ
い
て
同
国
国
会
議
長
と
の
協
議
の
た
め
パ
キ
ス

タ
ン
国
。
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
本

協
会
理
事
）
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
を
派
遣
。

６
月
聡
日
毎
日
新
聞
人
口
問
題
調
査
会
定
例
研
究
会
、
テ
ー
マ
「
少
子
化

・
高
齢
化
と
社
会
保
障
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が
出
席
。
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濠1hN蕊I写嚢醜明

〃
少
子
・
高
齢
化
社
会
〃
時
代
を
迎

え
て
日
本
は
い
ま
、
頭
を
抱
え
こ
ん
で

い
る
。

合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
一
・

四
四
。

喜望峰ｂＰ■ＦＩｌＨＩ

喜望峰は、1486年、バーソロミュー・テイアスによ

って発見ざれ当初「あらしの岬」と呼ばれた。1498年

にバスコーダーガマがこの岬の沖合を通過して、この

岬がアフリカ大陸最南端（地理上の最南端は、喜望峰

から200kmほど離

れているアンガス丘＝＝Lノー■

岬｡）であることを

発見し、インドへ

の航路を開拓して

以来、ポルトガル

王により「喜望の

岬」と改称された。

この岬の発見が、

ベネチア・ジェノ

バとアラブ商人に

独占されていたア

ジア貿易にスペイ

ン、ポルトガルが

参入するきっかけ

となった。当時の

ヨーロッパ世界は

豊かなアジアに憧

れ、そこへの進出

が夢であった。

世
界
の
途
上
国
か
ら
み
れ
ば
超
模
範

生
的
数
字
だ
が
、
百
年
後
の
日
本
の
総

人
口
が
こ
の
ま
ま
だ
と
約
五
千
万
人
に

減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

国
力
は
保
持
で
き
る
の
か
。

｜
方
で
は
膨
張
し
続
け
る
人
口
が
爆

発
し
て
地
球
の
生
態
系
を
減
し
、
人
類

も
地
球
も
破
滅
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

〃
人
口
問
題
”
。

こ
の
二
律
背
反
す
る
根
源
的
な
ジ
レ

2i蕊篝霊鑪

ン
マ
の
中
で
、
先
進
国
日
本
は
、
経
済
、

消
費
（
欲
望
）
、
人
権
な
ど
途
上
国
と
の

間
に
立
ち
は
だ
か
る
難
問
と
ど
の
よ
う

に
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
の
か
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
が
人

類
の
歴
史
の
上
で
注
目
さ
れ
る
重
要
な

時
代
に
入
っ
た
。

〈
Ｔ
・
Ｈ
）

アフリカ大陸の最南端であると考えられたこの岬の

発見は、直接ヨーロッパがアジアへ進出する足がかり

となり、まきに、その後の歴史を考えればヨーロッパ

にとっての希望の岬となったのである。

しかしその反対に、アフリカやアジアにとっては、

現在にまでその傷痕を残すヨーロッパによる

植民地支配の始まりを告げ、暗黒の歴史の始

まりであった。ヨーロッパにとってのr希望」

－がアジア・アフリカにとっては搾取される、

隷属と忍従による悲惨な歴史の始まりだった

§協会のである。
５－１ その地で今回アフリカ・アラブ地域の人口

鰯と開発に鮒ろ国会議員ﾌｫｰﾗﾑが開かれ
た。瞼を閉じ、潮風に頬をさらし、波音に耳

を傾けたとき、歴史の流れに感動が走った。

このフォーラムの発足がこの地域の希望とな

ることを願ってやまない。

人ロと開発･夏季号く通刊60号〉
1997年７月１日発行(季刊〉

●編集発行

財団法人アジア人口･開発協会

〒160束京都新宿区新宿１－５－１
コリンズ３ビル３Ｆ

ＴＥＬ(03)3358-2211(大代表）
ＦＡＸ(03)3358-2233

●印刷

文化印刷株式会社
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新しい空の旅をめざして､「うれしいことから｣JALはスタートしたいと考えています。
その第１弾として､｢JALフリーダイヤル(１１１際線･ＩＦ1内線)｣を､開始いたしました。

ご予約いただくお電話を無料といたします｡しかも､全国どこでも同じ電話悉号で便利になりました。
今年45周年を迎えるＪＡＬの､これからの｢うれしいこと｣にごﾉﾘ]侍ください。
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※今までの予約センターの番号はご利用頂けません｡
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